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総合学生会館　メディアパーク
創立120周年記念事業のメイン事業として、「学生たちのコミュニケーション広場の創出」をコンセ

プトに建設され、平成18年（2006年）3月1日にオープンした。地上4階建てで、延床面積は
10,482.07平方メートルという巨大な建物。
1階はオープンスペース、2階、3階は生協が入り、2階はダイニングホールディノア（写真右）。

1,100席を配備し、約100種類のメニューを用意している。3階はブックストア、購買店、サービス
カウンターほかで、2階、3階とも終日学生たちで賑わっている。4階はミーチングルームや小ホールな
ど学生の課外活動専用設備が設置されている。
今年4月から1階には、授業時間外での学習を支援する場として、コラボレーションコモンズが開設

された（写真左）。留学の相談や留学生と交流できる「グローバルエリア」、レポート作成に役立つワンポ
イント講座が受けられる「ライティングエリア」など複数の専門エリアからなっており、こちらも盛況。



寺内第2期執行部がスタート、
常議員会で体制整う

副会長に北嶋・田中・三木・渡邊・植田の5氏を選任

天神祭船渡御に「関大丸」就航（7月25日・木、夕刻）
今年も校友・家族など乗船者募集!!

第18回海外研修「タイ同窓との交歓とバンコクの旅」
9月20日（金）～24日（火）で実施　参加者募集!!

関西大学校友会のホームページへようこそ（Ⅱ）

おめでとうございます―春の叙勲・褒章受章者

6800余人の新関大生が誕生　
千里山で13学部の入学式を挙行

5931人の新学士が巣立つ 平成24年度学部卒業式を挙行
関大として初の「就職支援に関する協定」広島県など3県と締結
校友・河内國平刀匠の作刀展　博物館で6月3日から開催

オリンピック出場の東君らに大島賞　校友会からは副賞を授与
学生落語選手権「策伝大賞」花の家なごみが女性初の受賞

関西大学寄付金の新たな取組みについて「募金ご協力のお願い」

2013スプリングフェスティバル
春嵐の予報の中を全国から3000人集う
各団体の総会等開催報告―校友会登録組織を中心に

海外支部だより 会と催し

北から南から＜各地支部だより＞

新刊紹介　　校友短信　　訃報　　
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葦の雫

高
齢
化
社
会
の
到
来
と
い
わ
れ

て
久
し
い
が
、
国
民
一
人
一
人
が

真
剣
に
こ
の
問
題
を
理
解
し
、
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛

感
し
て
い
る
。
先
日
の
国
立
社
会

保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
発
表

に
よ
れ
ば
、
２
０
４
０
年
（
２
０

１
０
年
と
比
較
）
に
は
総
人
口
約

１
億
７
２
８
万
人
（
約
１
億
２
８
０
６
万
人
）

で
17
％
減
少
し
、
労
働
力
（
15
〜
64
歳
の
生
産

年
齢
人
口
）
は
約
５
７
８
６
万
人
（
約
８
１
７

３
万
人
）と
30
％
の
減
少
に
な
る
▼
そ
れ
に
相
対

し
て
65
歳
以
上
が
総
人
口
の
36
・
１
％
（
約
３

８
７
２
万
人
）で
、
更
に
75
歳
以
上
（
後
期
高
齢

者
の
一
人
当
た
り
の
医
療
費
が
65
歳
未
満
の
約

５
倍
）
が
20
・
７
％
（
約
２
２
２
０
万
人
）
を
占

め
る
と
い
う
▼
人
口
減
と
高
齢
化
が
進
み
、
年

金
や
医
療
制
度
の
破
綻
、
働
き
手
の
減
少
、
老

朽
化
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
等
が
、
近
く
起
こ

る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
東
南
海
等
地
震
災
害
に

匹
敵
す
る
大
変
な
時
代
が
、
足
早
に
足
音
高
く

確
実
に
迫
り
つ
つ
あ
る
▼
そ
の
医
療
費
削
減
予

防
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
日
々
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
や
登
山
を
推
奨
し
た
い
。
た
だ
健
康
の
た
め

に
歩
く
の
で
は
、
面
白
く
な
く
長
続
き
し
な
い
の

で
、
付
加
価
値
（
距
離
に
よ
る
ポ
イ
ン
ト
制
）
を

つ
け
る
と
い
う
の
は
ど
う
だ
ろ
う
か
▼
例
え
ば
、

献
血
手
帳
の
よ
う
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
登
山
手

帳
を
作
り
、
走
行
距
離
に
対
し
て
、
ポ
イ
ン
ト

を
記
録
し
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
と
引
き
換
え
で
き

る
制
度
を
確
立
す
れ
ば
、
楽
し
み
と
喜
び
が
得

ら
れ
、
そ
れ
が
健
康
増
進
に
繋
が
り
、
そ
の
結

果
、
医
療
費
の
削
減
に
結
び
つ
く
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
、
と
思
案
し
て
い
る
昨
今
で
す
。
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大学・学生関係

本部活動

http://www.kandai-koyukai.com/

■関西大学校友会ホームページ
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寺
内
第
２
期
執
行
部
で
は
、
早

速
、
平
成
25
年
度
事
業
計
画
・
予

算
案
を
審
議
す
る
各
部
会
を
順
次
開

催
す
る
と
と
も
に
、
常
議
員
は
校
友

会
が
毎
年
年
度
初
め
に
開
催
す
る

「
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

（
４
月
７
日
開
催
）
で
、
各
役
割
を
分

担
し
、
初
仕
事
に
取
り
組
ん
だ
。

そ
の
後
、
５
月
１
日
開
催
の
第
３

回
常
議
員
会
で
は
、
平
成
24
年
度
事

業
報
告
案
・
収
支
決
算
案
、
平
成
25

年
度
事
業
計
画
案
・
収
支
予
算
案

な
ど
、
６
月
８
日
に
開
催
す
る
第
１

０
１
回
定
時
代
議
員
会
に
上
程
す
る

諸
議
案
を
は
じ
め
、
第
29
回
支
部
対

抗
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
の
実
施
要
項
、

全
国
組
織
代
表
者
会
議
の
開
催
、
天

神
祭
奉
拝
船
「
関
大
丸
」
の
就
航
、

第
29
回
海
外
研
修
の
実
施
な
ど
、
新

執
行
部
が
初
年
度
前
半
に
取
り
組
む

諸
事
業
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

今
期
役
員
の
構
成
は
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
（
敬
称
略
）。

▽
顧
　
問

楠
見
晴
重
（
昭
55
Ｍ
工
）
関
西
大
学

学
長
＝
再

池
内
啓
三
（
昭
40
学
文
）
学
校
法
人

関
西
大
学
理
事
長
＝
新

一
軸
浩
幸
（
昭
33
学
法
）
前
校
友
会

長
＝
再

上
原
洋
允
（
昭
32
学
法
）
学
校
法
人

関
西
大
学
相
談
役
＝
再

畑
下
辰
典
（
昭
27
学
２
経
）
公
認
会

計
士
、
畑
下
公
認
会
計
士
事
務
所
所

長
＝
再

森
本
靖
一
郎
（
昭
32
学
２
法
）
学

校
法
人
関
西
大
学
顧
問
＝
再

▽
参
　
与

植
田
喜
一
（
昭
29
学
２
経
）
司
法
書

士
、
司
法
書
士
法
人
植
田
合
同
事
務

所
＝
再

大
津
健
造
（
昭
39
学
経
済
）
＝
再

片
山
久
江
（
昭
44
学
法
）
弁
護
士
、

片
山
法
律
事
務
所
＝
新

小
坂
道
一
（
昭
28
学
２
商
）
栄
興
電

機
工
業
（
株
）
代
表
取
締
役
会
長
＝
再

小
寺
一
矢
（
昭
42
Ｍ
法
）
弁
護
士
、

小
寺
一
矢
法
律
事
務
所
所
長
＝
新

篠
原
昭
三
（
昭
29
Ｍ
法
）
＝
再

辻
見
重
行
（
昭
28
学
法
）
＝
再

山
喜
昭
（
昭
29
学
商
）
富
士
工
業

（
株
）
代
表
取
締
役
会
長
＝
再

中
村
良
介
（
昭
35
学
２
法
）
税
理
士
、

中
村
良
介
税
理
士
事
務
所
所
長
＝
再

日
根
直
人
（
昭
28
学
法
）（
株
）
都

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
名
誉
相
談
役
＝
新

増
地
英
一
（
昭
42
学
商
）
＝
再

山
本
守
昭
（
昭
28
学
２
商
）
税
理
士
、

山
本
会
計
事
務
所
所
長
＝
再

▽
会
　
長

寺
内
俊
太
郎
（
昭
46
Ｄ
工
）
大
阪

冶
金
興
業
（
株
）
代
表
取
締
役
＝
再

▽
副
会
長

北
嶋
弘
一
（
昭
44
Ｍ
工
）
関
西
大
学

シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
特
別
契
約
教
授
・

名
誉
教
授
＝
新
（
総
務
部
・
学
生
支
援

部
担
当
）

平
成
15
年
校
友
会
常
議
員
、
18
年

代
議
員
会
副
議
長
。
21
年
常
議
員
・

総
務
部
長
。
平

成
23
年
か
ら
法

人
評
議
員
、
現

在
2
期
目
。
昭

和
44
年
工
学
部

助
手
、
助
教
授
等
を
経
て
平
成
6
年

教
授
。
工
博
。
専
門
は
精
密
加
工
学
。

平
成
11
年
精
密
工
学
会
高
城
賞
、
21

年
日
本
工
学
会
フ
ェ
ロ
ー
、
23
年
精
密

工
学
会
フ
ェ
ロ
ー
な
ど
受
賞
。
ま
た
学

会
の
役
職
も
多
数
務
め
て
い
る
。
現

在
、
博
修
士
会
会
長
。

田
中
義
昭
（
昭
43
学
文
）
寿
商
事

（
株
）
代
表
取
締
役
＝
再
（
組
織
部
担
当
）

平
成
6
年
か

ら
校
友
会
常
議

員
。
12
年
か
ら

組
織
部
副
部
長

を
3
期
。
12
年

か
ら
法
人
評
議
員
、
現
在
4
期
目
で
企

画
委
員
会
委
員
長
。
卒
業
と
同
時
に

寿
商
事
（
株
）に
入
社
。
平
成
3
年
代

表
取
締
役
に
就
任
し
、
現
在
に
至
る
。

一
高
同
窓
会
会
長
、
応
援
団
Ｏ
Ｂ
千

成
会
（
Ⅰ
部
）
会
長
等
を
歴
任
し
、
現

在
、
尼
崎
支
部
副
支
部
長
、
伊
丹
支

部
監
事
、
関
大
大
阪
倶
楽
部
副
理
事

長
。三

木
允
子
（
昭
42
学
文
）（
株
）
三
建

取
締
役
会
長
＝
新
（
広
報
部
担
当
）

平
成
9
年
校
友
会
常
議
員
、
1
期

飛
ん
で
15
年
か
ら
常
議
員
、
18
年
広
報

副
部
長
、
21
年
広
報
部
長
。
平
成
16

年
か
ら
法
人
評

議
員
、
現
在
3

期
目
で
渉
外
委

員
会
委
員
長
。

（
株
）三
建
役
員

を
経
て
平
成
12
年
か
ら
代
表
取
締
役
、

20
年
か
ら
現
職
。
女
子
秀
麗
会
で
は
副

会
長
を
務
め
現
在
は
幹
事
。
西
宮
支
部

副
支
部
長
。

渡
邊
泰
之
（
昭
42
学
法
）（
有
）
泰
信

代
表
取
締
役
＝
新
（
事
業
部
担
当
）

平
成
15
年
か

ら
校
友
会
常
議

員
。
21
年
組
織

部
長
。
平
成
21

年
か
ら
法
人
評

議
員
、
現
在
2
期
目
。
昭
和
42
年

（
株
）イ
ト
ー
ギ
ョ
ー
入
社
。
子
会
社

の
恒
菱
（
株
）に
移
り
、
常
務
取
締
役

等
を
経
て
代
表
取
締
役
社
長
。
平
成

16
年
退
社
、（
有
）泰
信
を
設
立
し
代

表
取
締
役
に
就
任
、
現
在
に
至
る
。
21

年
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
ッ
ト
神
戸
理
事

長
。
神
戸
支
部
副
支
部
長
。

植
田
芳
光
（
昭
48
学
工
）（
株
）
池
田

屋
代
表
取
締
役
社
長
＝
新
（
財
務
部
担

当
）

平
成
18
年
か

ら
校
友
会
常
議

員
。
18
年
財
務

副
部
長
、
21
年

財
務
部
長
。
平

成
16
年
か
ら
法
人
評
議
員
を
2
期
務

め
、
24
年
か
ら
監
事
。
卒
業
後
、
民
間

企
業
を
経
て
平
成
7
年
（
株
）池
田
屋

代
表
取
締
役
に
就
任
し
、
現
在
に
至

る
。
現
在
、
関
西
大
学
教
育
振
興
植

田
基
金
運
営
委
員
会
委
員
長
も
務
め

て
い
る
。

2
0
1
3
年
の
今
年
か
ら
今
後
4
年
間
、
校
友
会
の
舵
取
り
を
す
る
寺
内
第
2
期
執
行
部
の
陣
容
が
3
月
18
日
開

催
の
第
2
回
常
議
員
会
で
整
い
、
正
式
ス
タ
ー
ト
し
た
。

常
議
員
・
監
事
選
考
委
員
会
（
田
中
義
昭
委
員
長
）
か
ら
2
月
27
日
に
答
申
を
受
け
た
寺
内
俊
太
郎
会
長
は
、
同

日
、
常
議
員
と
監
事
を
委
嘱
。
新
常
議
員
・
監
事
に
よ
る
第
1
回
常
議
員
会
は
3
月
12
日
に
開
催
さ
れ
、
副
会
長
に

北
嶋
弘
一
、
田
中
義
昭
、
三
木
允
子
、
渡
邊
泰
之
、
植
田
芳
光
の
5
氏
を
選
任
し
た
。
ま
た
、
顧
問
・
参
与
委
嘱
者

に
つ
い
て
も
別
掲
の
と
お
り
決
定
し
た
。

さ
ら
に
、
3
月
18
日
開
催
の
第
2
回
常
議
員
会
で
、
副
会
長
の
担
当
部
と
常
議
員
の
総
務
・
事
業
・
広
報
・
組

織
・
学
生
支
援
・
財
務
の
6
部
へ
の
分
属
が
発
表
さ
れ
、
各
部
に
分
か
れ
て
の
審
議
で
正
副
部
長
を
選
出
し
、
新
執

行
部
の
陣
容
が
整
っ
た
。

寺
内
第
2
期
執
行
部
が
ス
タ
ー
ト
、
常
議
員
会
で
体
制
整
う

―
副
会
長
に
北
嶋
・
田
中
・
三
木
・
渡
邊
・
植
田
の
５
氏
を
選
任
―
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▽
常
議
員
（
◎
＝
部
長
、
○
＝
副
部

長
）

〔
総
務
部
〕

◎
大
東
恭
治
（
昭
57
学
法
）
弁
護
士
、

大
東
恭
治
法
律

事
務
所
＝
再

○
草
川
大
造
（
昭
46
学
法
）
社
会
福
祉

法
人
大
阪
障
害
者
自
立
支
援
協
会
理
事

長
＝
再

○
塩
田
貴
美
代
（
昭
55
学
法
）
司
法

書
士
、
塩
田
司
法
書
士
事
務
所
＝
再

○
谷
　
真
明
（
昭
53
学
法
）
大
阪
高
速

鉄
道
理
事
＝
再

江
原
竜
二
（
昭
63
学
工
）
大
阪
府
庁

都
市
整
備
部
河
川
室
ダ
ム
砂
防
課
課
長

補
佐
（
ダ
ム
Ｇ
）
＝
新

葛
村
和
正
（
昭
51
学
工
）（
株
）
ダ
イ

ネ
ツ
代
表
取
締
役
社
長
＝
再

太
平
信
恵
（
平
３
学
法
）
弁
護
士
、

大
宅
法
律
事
務
所
＝
新

辻
井
宏
之
（
昭
57
学
法
）
司
法
書

士
、
難
波
中
央
司
法
書
士
事
務
所
＝
再

堤
　
勇
二
（
昭
54
学
法
）
大
阪
府
庁

府
民
文
化
部
都
市
魅
力
創
造
局
副
理
事

都
市
魅
力
戦
略
担
当
＝
再

中
村
　
博
（
昭
56
学
２
経
）
司
法
書

士
、
中
村
司
法
書
士
事
務
所
所
長
＝
再

林
紀
美
代
（
昭
56
学
商
）
公
認
会
計

士
、
林
紀
美
代
公
認
会
計
士
事
務
所
＝

元
松
野
千
尋
（
昭
53
学
文
）
＝
再

〔
事
業
部
〕

◎
中
井
邦
夫
（
昭
45
学
２
法
）
関
西
舶

用
（
株
）
取
締
役

会
長
＝
再

○
古
渕
孝
仁
（
昭
55
学
法
）
税
理
士
、

古
渕
孝
仁
税
理
士
事
務
所
所
長
＝
再

○
松
永
　
明
（
昭
58
学
２
商
）
不
動
産

鑑
定
士
、（
株
）
ア
ク
セ
ス
鑑
定
代
表
取

締
役
社
長
＝
再

○
馬
渕
純
一
（
昭
48
学
２
法
）
平
成
ビ

ジ
ネ
ス（
株
）
代
表
取
締
役
＝
再

籠
池
泰
典
（
昭
52
学
商
）
南
港
さ
く

ら
幼
稚
園
・
塚
本
幼
稚
園
理
事
長
＝
新

壽
見
芳
正
（
平
４
学
工
）（
株
）
壽
見

金
属
工
業
代
表
取
締
役
＝
新

祖
父
江
洋
二
郎
（
昭
53
学
法
）
さ

つ
き
（
株
）
専
務
取
締
役
＝
再

廣
内
良
明
（
昭
59
学
工
）（
株
）
ビ
ッ

ク
シ
ス
テ
ム
代
表
取
締
役
＝
新

藤
井
喜
代
子
（
昭
51
学
経
済
）
＝

再
三
原
秀
章
（
昭
62
学
商
）
公
認
会
計

士
、
三
原
公
認
会
計
士
事
務
所
所
長
＝

再
森
岡
修
司
（
昭
61
学
商
）（
有
）
モ
リ

オ
カ
森
岡
米
酒
店
代
表
取
締
役
＝
新

山
本
伸
次
（
昭
60
学
商
）
永
伸
商
事

（
株
）
代
表
取
締
役
社
長
＝
新

〔
広
報
部
〕

◎
岩
崎
圭
祐
（
平
６
学
法
）（
株
）
阪
神

住
建
代
表
取
締

役
＝
再

○
小
坂
圭
一
（
昭
55
学
工
）
栄
興
電
機

工
業
（
株
）
代
表
取
締
役
社
長
＝
再

○
西
野
京
子
（
昭
46
学
文
）
コ
ピ
ー
ラ

イ
タ
ー
＝
再

○
森
本
和
伸
（
昭
62
学
社
会
）（
株
）
バ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
取
締
役
社
長
＝
再

浅
田
美
明
（
昭
59
学
経
済
）（
有
）
五

感
代
表
取
締
役
社
長
＝
新

芋
縄
隆
史
（
昭
62
学
商
）（
株
）
コ
ノ

ミ
ヤ
代
表
取
締
役
社
長
＝
再

沖
中
龍
三
（
昭
62
学
社
会
）（
株
）
マ

ツ
ダ
運
輸
大
阪
専
務
取
締
役
＝
再

北
　
靖
久
（
昭
62
学
経
済
）
北
建
設

（
株
）
代
表
取
締
役
＝
再

中
井
紀
子
（
昭
45
学
文
）
＝
新

野
村
正
幸
（
平
８
学
商
）（
株
）
ド
ウ

シ
シ
ャ
代
表
取
締
役
副
社
長
＝
新

畑
　
尚
樹
（
平
８
学
工
）
一
級
建
築

士
事
務
所
　
計
画
工
房
「
は
な
」
代

表
＝
再

山
本
淑
子
（
昭
53
学
文
）
＝
再

〔
組
織
部
〕

◎
田
中
義
信
（
昭
50
学
法
）
弁
護
士
、

田
中
義
信
法
律

事
務
所
所
長
＝

再

○
池
松
知
永
子
（
昭
62
学
社
会
）
＝

再○
近
藤
茂
憲
（
昭
50
学
経
済
）
メ
ン
ズ

シ
ョ
ッ
プ

ラ
タ
ン
＝
再

○
谷
　
康
司
（
昭
52
学
法
）
日
隆
産
業

（
株
）
代
表
取
締
役
＝
再

小
川
哲
男
（
昭
48
学
２
法
）
不
動
産

鑑
定
士
、（
株
）
小
川
不
動
産
鑑
定
事
務

所
代
表
取
締
役
＝
新

永
尾
俊
一
（
昭
61
学
法
）
白
ハ
ト
食

品
工
業
（
株
）
代
表
取
締
役
＝
再

中
野
雅
夫
（
昭
61
学
社
会
）（
株
）
カ

ワ
サ
キ
ラ
イ
フ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
総
務

部
担
当
課
長
＝
新

古
屋
敷
博
文
（
平
11
学
総
合
）
税

理
士
、
古
屋
敷
税
理
士
事
務
所
所
長
＝

新
本
間
敏
司
（
昭
61
学
工
）（
株
）
技
建

設
計
代
表
取
締
役
、
一
級
建
築
士
＝
新

村
上
康
司
（
平
６
学
法
）
プ
ル
デ
ン

シ
ャ
ル
生
命
保
険
大
阪
中
央
支
社
副
部

長
＝
新

山
上
珠
実
（
昭
54
学
２
法
）
＝
新

渡
邊
善
孝
（
昭
56
学
社
会
）
フ
ジ
ヤ

文
具
店
自
営
＝
再

〔
学
生
支
援
部
〕

◎
加
藤
安
宏
（
昭
51
学
法
）
弁
護
士
、

か
と
う
法
律
事

務
所
所
長
＝
再

○
近
藤
正
昭
（
昭
46
学
法
）
協
同
組
合

尼
崎
工
業
会
専
務
理
事
＝
再

○
笹
倉
淳
史
（
昭
58
Ｄ
商
）
関
西
大
学

商
学
部
教
授
＝
新

○
佐
野
友
章
（
昭
52
学
法
）
関
西
大
学

第
一
高
等
学
校
教
諭
＝
新

岡
田
美
由
記
（
昭
52
学
商
）
＝
再

金
子
正
行
（
平
８
学
法
）
く
す
の
き

司
法
書
士
事
務
所
代
表
取
締
役
＝
新

栗
尾
尚
孝
（
昭
51
学
法
）
大
和
運
送

（
株
）
代
表
取
締
役
＝
元

高
　
一
弘
（
昭
52
学
２
商
）
丸
高
商

会
自
営
＝
新

小
早
川
勝
己
（
平
２
学
２
経
）
産

経
新
聞
大
阪
本
社
販
売
局
輸
送
部
長
兼

販
売
戦
略
室
室
長
＝
新

谷
口
欣
久
（
昭
61
学
工
）（
株
）
イ
チ

ケ
ン
建
築
営
業
担
当
＝
再

宮
原
田
英
一
（
昭
49
学
社
会
）
＝

新
宮
本
忠
依
（
昭
61
学
商
）
ト
ミ
ヤ
興

産
（
株
）
代
表
取
締
役
＝
新

〔
財
務
部
〕

◎
玉
置
栄
一
（
昭
53
学
経
済
）
公
認
会

計
士
、
玉
置
栄

一
公
認
会
計
士

事
務
所
所
長
＝

再

○
田
中
正
喜
（
昭
51
学
工
）
尼
崎
潮
江

郵
便
局
局
長
＝
再

○
燈
田
　
進
（
昭
48
学
法
）
税
理
士
、

燈
田
進
税
理
士
事
務
所
所
長
＝
再

○
別
處
了
一
（
昭
46
学
社
会
）（
株
）
別

処
電
線
製
造
所
代
表
取
締
役
＝
再

牛
島
慶
太
（
昭
54
学
２
法
）
大
阪
国

税
局
総
務
部
次
長
＝
新

大
西
康
治
（
昭
61
学
商
）（
株
）
た
け
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び
し
電
子
デ
バ
イ
ス
本
部
業
務
部
部
長
＝

新
河
嶋
　
達
（
昭
56
学
商
）
税
理
士
、

河
嶋
達
税
理
士
事
務
所
所
長
＝
新

中
丁
卓
也
（
平
７
学
商
）
公
認
会
計

士
　
ア
ク
ア
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー

（
株
）
＝
再

中
本
巳
知
夫
（
昭
52
学
２
法
）
大

阪
国
税
局
尼
崎
税
務
署
長
＝
再

長
谷
川
孝
夫
（
昭
52
学
商
）
税
理

士
、
長
谷
川
税
理
士
事
務
所
＝
再

▽
監
事

石
井
國
男
（
昭
45
学
２
経
）
公
認
会

計
士
、
石
井
公

認
会
計
士
事
務

所
所
長
＝
新

大
谷
啓
二
（
昭
39
学
２
商
）（
株
）
大

谷
賢
三
商
店
代

表
取
締
役
会

長
＝
新

小
笹

左
衛
門
（
昭
41
学
法
）

（
有
）
小
笹

代

表
取
締
役
＝
新

▽
代
議
員
会

（
議
　
長
）
古
川
好
男
（
昭
32
学
法
）

（
有
）
ア
イ
・
エ
フ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
代

表
取
締
役
社
長
＝
新

（
副
議
長
）
仁
井
ひ
ろ
み
（
昭
48
学

法
）
行
政
書
士
、
仁
井
行
政
書
士
事
務

所
所
長
＝
新

大阪の夏を彩る
天神祭。そのクラ
イマックス・船渡
御が7月25日（木）
夕刻から大川で行
われるが、校友会
では今年も奉拝船
「関大丸」を就航
します。

毎年好評で、地元の方々からも温かく迎えられ、地域
振興に一役買うとともに、「強い関西大学」を市民にアピ
ールしています。
千年の歴史を有し、日本三大祭に数えられる天神祭

を、「関大丸」の船上から満喫しませんか。校友、ご家

族、お知り合いの皆さまの乗船をお待ちしています。

日　時　7月25日（木）夕刻～

参加費　30,000円
（同伴者も同額、弁当・飲物・うちわ等付）

定　員　先着160人
（ご家族等の同伴を歓迎します）

◎関大丸への乗船をご希望の方は、氏名、卒業年・学部、住
所、電話番号（同伴者のいる場合は同伴者名）を記入して、
校友会事務局へ郵送またはFAX（06-6380-8476）でお申し込
みください（先着順受付、定員になり次第締切）。

◎参加申し込みの方には、後日改めて参加費振込用紙と集合時
間・場所等を明記したご案内をお送りします。

天神祭船渡御に「関大丸」
今年も校友・ご家族など乗船者募集！！

植
垣
幸
雄
（
う
え
が
き
・
ゆ
き
お
）
元
校
友
会

長
・
顧
問
が
３
月
６
日
に
逝
去
さ
れ
た
。
１
０

１
歳
。

植
垣
氏
は
、
昭
和
11
年
専
門
部
２
部
法
律
学

科
卒
。
14
年
弁
護
士
開
業
。
昭
和
47
年
４
月
か

ら
大
阪
弁
護
士
会
会
長
（
兼
日
本
弁
護
士
連
合
会
副
会
長
）
を
１
期
、
他
に

法
務
省
法
制
審
議
会
委
員
、
大
阪
府
公
害
審
査
会
会
長
な
ど
を
歴
任
。

大
学
関
係
で
は
、
昭
和
43
年
10
月
か
ら
法
人
評
議
員
を
７
期
。
そ
の
間

平
成
３
年
10
月
か
ら
８
年
９
月
ま
で
理
事
を
２
期
務
め
た
。
12
年
６
月
か

ら
法
人
顧
問
。

校
友
会
組
織
関
係
で
は
、
関
大
法
曹
会
幹
事
長
、
吹
田
支
部
長
、
関
大

大
阪
倶
楽
部
理
事
長
等
を
歴
任
。
本
部
関
係
で
は
、
昭
和
48
年
３
月
か
ら

監
事
を
１
期
、
51
年
３
月
か
ら
副
会
長
を
２
期
、
57
年
１
月
か
ら
代
議
員

会
議
長
を
１
期
務
め
、
60
年
３
月
か
ら
参
与
と
な
っ
た
。
平
成
２
年
３
月

の
第
53
回
定
時
代
議
員
会
で
、
故
樫
本
信
雄
会
長
の
後
を
受
け
て
会
長
に

選
任
さ
れ
、
平
成
９
年
１
月
の
臨
時
代
議
員
会
ま
で
３
期
６
年
10
カ
月
間

会
長
職
を
務
め
た
。
そ
の
間
、
全
国
各
地
の
支
部
を
く
ま
な
く
回
る
な
ど
、

組
織
の
拡
充
に
尽
力
さ
れ
た
。
９
年
３
月
か
ら
は
顧
問
。

植
垣
幸
雄
元
校
友
会
長
逝
去

学
年
暦
入
り
オ
リ
ジ
ナ
ル

卓
上
カ
レ
ン
ダ
ー

校
友
会
Ｈ
Ｐ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
に

校
友
会
で
は
、
新
入
生
に
校
友
会

に
対
し
て
感
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う

と
、
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
学

年
暦
の
入
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
卓
上
カ

レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
て
、
入
学
式
で

配
っ
て
い
る
が
、
教
員
や
職
員
に
も

好
評
で
、
ま
た
伝
え
聞
い
た
校
友
か

ら
も
「
是
非
分
け
て
ほ
し
い
」
と
の

声
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

25
年
度
版
か
ら
校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う

に
し
た
。



で
＝
昭
40
学
文
）
71
歳
。
元
大
阪

府
警
部
。
三
田
市
。

褒
　
　
章

◇
藍
綬
褒
章

冨
田
和
昭
（
と
み
た
・
か
ず
あ

き
＝
昭
35
学
２
経
済
）
75
歳
。
保

護
司
。
吹
田
市
。

若手校友落語家による「関大寄席」は、毎
回、満員の盛況をおさめているが、本年度も
10月12日（土）に天満天神繁昌亭で開催する
ことになった。
この催しは、天神祭船渡御での「関大丸」

の就航や天神橋筋商店街との本学社会連携
活動を通じて縁の深い天満天神繁昌亭を会
場に、若手校友落語家を応援するために開催
している。

出演者、申込方法等は確定次第案内しますので、多数の校友の参加をお待ちしてい
ます。

◆期　日　10月12日（土）9時半開場、10時開演～11時半閉演。
◆場　所　天満天神繁昌亭（大阪市北区天神橋2-1-34）

※問い合わせ等は、校友会事務局（06-6368-0042）まで。
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政
府
は
、
４
月
29
日
付
で
平
成

25
年
度
春
の
叙
勲
受
章
者
を
、
28

日
付
で
褒
章
受
章
者
を
発
表
し
た
。

そ
れ
に
先
立
ち
４
月
13
日
付
で
危

険
業
務
従
事
者
叙
勲
受
章
者
を
発

表
し
た
。

校
友
会
事
務
局
で
確
認
で
き
た

関
西
大
学
関
係
者
は
次
の
皆
さ
ん
。

心
か
ら
祝
意
を
表
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
は
近
畿
２
府
４
県

を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
万
全

で
は
な
く
、
未
掲
載
の
受
章
者
を

ご
存
じ
の
方
は
校
友
会
事
務
局
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

掲
載
は
、
氏
名
・
卒
業
年
学
部
・

年
齢
・
職
業
・
住
所
の
順
。
敬
称

略
。

叙
　
　
勲

◇
旭
日
大
綬
章

中
野
寛
成
（
な
か
の
・
か
ん
せ

い
＝
昭
38
学
法
）
72
歳
。
元
衆
議

院
副
議
長
。
豊
中
市
。

◇
旭
日
重
光
章

西
野
　
陽
（
に
し
の
・
あ
き
ら
）

73
歳
。
元
経
済
産
業
副
大
臣
。
東

大
阪
市
。

◇
瑞
宝
中
綬
章

田
中
　
充
（
た
な
か
・
み
つ

る
＝
昭
36
Ｄ
経
済
）
79
歳
。
名
誉

教
授
・
元
経
済
学
部
教
授
。
奈
良

市
。

◇
瑞
宝
小
綬
章

川
嶋
信
之
（
か
わ
し
ま
・
の
ぶ

ゆ
き
＝
昭
40
学
法
）
71
歳
。
元
北

海
道
通
商
産
業
局
総
務
企
画
部

長
。
柏
市
。

小
西
一
正
（
こ
に
し
・
か
ず
ま

さ
＝
昭
39
Ｍ
経
済
）
78
歳
。
奈
良

県
立
大
学
名
誉
教
授
。
奈
良
市
。

崇
嶋
良
忠
（
た
か
し
ま
・
よ
し

た
だ
＝
昭
43
学
２
法
）
70
歳
。
元

神
戸
地
方
法
務
局
局
長
。
神
戸
市

須
磨
区
。

山
下
　
尚
（
や
ま
し
た
・
た
か

し
＝
昭
39
学
法
）
71
歳
。
元
神
戸

地
検
事
務
局
長
。
寝
屋
川
市
。

◇
旭
日
双
光
章

今
川
年
弘
（
い
ま
が
わ
・
と
し

ひ
ろ
＝
昭
40
学
文
）
70
歳
。
元
和

歌
山
県
九
度
山
町
議
会
議
員
。
和

歌
山
県
伊
都
郡
九
度
山
町
。

柿
本
常
雄
（
か
き
も
と
・
つ
ね

お
＝
昭
37
学
２
商
）
74
歳
。
大
阪

府
塩
販
売
組
合
連
合
会
会
長
。
大

阪
市
中
央
区
。

権
野
功
至
郎
（
ご
ん
の
・
こ
う

し
ろ
う
＝
昭
40
学
文
）
71
歳
。
元

高
石
市
議
会
議
員
。
高
石
市
。

前
阪
良
憲
（
ま
え
さ
か
・
よ
し

の
り
＝
昭
42
学
２
文
）
72
歳
。
元

大
津
市
議
会
議
員
。
大
津
市
。

◇
瑞
宝
双
光
章

加
藤
光
信
（
か
と
う
・
て
る
の

ぶ
＝
昭
33
学
２
文
）
78
歳
。
元
公

立
小
学
校
校
長
。
宝
塚
市
。

鈴
木

巳
（
す
ず
き
・
な
ら

み
＝
昭
32
学
法
）
78
歳
。
元
警
視

長
。
奈
良
市
。

西
村
　
淳
（
に
し
む
ら
・
じ
ゅ

ん
＝
昭
35
学
２
法
）
77
歳
。
天
宗

長
吉
園
園
長
。
大
阪
市
平
野
区
。

浜
田
直
毅
（
は
ま
だ
・
な
お
た

か
＝
昭
41
学
文
）
70
歳
。
元
三
重

県
議
会
事
務
局
長
。
松
阪
市
。

村
山
恒
張
（
む
ら
や
ま
・
つ
ね

は
る
＝
昭
38
学
２
法
）
78
歳
。
元

国
立
姫
路
病
院
事
務
部
長
。
大
阪

市
東
淀
川
区
。

山
内
利
夫
（
や
ま
う
ち
・
と
し

お
＝
昭
45
学
２
法
）
70
歳
。
元
近

畿
通
商
産
業
局
産
業
企
画
部
次

長
。
草
津
市
。

◇
旭
日
単
光
章

白
子
勝
昭
（
し
ら
こ
・
か
つ
あ

き
＝
昭
40
学
商
）
70
歳
。
元
和
歌

山
県
湯
浅
町
商
工
会
会
長
。
和
歌

山
県
有
田
郡
湯
浅
町
。

◇
瑞
宝
単
光
章

川
崎
博
司
（
か
わ
さ
き
・
ひ
ろ

し
＝
昭
35
学
２
商
）
75
歳
。
民

生
・
児
童
委
員
。
大
阪
市
生
野
区
。

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

◇
瑞
宝
単
光
章

大
丸
昭
男
（
だ
い
ま
る
・
あ
き

お
＝
昭
40
学
法
）
71
歳
。
元
大
阪

府
警
視
。
東
大
阪
市
。

竹
岡
正
晃
（
た
け
お
か
・
ま
さ

あ
き
＝
昭
39
学
法
）
71
歳
。
元
大

阪
府
警
部
補
。
川
西
市
。

田
中
正
紀
（
た
な
か
・
ま
さ

き
＝
昭
45
Ｍ
商
）
68
歳
。
元
高
槻

市
消
防
司
令
。
大
阪
市
東
淀
川
区
。

堤
　
時
英
（
つ
つ
み
・
と
き
ひ

10月12日（土）に天満天神繁昌亭で開催

「関大寄席2013」
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2011年9月に開設したページです。ここでは、校友が地域支部、職域
会等での地域に根差す諸活動を通じ、地域、社会に貢献すること、大
学・校友それぞれが保有する知的財産を双方、校友間で活用すること
により、校友、母校の発展と地域社会に寄与することを目指した活動
を取り上げています。
「情報の共有」では、機関紙「関大」等に掲載された記事の中から、

防災、減災に役立つ情報を発信しています。
「連携プロデューサーの企業訪問」では、機関紙に掲載した校友企

業のデータの累加を行い、いつでも閲覧できるようにしています。また、
記事検索（赤枠内）機能を設けていますので、キーワードから該当校
友企業を検索・閲覧して頂くことが可能です。

ご住所・勤務先等の変更をホームページからご連絡頂くことができま
す。
トップバナー（青色のボタン）から「校友の皆様へ」を選択いただき、

左メニューから「住所・勤務先等の変更」をクリックいただくと、右図
画面が表示されます。
該当御項目にご入力いただき、下部の送信内容確認ボタンをクリッ

クしてください。
※項目は必須項目です。ご入力が無い場合エラーとなってしまいますの
で、ご注意願います。
なお、念のため、電話によるご連絡の場合は、校友会事務局（06-

6368-0045～8）にお願いします。
様々な機能をご紹介しましたが、操作方法についてお困りの場合は、

トップページの新着情報欄の「校友会ホームページの使い方」をご覧ください。
校友会のホームページは、日々更新し最新情報を発信し続けています。是非、ご活用ください。
それでは、校友会ホームページにアクセスして、操作をしてみましょう。

●社会との交流と連携

●住所・勤務先等のご連絡方法

http://www.kandai-koyukai.com/

関西大学校友会ホームページ
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前号でホームページの案内をさせていただき、たくさんの方のアクセスを頂
戴しました。
校友会のホームページでは、新着情報として皆様にお知らせしたい情報や、

校友会の沿革、支部等組織の一覧、本部行事や支部等の総会などの行事予定
など、様々な情報を発信しています。
事務局からの情報発信に留まらず、双方向の情報発信のツールとして校友

会ホームページをご活用いただけるよう、その操作方法、ご連絡等についてご
案内いたします。

支部など組織一覧中、支部名、職域会名等の下に や
の表示をし、各支部等のホームページもしくはFacebook

にリンクを設定していることは前号でご案内いたしました。
独自にホームページあるいはFacebookを開設されている組織

で、リンクを希望される場合は、校友会「お問合わせフォーム（支部・校友会組織の方）」から、その
アドレスをご連絡ください。

2011年10月に開設したこのページには、校友会の登録組織の
活動を積極的に紹介しています。2007年9月以降の機関紙「関
大」に掲載された「北から南から」の記事に加え、各支部等か
らお寄せいただいた記事を掲載しています。
ホームページはリアルタイムに情報を発信することができると

いう利点を活かし、開催案内など、情報発信のツールとしてご
活用ください。

また、サイト内検索を設けておりますので、支部名等で検索すると活発な
支部活動の様子を知ることができます。

校友会では、海外の支部組織の強化にも重点を置いています。
海外において、校友や大学関係者が集い、懇親会など開催されている組織、またご活躍されている校友の情報な

どございましたら、ぜひ校友会までご一報くださいますようお願いします。ホームページや機関紙『関大』に記事を
掲載するなど、連絡を密にしながらネットワークの構築をすすめてまいりたいと思います。
海外の校友会組織への連絡については、「支部など組織一覧」をご参照いただくか、校友会事務局までお問い合

わせください。

●支部など組織一覧

●活発な支部活動

●海外の校友会
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外
と
の
交
流
を
積
極
的
に
行
い
、
で

き
れ
ば
皆
さ
ん
の
研
究
成
果
を
国
際

学
会
な
ど
で
発
表
す
る
こ
と
を
一
つ

の
目
標
に
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
人
と
の
出
会
い
は
、
新
し

い
本
と
の
出
会
い
と
同
じ
く
人
間
を

成
長
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
日
本
は
も

と
よ
り
世
界
で
多
く
の
人
と
出
会
い
、

自
ら
を
成
長
さ
せ
、
充
実
し
た
大
学

院
生
活
を
送
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
」
と
激
励
し
た
。

４
月
２
日
に
南
千
里
国
際
プ
ラ
ザ

で
留
学
生
別
科
25
年
度
春
学
期
の
入

学
式
が
行
わ
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
、
イ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
韓
国
、
台
湾
、
中
国
の
６

カ
国
・
地
域
か
ら
25
人
の
新
入
生
が

入
学
し
た
。

平
成
25
年
度
学
部
入
学
式
が
、

４
月
１
日
に
千
里
山
中
央
体
育
館

（
新
入
生
）
東
体
育
館
（
父
母
）
を

会
場
に
挙
行
さ
れ
、
６
８
０
０
余
人

の
新
関
大
生
が
学
生
生
活
の
第
一
歩

を
踏
み
出
し
た
。

式
は
、
午
前
10
時
か
ら
文
・
経

済
・
社
会
・
政
策
創
造
・
人
間
健

康
・
総
合
情
報
の
６
学
部
、
午
後
２

時
か
ら
法
・
商
・
外
国
語
・
社
会
安

全
・
シ
ス
テ
ム
理
工
・
環
境
都
市
・

化
学
生
命
の
７
学
部
の
２
回
に
分
け

て
行
わ
れ
た
。

式
辞
で
楠
見
晴
重
学
長
は
、「
１

２
７
年
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
関
西

大
学
に
入
学
す
る
に
際
し
、
皆
さ
ん

に
覚
え
て
い
た
だ
き
た
い
２
人
の
人

物
と
２
つ
の
言
葉
が
あ
る
」
と
述
べ
、

ま
ず
本
学
創
立
者
の
一
人
で
大
阪
控

訴
院
長
か
ら
大
審
院
院
長
に
な
っ
た

児
島
惟
謙
先
生
と
大
津
事
件
を
紹

介
。
本
学
の
建
学
の
精
神
「
正
義
を

権
力
か
ら
護
れ
」
を
説
明
し
た
。

続
い
て
、
大
正
11
年
に
専
門
学
校

か
ら
旧
制
大
学
に
昇
格
し
、
大
阪
市

内
か
ら
千
里
山
に
移
転
し
た
当
時

の
、
第
11
代
学
長
山
岡
順
太
郎
先
生

と
唱
導
さ
れ
た
「
学
の
実
化
」
を
紹

介
。
学
理
と
実
際
の
調
和
・
国
際
的

精
神
の
涵
養
・
外
国
語
学
習
の
必

要
・
体
育
の
奨
励
か
ら
な
る
本
学
の

学
是
「
学
の
実
化
」
を
説
明
し
、

「
一
日
も
早
く
関
大
生
と
し
て
の
プ
ラ

イ
ド
と
自
覚
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
要
望
し
た
。

ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
で

活
躍
で
き
る
、
国
際
人
と
し
て
成
長

す
る
た
め
の
学
び
の
方
法
と
心
構
え

等
を
述
べ
た
後
、
最
後
に
校
章
に
つ

い
て
説
明
。「
こ
の
校
章
の
も
と
に
約

41
万
人
の
卒
業
生
が
強
い
絆
を
持
っ

て
集
い
、
学
び
、
巣
立
っ
て
い
っ
た
。

皆
さ
ん
も
伝
統
あ
る
校
章
の
も
と
に

集
い
、
知
性
に
溢
れ
、
充
実
し
た
学

園
生
活
を
送
ら
れ
る
よ
う
期
待
し
て

い
る
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を
贈
っ
た
。

入
学
生
総
代
が
宣
誓
、
交
響
楽
団

と
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
学
歌
と
逍
遙
歌

を
紹
介
し
て
閉
式
。

そ
の
後
、
新
入
生
た
ち
は
、
黒
田

勇
副
学
長
か
ら
「
薬
物
問
題
に
対
す

る
関
大
の
取
り
組
み
」
や
「
大
学
生

の
心
構
え
」
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
た

後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
に
分
か
れ
て
、

学
部
教
育
の
特
長
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、
関
大
生
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト

を
切
っ
た
。

25
年
度
大
学
院
入
学
式
が
、
４
月

２
日
午
前
10
時
か
ら
千
里
山
中
央
体

育
館
で
挙
行
さ
れ
、
修
士
課
程
な
ら

び
に
博
士
課
程
前
期
課
程
に
５
６
９

人
、
博
士
課
程
後
期
課
程
に
40
人
、

専
門
職
学
位
課
程
に
89
人
の
計
６
９

８
人
が
入
学
し
た
。

式
辞
で
楠
見
学
長
は
、「
皆
さ
ん

は
、
今
日
か
ら
高
度
な
専
門
知
識
を

身
に
つ
け
、
先
進
的
、
独
創
的
な
研

究
に
邁
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
取
り
組
み
は
新
た
な
学
問
的
発

見
、
文
化
・
科
学
技
術
の
進
歩
、
安

全
・
安
心
社
会
の
構
築
、
国
際
問
題

の
解
決
、
地
域
の
発
展
・
活
性
化
に

繋
が
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

私
も
そ
う
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
も

日
々
の
研
究
あ
る
い
は
勉
学
の
中
で

ロ
マ
ン
を
感
じ
る
も
の
に
出
会
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
真
理
の
探

求
に
つ
な
が
り
、
更
に
研
究
を
進
展

し
て
い
く
力
に
な
り
ま
す
。
ま
た
海

6
8
0
0
余
人
の
新
関
大
生
が
誕
生

千
里
山
で
13
学
部
の
入
学
式
を
挙
行

大
学
院
が
入
学
式
を
挙
行

3
課
程
に
6
9
8
人
入
学

留
学
生
別
科
も
入
学
式

6
カ
国
・
地
域
か
ら
25
人
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の
想
像
力
を
持
っ
て
、
未
来
を
切
り

開
い
て
い
け
る
の
だ
と
教
え
て
く
れ

て
い
ま
す
。
今
後
の
皆
さ
ん
の
ご
活

躍
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
」
と
餞
の

言
葉
を
贈
っ
た
。

卒
業
生
総
代
が
、
教
員
や
友
人
、

家
族
に
感
謝
の
気
持
ち
と
、
こ
れ
か

ら
の
決
意
を
込
め
た
答
辞
を
述
べ
て

閉
式
。
卒
業
生
は
、
送
歌
に
送
ら
れ

て
式
場
を
後
に
し
た
。

24
年
度
大
学
院
卒
業
式
・
学
位

記
授
与
式
が
、
３
月
21
日
午
前
10
時

か
ら
第
２
学
舎
Ｂ
Ｉ
Ｇ
ホ
ー
ル
１
０

０
で
行
わ
れ
、
６
２
８
人
に
修
士
の

学
位
記
、
１
０
８
人
に
専
門
職
の
学

位
記
、
42
人
に
博
士
の
学
位
記
が
授

与
さ
れ
た
。

楠
見
学
長
は
式
辞
で
、「
皆
さ
ん

は
、
明
日
か
ら
日
本
、
世
界
が
抱
え

る
諸
問
題
に
直
接
、
間
接
に
関
わ
っ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
大
学
院

で
養
わ
れ
た
高
度
な
知
識
、
問
題
解

決
力
と
と
も
に
、
幅
広
い
教
養
と
創

造
力
、
常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
思
考

と
実
践
で
、
日
本
と
世
界
の
未
来
の

た
め
に
貢
献
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
関
西
大
学
の
建
学
の
精
神

は
『
正
義
を
権
力
か
ら
護
れ
』
だ
が
、

国
際
化
社
会
を
迎
え
た
今
日
、
国
境

を
越
え
た
正
義
、
人
類
社
会
の
正
義

の
た
め
に
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
」
と
激
励
の
言
葉
を
贈

っ
た
。

南
千
里
国
際
プ
ラ
ザ
で
３
月
19

日
、
留
学
生
別
科
秋
学
期
修
了
式

が
行
わ
れ
た
。

秋
学
期
修
了
生
19
人
に
対
し
て
、

吉
田
栄
司
副
学
長
（
国
際
推
進
担

当
）
・
国
際
部
長
か
ら
修
了
証
書
と

激
励
の
式
辞
が
贈
ら
れ
た
。
修
了
生

は
、
大
学
・
大
学
院
進
学
な
ど
の
道

を
歩
む
こ
と
に
な
る
。

３
月
23
日
、
第
２
学
舎
Ｂ
Ｉ
Ｇ

ホ
ー
ル
１
０
０
で
読
売
テ
レ
ビ
の
報

道
番
組
「
ウ
ェ
ー
ク
ア
ッ
プ
！
ぷ
ら

す
」
の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催

さ
れ
た
。

辛
坊
治
郎
メ
イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー
と

虎
谷
温
子
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
総
合
司

会
を
務
め
、「
未
来
！
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ

蓄
電
が
日
本
を
救
う
！？
」
を
テ
ー
マ

に
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

石
川
正
司
化
学
生
命
工
学
部
教
授

を
は
じ
め
、
茂
木
敏
充
経
済
産
業
大

臣
、
カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン
日
産
自
動

車
社
長
兼
最
高
経
営
責
任
者
に
よ
る

基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
。
蓄
電
池
の

研
究
に
携
わ
る
石
川
教
授
は
、
共
同

平
成
24
年
度
学
部
卒
業
式
が
、
３

月
19
日
に
千
里
山
中
央
体
育
館
で
挙

行
さ
れ
、
５
９
３
１
人
の
新
学
士
が

誕
生
、
思
い
出
の
学
園
を
後
に
実
社

会
に
巣
立
っ
て
い
っ
た
。

式
は
、
午
前
10
時
か
ら
法
・
商
・

政
策
創
造
・
シ
ス
テ
ム
理
工
・
環
境

都
市
・
化
学
生
命
・
工
学
部
と
、
午

後
２
時
か
ら
文
・
経
済
・
社
会
・
外

国
語
・
総
合
情
報
学
部
の
２
回
に
分

け
て
行
わ
れ
、
ま
ず
４
年
間
歌
い
な

じ
ん
だ
学
歌
を
斉
唱
の
後
、
各
学
部

ご
と
に
起
立
し
、
総
代
に
卒
業
証

書
・
学
位
記
が
楠
見
晴
重
学
長
か
ら

授
与
さ
れ
た
。

式
辞
で
楠
見
学
長
は
、「
こ
の
４

留
学
生
別
科
秋
季
修
了
式

19
人
が
大
学
・
大
学
院
へ

年
間
で
最
も
大
き
な
出
来
事
は
、
東

日
本
大
震
災
に
よ
る
地
震
、
津
波
被

害
と
、
福
島
第
一
原
発
の
事
故
だ
っ

た
。
被
災
者
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
支
援
活

動
を
継
続
す
る
よ
う
、
改
め
て
決
意

し
て
い
る
。
こ
の
未
曽
有
の
災
害
は
、

私
た
ち
の
考
え
方
の
変
革
を
迫
っ
た

出
来
事
だ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
様
々
な
課

題
に
取
り
組
み
、
解
決
法
を
見
出

す
、
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
開

発
す
る
、
社
会
を
新
し
い
仕
組
み
に

組
み
替
え
て
い
く
、
そ
し
て
こ
の
よ

う
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
全
て
が
充
実
し
た

人
生
を
約
束
す
る
、
そ
う
い
う
時
代

で
も
あ
る
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
シ
ェ

ー
ル
ガ
ス
、
オ
イ
ル
の
生
産
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
、
経
済
、
国
際
関
係
等

に
大
き
く
影
響
を
与
え
る
と
い
わ
れ

て
お
り
、
国
境
を
超
え
た
経
済
活
動

が
当
た
り
前
の
今
、
テ
ロ
や
戦
争
の

な
い
世
界
を
ど
う
構
築
す
る
か
も
大

き
な
課
題
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
社

会
は
、
地
球
規
模
で
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

一
方
、
私
た
ち
一
人
一
人
の
存
在

は
誠
に
小
さ
な
も
の
に
見
え
ま
す
。

そ
ん
な
時
に
は
関
西
大
学
の
校
章
を

思
い
起
こ
し
て
く
だ
さ
い
。
小
さ
な

私
た
ち
で
も
、
大
き
な
知
性
と
無
限

5
9
3
1
人
の
新
学
士
が
巣
立
つ

平
成
24
年
度
学
部
卒
業
式
を
挙
行

大
学
院
卒
業
式
・

学
位
記
授
与
式
を
挙
行

ウ
ェ
ー
ク
ア
ッ
プ
！
ぷ
ら
す

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
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「
職
業
選
択
と
自
己
実
現
―
自
分
の

キ
ャ
リ
ア
を
デ
ザ
イ
ン
し
よ
う
―
」
と

の
テ
ー
マ
で
特
別
講
演
を
行
い
、
多

く
の
学
生
た
ち
が
熱
心
に
聴
講
し
た
。

な
お
、
４
月
19
日
に
は
同
様
の
趣

旨
で
香
川
県
、
徳
島
県
と
協
定
書
の

調
印
式
が
行
わ
れ
た
。

人
間
健
康
学
部
と
信
州
大
学
大
学

院
医
学
系
研
究
科
は
、
教
育
・
研
究

活
動
に
関
し
て
互
い
に
連
携
協
力

し
、
相
互
作
用
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
医

科
学
分
野
の
発
展
を
目
的
に
、
学
術

連
携
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
で
合
意

に
達
し
、
３
月
25
日
に
協
定
書
の
調

印
式
を
行
っ
た
。

人
間
健
康
学
部
で
は
、「
こ
こ
ろ
」

「
か
ら
だ
」「
く
ら
し
」
を
総
合
的
に
と

ら
え
、
人
間
の
幸
福
を
実
現
す
る
た

め
の
健
康
に
関
わ
る
諸
問
題
の
解
決

手
法
を
探
究
し
て
い
る
。
そ
の
一
環

と
し
て
、
堺
市
と
の
地
域
連
携
事
業

に
お
い
て
も
、
堺
市
内
の
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
世
代
を
対
象

に
し
た
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い

る
。一

方
、
信
州
大
学
大
学
院
医
学

系
研
究
科
で
は
、
同
研
究
科
の
能
勢

教
授
が
、
速
歩
き
と
ゆ
っ
く
り
歩
き

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
誘
致
」

の
署
名
簿
４
７
７
０
人
分
を
、
楠
見

晴
重
学
長
か
ら
猪
瀬
都
知
事
に
手
渡

し
た
。

関
西
大
学
で
は
、
２
０
２
０
年
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東

京
誘
致
に
以
前
か
ら
協
賛
し
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
１
月
26
日
開
催
の
校

友
会
臨
時
代
議
員
会
や
各
地
支
部
総

会
な
ど
で
、
伊
丹
支
部
な
ど
を
中
心

に
署
名
活
動
を
展
開
。
２
月
末
に
は

約
１
万
６
５
０
０
人
の
署
名
簿
を
東

京
都
ス
ポ
ー
ツ
振
興
局
誘
致
推
進
部

宛
に
送
付
し
て
い
た
。

猪
瀬
都
知
事
の
来
学
が
決
ま
っ
た

た
め
、
そ
の
後
の
署
名
活
動
に
も
熱

が
入
り
、
４
７
７
０
人
分
が
集
ま
っ

た
。
贈
呈
式
は
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
開
始
前
に
第
２
学
舎
で
行

わ
れ
、
楠
見
学
長
ほ
か
、
池
内
啓
三

理
事
長
、
田
中
義
昭
校
友
会
副
会

長
（
伊
丹
支
部
監
事
）、
杉
本
啓
次

伊
丹
支
部
副
支
部
長
（
ロ
ン
ド
ン
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
柔
道
78
kg
超
級
銀
メ
ダ

リ
ス
ト
・
杉
本
美
香
選
手
の
父
親
）

が
出
席
し
た
。

猪
瀬
都
知
事
は
、
突
然
の
こ
と
で

大
変
驚
か
れ
、
何
度
も
署
名
簿
を
繰

っ
て
は
、「
本
日
、
こ
ん
な
に
多
く
の

方
々
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
誘
致
の
署
名

簿
を
い
た
だ
け
る
な
ん
て
思
っ
て
い

な
か
っ
た
。
感
激
す
る
と
と
も
に
、

深
く
感
謝
し
ま
す
」
と
心
か
ら
の
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
、
早
速
、
自
身
の

ツ
イ
ッ
タ
ー
に
あ
げ
て
い
た
。

研
究
グ
ル
ー
プ
が
開
発
し
た
安
全
性

が
高
く
、
数
分
で
高
速
充
電
が
可
能

な
大
容
量
の
蓄
電
素
材
を
紹
介
し
、

「
蓄
電
技
術
で
世
界
を
リ
ー
ド
し
た

い
」
と
話
し
た
。

ま
た
、
石
川
教
授
、
猪
瀬
直
樹
東

京
都
知
事
、
タ
レ
ン
ト
の
八
田
亜
矢

子
氏
、
岩
田
公
雄
読
売
テ
レ
ビ
特
別

解
説
委
員
ら
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、
約
１
２
０

０
人
の
聴
講
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
た
。

３
月
23
日
に
第
２
学
舎
Ｂ
Ｉ
Ｇ
ホ

ー
ル
１
０
０
で
「
ウ
ェ
ー
ク
ア
ッ

プ
！
ぷ
ら
す
」
の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
催
さ
れ
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
の
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
猪
瀬

直
樹
東
京
都
知
事
が
来
学
さ
れ
た
機

会
を
と
ら
え
、
当
日
、
校
友
か
ら
集

め
た
「
２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
誘
致

署
名
簿
を
猪
瀬
都
知
事
に

信
州
大
学
大
学
院
と

人
間
健
康
学
部
が
協
定

関
大
と
し
て
初
の
「
就
職
支
援
に
関
す
る
協
定
」

広
島
県
・
香
川
県
・
徳
島
県
の
3
自
治
体
と
締
結

関
西
大
学
と
広
島
県
は
、
地
域
経

済
を
支
え
る
人
材
の
育
成
・
確
保
に

向
け
て
、
大
学
と
自
治
体
が
相
互
に

連
携
・
協
力
し
て
学
生
の
就
職
活
動

を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
就
職
の
促
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
関
西
大
学
と
し
て
は
初
め

て
と
な
る
「
就
職
支
援
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
す
る
こ
と
で
合
意
に
達

し
、
４
月
16
日
に
大
学
で
調
印
式
を

行
っ
た
。

近
年
、
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
を
希
望
す

る
学
生
が
増
加
傾
向
に
あ
る
一
方
、

地
方
の
企
業
は
優
秀
な
人
材
の
確
保

が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
地
方
自
治

体
が
組
織
的
に
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職

を
支
援
す
る
動
き
が
活
発
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

大
学
と
各
自
治
体
間
で
連
携
協
定
を

締
結
し
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
を
促

進
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
、
こ
の

た
び
の
調
印
と
な
っ
た
。

調
印
式
終
了
後
、
協
定
締
結
を
記

念
し
て
湯

英
彦
広
島
県
知
事
が
、

を
繰
り
返
す
健
康
法
で
あ
る
「
イ
ン

タ
ー
バ
ル
速
歩
」
を
考
案
し
、
長
野

県
松
本
市
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
「
松
本
市
熟
年
体
育
大
学
」

事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
現
在
、
中

高
年
世
代
を
中
心
に
体
力
と
健
康
の

保
持
・
増
進
を
目
的
と
し
た
活
動
を

展
開
し
て
い
る
。

こ
の
度
、
互
い
に
連
携
協
力
し
、

相
互
作
用
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学

分
野
の
発
展
を
目
的
と
し
て
、
学
術

連
携
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
に
な
っ

た
も
の
。
人
間
健
康
学
部
で
は
、
こ

の
学
術
連
携
協
定
の
も
と
、
堺
キ
ャ

ン
パ
ス
で
実
施
す
る
地
域
連
携
事
業

に
お
い
て
、
新
た
な
健
康
増
進
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
提
供
を
目
指
し
て
い
く
。

第
29
回
織
田
作
之
助
賞
（
大
阪

市
、
大
阪
文
学
振
興
会
、
関
西
大

学
、
毎
日
新
聞
社
主
催
）
の
贈
呈
式

が
、
３
月
６
日
に
大
阪
市
中
央
区
の

第
29
回
織
田
作
之
助
賞

理
事
長
が
青
春
賞
等
贈
呈
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校
友
・
河
内
國
平
刀
匠
の
作
刀
展

博
物
館
で
6
月
3
日
か
ら
開
催

博
物
館
で
は
、
６
月
３
日
か
ら

７
月
20
日
ま
で
平
成
25
年
度
企
画

展
「
名
刀
に
か
け
る

刀
匠
河
内

國
平
作
刀
展
」
を
開
催
す
る
。

本
学
出
身
の
河
内
國
平
刀
匠

（
昭
41
学
法
）
は
、
奈
良
県
吉
野
郡

東
吉
野
村
に
鍛
刀
伝
習
所
を
構
え
、

奈
良
県
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者

な
ら
び
に
無
鑑
査
認
定
者
の
一
人

と
し
て
、
剛
直
か
つ
端
正
な
作
品

は
、
各
界
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て

い
る
。

本
学
在
学
当
時
か
ら
末
永
雅
雄

教
授
に
師
事
し
、
鍛
刀
の
道
に
入

っ
て
か
ら
は
、
人
間
国
宝
宮
入
昭

平
氏
か
ら
「
相
州

伝
」
を
、
人
間
国

宝
隅
谷
正
峯
氏
か

ら
「
備
前
伝
」
を

取
得
し
た
。「
相
州
伝
」「
備
前
伝
」

と
も
に
鍛
え
ら
れ
る
刀
匠
は
河
内
氏

だ
け
と
い
う
。

ま
た
、
鍛
刀
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、

日
本
の
刀
剣
文
化
の
研
究
に
も
力
を

注
ぎ
、
国
宝
七
支
刀
や
藤
ノ
木
古
墳

出
土
刀
剣
の
復
元
委
員
を
務
め
、
刀

匠
の
立
場
か
ら
古
刀
剣
に
関
す
る
新

説
を
提
言
し
た
。

今
回
の
企
画
展
で
は
、
河
内
國
平

刀
匠
の
鍛
刀
の
精
華
を
展
示
す
る
と

と
も
に
、
七
支
刀
や
藤
ノ
木
古
墳
出

土
刀
剣
な
ど
古
刀
剣
復
元
研
究
の
成

果
を
紹
介
し
、
あ
わ
せ
て
日
本
刀
剣

文
化
の
推
移
も
展
示
・
説
明
す
る
。

ま
た
、
会
期
中
に
は
、
エ
ッ
セ
イ
ス

ト
・
阿
川
佐
和
子
さ
ん
や
漫
画

家
・
日
笠
優
さ
ん
と
の
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
も
予
定
し
て
い
る
（
阿
川

氏
・
６
月
30
日
、
日
笠
氏
・
７
月

13
日
）。

問
い
合
わ
せ
は
関
西
大
学
博
物

館
ま
で
（
06
―
６
３
６
８
―
１
１

７
１
）。

一
教
授
▼
経
済
学
部
＝
大
塚
忠
教

授
▼
商
学
部
＝
明
神
信
夫
教
授
▼

社
会
学
部
＝
常
木
暎
生
教
授
▼
政

策
創
造
学
部
＝
眞
鍋
俊
二
教
授
▼

外
国
語
学
部
＝
杉
谷
眞
佐
子
教
授

▼
社
会
安
全
学
部
＝
河
田
惠
昭
教

授
▼
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
＝
鈴
木

直
教
授
▼
環
境
都
市
工
学
部
＝
豊

福
俊
英
教
授
、
冬
木
正
彦
教
授
▼

法
務
研
究
科
＝
芝
池
義
一
教
授
。

（
４
月
１
日
付
、
敬
称
略
）

﹇
昇
　
任
﹈

〔
法
学
部
〕
▼
教
授
　
池
田
慎
太

郎
、
河
村
厚
、
西
平
等
、
吉
田
直

弘
▼
准
教
授
　
金
　
玲
、
水
野
吉

章
〔
文
学
部
〕
▼
教
授
　
石
井
康

博
、

橋
美
帆
〔
経
済
学
部
〕
▼

教
授
　
小
林
創
、
坂
根
宏
一
、
壽

里
竜
、
土
居
潤
子
〔
商
学
部
〕
▼

准
教
授
　
岡
照
二
、

井
啓
二
、

宮

慧
〔
社
会
学
部
〕
▼
准
教
授

大
門
信
也
〔
政
策
創
造
学
部
〕
▼

教
授
　
宮
下
真
一
〔
外
国
語
学

部
〕
▼
教
授
　
柏
木
貴
久
子
、
名

部
井
敏
代
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ジ

ョ
ン
・
バ
ー
ク
〔
シ
ス
テ
ム
理
工

学
部
〕
▼
准
教
授
　
清
水
智
弘
、

鈴
木
昌
人
、
高
橋
可
昌
、
古
城
直

道
、
山
口
聡
一
朗
〔
環
境
都
市
工

学
部
〕
▼
教
授
　
尹
禮
分
▼
准
教

授
　
井
ノ
口
弘
昭
〔
化
学
生
命
工

学
部
〕
▼
教
授
　
荒
地
良
典
、
大

洞
康
嗣
、
川

英
也
、
河
原
秀

久
、
坂
口
聡
、
春
名
匠
▼
准
教
授

梅
田
塁
、
山
縣
雅
紀
〔
国
際
部
〕

関
西
大
学
で
は
、
名
誉
教
授
規

程
に
基
づ
き
４
月
１
日
付
で
15
人

の
先
生
に
「
関
西
大
学
名
誉
教

授
」
の
称
号
を
授
与
し
、
３
月
22

日
に
１
０
０
周
年
記
念
会
館
で
授

与
式
を
行
っ
た
。（
敬
称
略
）

▼
法
学
部
＝
岡
徹
教
授
、
千
藤

洋
三
教
授
▼
文
学
部
＝
河
田
悌
一

教
授
、
日
下
恒
夫
教
授
、
高
橋
誠

▼
教
授
　
澤
山
利
広

﹇
新
　
任
﹈（
カ
ッ
コ
内
は
専
門
）

〔
文
学
部
〕
▼
准
教
授
　
酒
井
真

道
（
宗
教
学
、
イ
ン
ド
哲
学
・
仏

教
学
）
▼
助
教
　
森
勇
太
（
日
本

語
史
、
歴
史
語
用
論
）〔
経
済
学

部
〕
▼
准
教
授
　
杉
本
佳
亮
（
マ

ク
ロ
経
済
学
、
経
済
成
長
論
）

〔
商
学
部
〕
▼
教
授
　
横
山
恵
子

（
ベ
ン
チ
ャ
ー
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ

ジ
ネ
ス
）
▼
准
教
授
　
馬
場
英
朗

（
公
会
計
・
非
営
利
会
計
）〔
社
会

学
部
〕
▼
教
授
　
宇
城
輝
人
（
現

代
社
会
論
、
労
働
の
知
識
社
会

学
、
社
会
思
想
史
）、
山
本
高
史

（
広
告
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
、
言
葉
）

▼
助
教
　
赤
枝
尚
樹
（
都
市
社
会

学
、
計
量
社
会
学
）〔
政
策
創
造

学
部
〕
▼
准
教
授
　
山
中
友
理

（
刑
法
、
刑
事
政
策
、
医
事
刑
法
）

〔
外
国
語
学
部
〕
▼
教
授
　
今
井

裕
之
（
英
語
教
育
学
）
▼
助
教

小
田
桐
奈
美
（
社
会
言
語
学
＝
中

央
ア
ジ
ア
の
言
語
政
策
）〔
総
合
情

報
学
部
〕
▼
教
授
　
伊
佐
田
文
彦

（
経
営
戦
略
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦

略
、
国
際
経
営
）
、
桑
門
秀
典

（
暗
号
理
論
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
）、
伊
達
悦
朗
（
数
理
物
理
学
、

可
積
分
系
）〔
シ
ス
テ
ム
理
工
学

部
〕
▼
准
教
授
　
山
田
啓
介
（
振

動
工
学
）
▼
助
教
　
佐
藤
伸
吾

（
半
導
体
デ
バ
イ
ス
物
理
学
）、
田

原
樹
（
ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
、
光
工

学
）、
山

和
俊
（
数
理
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
、
保
険
数
理
）〔
環
境
都
市

工
学
部
〕
▼
教
授
　
兼
清
泰
明

（
応
用
確
率
論
、
信
頼
性
・
リ
ス

関
大
人
事

15
人
の
先
生
に

名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与

綿
業
会
館
で
開
か
れ
た
。

こ
の
賞
は
新
鋭
・
気
鋭
の
小
説
に

贈
ら
れ
る
も
の
で
、
主
催
者
を
代
表

し
て
池
内
啓
三
理
事
長
か
ら
織
田
作

之
助
青
春
賞
・
同
賞
佳
作
受
賞
者

に
賞
状
と
副
賞
が
贈
呈
さ
れ
た
。

今
回
の
受
賞
者
・
受
賞
作
品
は
、

織
田
作
之
助
賞
＝
い
し
い
し
ん
じ

『
あ
る
一
日
』、
同
青
春
賞
＝
滝
口
浩

平
『
ふ
た
り
だ
け
の
記
憶
』、
同
青
春

賞
佳
作
＝
未
来
谷
今
芥
『
ア
イ
ラ
ン

ド
２
０
１
２
』。
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リ
シ
リ
ー
ズ
・
フ
ァ
イ
ナ
ル
で
日
本

男
子
初
の
優
勝
を
果
た
し
た

橋
大

輔
選
手
（
Ｍ
文
２
）
や
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｕ
第

８
回
世
界
空
手
道
選
手
権
大
会
優

勝
の
清
水
希
容
選
手
（
文
１
）
な
ど

国
際
大
会
で
活
躍
し
た
16
人
、
第
57

回
全
日
本
学
生
拳
法
選
手
権
大
会

女
子
の
部
優
勝
の
拳
法
部
、
第
８
回

日
本
学
生
選
抜
ラ
イ
フ
ル
射
撃
選
手

権
大
会
女
子
総
合
団
体
優
勝
の
射
撃

部
な
ど
４
団
体
、
第
13
回
全
日
本
大

学
対
抗
女
子
選
手
権
大
会
58
kg
級

優
勝
の
重
量
挙
部
山
本
優
子
選
手

（
文
４
）、
第
62
回
全
日
本
学
生
賞
典

障
害
飛
越
競
技
大
会
優
勝
の
馬
術
部

谷
脇
恭
平
選
手
（
政
策
４
）
な
ど
個

人
９
人
に
、
楠
見
学
長
か
ら
表
彰
状

と
メ
ダ
ル
が
、
寺
内
校
友
会
長
か
ら

副
賞
が
そ
れ
ぞ
れ
手
渡
さ
れ
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
覇
業
披
露
式
で

は
、
Ｎ
Ｒ
Ｗ
ト
ロ
フ
ィ
ー
２
０
１
２

女
子
シ
ン
グ
ル
５
位
の
ア
イ
ス
ス
ケ

ー
ト
部
村
元
小
月
選
手
（
文
４
）
な

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
の
東
君
ら
に
大
島
賞

校
友
会
は
寺
内
会
長
か
ら
副
賞
を
授
与

平
成
24
年
度
大
島
賞
授
与
式
と
体

育
会
覇
業
披
露
式
が
、
３
月
14
日
に

楠
見
学
長
、
池
内
理
事
長
、
寺
内
校

友
会
長
、
小
坂
体
育
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

会
長
ら
役
員
と
体
育
会
各
部
選
手
が

出
席
し
て
、
第
２
学
舎
の
Ｂ
Ｉ
Ｇ
ホ

ー
ル
１
０
０
で
行
わ
れ
た
。

大
島
賞
は
、
過
去
１
年
以
内
に
全

日
本
大
会
で
優
勝
、
ま
た
は
国
際
大

会
に
お
い
て
３
位
ま
で
に
入
賞
し
た

団
体
お
よ
び
個
人
に
授
与
し
、
覇
業

披
露
は
、
体
育
会
各
部
の
試
合
に
お

い
て
、
過
去
１
年
以
内
に
関
西
優
勝

以
上
の
戦
績
を
収
め
た
団
体
お
よ
び

個
人
を
、
学
長
が
表
彰
す
る
も
の
で
、

い
ず
れ
も
体
育
会
全
体
の
士
気
を
一

層
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

な
お
、
大
島
賞
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ま
で
顕
著
な
成
績
を
あ
げ
た
学

生
・
団
体
を
独
自
に
表
彰
し
て
き
た

校
友
会
も
平
成
21
年
度
か
ら
加
わ

り
、
受
賞
者
に
副
賞
を
授
与
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
充
実
が
図
ら
れ
た
。

授
与
式
で
は
、
本
学
の
現
役
学
生

と
し
て
76
年
ぶ
り
と
な
る
夏
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
種
目
へ
の
出
場

を
果
た
し
た
東
佳
弘
選
手
（
人
３
）

を
特
別
表
彰
し
、
Ｉ
Ｓ
Ｕ
グ
ラ
ン
プ

ど
国
際
大
会
８
位
入
賞
以
上
２
人
、

第
85
回
日
本
学
生
氷
上
競
技
選
手

権
大
会
ホ
ッ
ケ
ー
部
門
で
創
部
初
の

準
優
勝
を
果
た
し
た
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ

ー
部
な
ど
全
日
本
大
会
団
体
３
位
以

内
の
７
団
体
、
同
３
位
以
内
の
個
人

30
人
、
関
西
及
び
西
日
本
大
会
で
優

勝
の
団
体
５
団
体
、
同
個
人
21
人
に

表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

４
月
11
〜
14
日
に
東
京
・
国
立

代
々
木
競
技
場
第
一
体
育
館
で
開
催

さ
れ
た
世
界
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト

国
別
対
抗
戦
２
０
１
３
の
男
子
シ
ン

グ
ル
で
、
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
部
の

橋
大
輔
（
Ｍ
文
２
）
が
優
勝
を
果
た

し
た
。

ま
た
、

橋
選
手
が
キ
ャ
プ
テ
ン

を
務
め
た
日
本
チ
ー
ム
は
、
３
位
に

入
賞
し
た
。

３
月
８
〜
10
日
に
埼
玉
県
さ
い
た

ま
市
記
念
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ

た
第
33
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ウ
エ
イ

ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会
で
、

重
量
挙
部
の
柏
木
悠
里
（
人
２=

写

真
右
）
が
女
子
75
kg
級
、
今
永
桃
子

（
人
１
）
が
女
子
63
kg
級
で
、
そ
れ
ぞ

れ
優
勝
を
果
た
し
た
。

重
量
挙
部
女
子
の

柏
木
と
今
永
が
優
勝
飾
る

ク
解
析
）
▼
准
教
授
　
　
窪
田
諭

（
社
会
基
盤
情
報
学
、
地
理
情
報

シ
ス
テ
ム
）
▼
助
教
　
上
田
尚
史

（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学
）、
野
村
正

晴
（
近
代
建
築
史
、
都
市
史
、
建

築
意
匠
）〔
化
学
生
命
工
学
部
〕

▼
教
授
　
三
田
文
雄
（
高
分
子
設

計
創
生
学
）
▼
助
教
　
近
藤
亮
太

（
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
材
料
）〔
法
務

研
究
科
＝
法
科
大
学
院
〕
▼
教
授

大
仲
土
和
（
刑
法
、
刑
事
訴
訟

法
）
▼
准
教
授
　
尾
島
史
賢
（
民

事
法
実
務
、
倒
産
法
）

フ
ィ
ギ
ュ
ア
国
別
対
抗
戦

橋
大
輔
が
優
勝
飾
る
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準
硬
式
野
球
部
が
、
関
西
六
大
学

春
季
リ
ー
グ
戦
で
14
季
ぶ
り
の
リ
ー

グ
制
覇
を
成
し
遂
げ
た
。

３
月
21
日
の
開
幕
戦
で
同
志
社
大

と
対
戦
し
た
関
大
は
、
６
―
２
と
逆

転
で
白
星
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
第
２

戦
は
引
き
分
け
た
も
の
の
、
そ
の
後

の
、
神
戸
大
、
大
阪
大
、
立
命
大
戦

で
は
、
コ
ー
ル
ド
勝
ち
や
先
制
さ
れ

苦
し
い
戦
い
を
強
い
ら
れ
る
試
合
も

あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
２
勝
０
敗
で

相
手
を
下
し
、
最
終
戦
の
関
学
大
戦

を
待
た
ず
に
、
14
季
ぶ
り
の
リ
ー
グ

優
勝
を
決
め
た
。

な
お
、
関
学
大
戦
は
１
勝
１
敗
と

な
り
、
惜
し
く
も
完
全
優
勝
は
な
ら

な
か
っ
た
。

昭
和
53
年
か
ら
続
く
関
西
大
学
と

関
西
学
院
大
学
の
体
育
会
各
ク
ラ
ブ

「
策
伝
大
賞
」
は
、
笑
い
と
感
動

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
岐
阜
市
が
、

桂
三
枝
（
現
桂
文
枝
）
師
匠
の
提
案

を
受
け
て
同
市
出
身
の
落
語
の
祖
・

安
楽
庵
策
伝
か
ら
と
っ
て
、
平
成
16

年
か
ら
始
め
た
大
会
で
、
第
１
回
に

は
29
大
学
76
人
が
参
加
し
た
。

落
語
大
学
生
の
活
躍
も
目
覚
ま
し

く
、
こ
れ
ま
で
に
、
第
２
回
爪
田
家

風
凛
（
村
田
卓
優
）、
第
４
回
浪
漫

亭
不
良
雲
（
島
井
謙
太
郎
）、
第
６

回
浪
漫
亭
刃
矢
手
（
清
水
啓
記
）
が

策
伝
大
賞
を
受
賞
、
第
８
回
に
は
浪

漫
亭
芭
圧
（
沖
守
翔
）
が
準
優
勝
に

あ
た
る
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
し
て

い
る
。

ま
た
、
２
月
18
日
に
あ
べ
の
キ
ュ

ー
ズ
モ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
関
西
学

生
落
語
グ
ラ
ン
プ
リ
で
は
、
浪
漫
亭

鞍
弓
（
山
田
大
詞
＝
化
生
２
）
が
優

勝
し
た
。

文
化
会
27
団
体
の
学
生
が
力
を
集

結
さ
せ
、
日
頃
の
活
動
成
果
を
披
露

す
る
「
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０

１
３
」
が
、
４
月
12
日
〜
27
日
に
千

里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

春
の
大
学
を
盛
り
上
げ
る
イ
ベ
ン

ト
で
、
昭
和
60
年
か
ら
続
け
ら
れ
て

お
り
、
今
年
で
28
回
目
。
開
催
初
日

に
は
、
悠
久
の
庭
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
か
れ
、
催
し
の
成

功
を
祈
っ
て
恒
例
の
風
船
飛
ば
し
が

行
わ
れ
、
色
と
り
ど
り
の
風
船
が
大

空
に
放
た
れ
た
。

そ
の
後
、「
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
３
燃
え
よ
文
フ
ェ
ス
！
〜
芸

術
は
爆
発
だ
！
今
こ
そ
文
化
会
大
革

命
！
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
文
化
会
各

団
体
の
活
動
や
特
徴
を
１
分
〜
１
分

半
の
映
像
に
ま
と
め
、
そ
れ
を
全
団

体
分
繋
げ
て
放
映
す
る
統
一
企
画

「
文
化
会
Ｃ
Ｍ
」
や
、
ギ
タ
ー
ク
ラ

ブ
、
交
響
楽
団
、
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽

部
に
よ
る
「
関
大
文
化
会
の
調
べ
」、

吟
詩
部
、
茶
道
部
、
能
楽
部
、
邦
楽

部
、
落
語
大
学
に
よ
る
「
和
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
合
同
企
画
、

作
品
や
活
動
成
果
の
発
表
な
ど
単
独

企
画
が
、
悠
久
の
庭
、
Ｋ
Ｕ
シ
ン
フ

ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
、
凛
風
館
１
階
な
ど

で
行
わ
れ
、
多
く
の
学
生
が
楽
し
ん

だ
。４

月
15
〜
21
日
に
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

で
開
催
さ
れ
た
ボ
ク
シ
ン
グ
の
ア
ジ

ア
・
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
で
、
北

陽
高
校
１
年
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ス
在
籍

の
岩
井
尚
斗
（
48
kg
・
Ｌ
Ｆ
級
）、

丸
田
陽
七
太
（
52
kg
・
Ｌ
Ｂ
級
）

が
、
そ
れ
ぞ
れ
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
。

〔
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
写
真
は
「
関
大
ス
ポ

ー
ツ
」
提
供
〕

文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

多
彩
な
企
画
で
成
果
発
表

北
陽
高
の
岩
井
と
丸
田

ア
ジ
ア
jr
選
手
権
で
銅

準
硬
式
野
球
部
が
快
挙
！

14
季
ぶ
り
の
リ
ー
グ
制
覇

学
生
落
語
選
手
権
「
策
伝
大
賞
」

花
の
家
な
ご
み
が
女
性
初
の
受
賞

第
36
回
総
合
関
関
戦
は

6
月
13
〜
15
日
関
学
で

学
生
の
落
語
家
日
本
一
を
決
め
る

第
10
回
全
日
本
学
生
落
語
選
手
権

「
策
伝
大
賞
」
が
、
２
月
23
〜
24
日

に
岐
阜
県
長
良
川
国
際
会
議
場
で
開

催
さ
れ
、
全
国
55
大
学
・
大
学
院
か

ら
２
８
０
人
が
出
場
し
た
。

前
日
の
予
選
か
ら
８
人
が
決
勝
に

進
出
、
中
で
、「
堪
忍
袋
」
を
演
じ

た
文
化
会
落
語
大
学
の
花
の
家
な
ご

み
（
今
井
智
子
＝
社
３
）
が
、
日
本

一
の
策
伝
大
賞
を
受
賞
し
た
。
女
性

落
語
家
が
大
賞
に
選
ば
れ
た
の
は
、

大
会
史
上
初
め
て
の
こ
と
。

の
対
抗
戦
「
総
合
関
関
戦
」
は
、
今

年
第
36
回
を
迎
え
る
が
、
６
月
13
日

（
木
）か
ら
15
日
（
土
）
の
３
日
間
、
関

西
学
院
大
学
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
を

メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
る
。
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関西大学財務局資金課ホームページは、平成25年4月にリニューアルいたしました。募金のお申込み、奨
学金の受給学生の感謝のメッセージや、ご寄付いただいた皆様の応援メッセージ、寄付金や事業の報告を行っ
ております。
本学の各募金制度の趣旨にご賛同いただき、ご理解とご支援を心よりお願い申し上げます。

関西大学へのご寄付は、個人・法人を問わず税制上の優遇措置を受けることができます。

１ 所得税の寄付金控除
「所得控除」と「税額控除」のいずれかを選択していただくことができます。給与収入額や所得控除額
などにより有利な控除方式は異なりますが、通常は「税額控除」を選択していただくと還付税額が多
くなり、寄付者にとって有利になります。
なお、詳細につきましては、確定申告時に所轄税務署にお問い合わせいただき、有利な控除方式を選
択していただくことになります。

２ 個人住民税の寄付金税額控除
地方公共団体の条例指定を受けた学校法人に寄付をした場合、住民税の寄付金税額控除の適用を受
けることができます。
【関西大学を条例指定している地方公共団体：吹田市】
※ご寄付をいただいた年の翌年1月1日現在の住所地の都道府県・市区町村の条例指定が必要となります。

１ 特定公益増進法人に対する寄付金
寄付金の一定の限度額まで損金に算入できます。

２ 受配者指定寄付金
寄付金の全額を損金に算入できます。

法人からのご寄付につきましては、お申込みの際に、上記1か2を選択していただく必要があります。
詳しくは資金課までお問い合わせください。

本冊子とともにKANDAI古本募金の申込書を同封しております。読み終えた書籍、本棚に収まりきらなく
なった書籍、不要な書籍等がございましたら、KANDAI古本募金にお申込みいただき、ご協力賜わりますよう
よろしくお願い申し上げます。

税法上のメリット

個
人
の
場
合

法
人
の
場
合
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関西大学寄付金の新たな取組みについて
「募金ご協力のお願い」

関西大学の校友の皆様には、日頃から本学の募金活動に対し、ご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
さて、本学では、中長期計画に基づく積極的な先行投資を行っておりますが、長期的に安定した経営を行ってい

くためには、財政基盤の安定と強化が不可欠であります。経費の削減や事業の選択と集中を図るなど、出来る限り
の自助努力をいたしておりますが、財政面における皆様の一層のご支援をお願いしなければなりません。
そこで、平成25年度より、恒常的募金である「学の実化促進募金」と「考動する関大人育成募金」を中心に、寄付

者のご意向に沿って募金ができ、様々な方法で入金ができる制度を以下のとおり整えました。

学の実化促進募金
◆教育研究促進募金
教育研究をはじめとする諸活動や施設設備を、さらに充実させるための募金

◆第一高等学校・中学校創立100周年記念事業募金
創立100周年を記念し、プールの建て替えや校舎のリニューアルのための募金

◆北陽高等学校・中学校体育館建設事業募金
体育館兼講堂の建設及びグラウンド整備事業のための募金

◆KANDAI古本募金
教育・研究に必要な書籍購入のための募金（古本の売却費用が大学に寄付されます。）

考動する関大人育成募金
◆給付奨学金等募金
いろいろな可能性をもつ学生を経済的にサポートするための募金

◆理工系学部生・大学院生研究支援基金募金
理工系学部生の学びをサポートするための募金

◆スポーツサポート募金
体育会・単独パートを応援するための募金（応援したいクラブを指定できます。）

◆文化会・学術研究会サポート募金
文化会・学術研究会等を応援するための募金（応援したいクラブを指定できます。）

使途を指定した寄付
寄付者のご意向に沿った目的のために供することができる募金　　

遺贈・相続財産による寄付
遺贈によるご寄付と、相続財産によるご寄付の制度をご用意しています。

募金種別

書面またはWEBでお申込みいただくことができます。

申込方法

金融機関窓口だけでなく、ＷＥＢでお申込みいただいた方は①クレジットカード（JCB、VISA、MAS-
TER、AMERICAN EXPRESS、Diners Club）②インターネットバンキング、③銀行ATM、④コンビ
ニエンスストア端末による決済でお振込みをしていただくことができます。

振込方法

ご寄付いただきました皆様への感謝の気持ちとしまして、記念品を送付させていただいております。また、
寄付金の累計額に応じて顕彰制度をご用意しております。

顕彰制度
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初
参
加
の
伊
丹
支
部
が

古
本
市
と
五
輪
誘
致
署
名

総
合
図
書
館
前
か
ら
並
ぶ
テ
ン

ト
ブ
ー
ス
。
色
と
り
ど
り
の
風
船
で

参
加
者
を
迎
え
る
お
馴
染
み
の
吹

田
支
部
・
吹
田
市
行
政
相
談
の
テ

ン
ト
か
ら
、
３
年
連
続
参
加
の
淡

路
支
部
、
阿
倍
野
支
部
・
葦
文
会

と
合
同
参
加
の
住
吉
支
部
、
西
淀

川
支
部
、
女
子
秀
麗
会
、
初
の
参

加
で
古
本
市
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東

京
誘
致
の
署
名
活
動
を
行
っ
た
伊

丹
支
部
、
尼
崎
支
部
と
並
ん
だ
。

各
テ
ン
ト
と
も
特
産
品
や
会
員

持
ち
寄
り
の
品
物
を
格
安
で
販
売

し
た
り
、
会
員
同
士
の
交
流
を
図

る
た
め
コ
ー
ヒ
ー
や
飲
物
を
振
る

舞
っ
た
り
と
、
例
年
ど
お
り
の
賑

わ
い
を
見
せ
て
い
た
。

向
か
い
合
っ
て
第
２
学
舎
２
号

館
横
に
は
、
早
く
か
ら
準
備
を
始

め
、
開
場
の
10
時
に
は
つ
き
た
て

の
き
な
粉
餅
が
配
ら
れ
る
一
高
同

窓
会
の
テ
ン
ト
。
雨
を
避
け
て
臼

を
テ
ン
ト
内
に
移
し
た
ほ
か
は
例

年
ど
お
り
。
相
変
わ
ら
ず
の
人
気

だ
が
、
少
し
肌
寒
い
た
め
か
「
ぜ

ん
ざ
い
コ
ー
ナ
ー
」
に
は
人
の
列

が
で
き
て
い
た
。

ま
た
、
総
合
図
書
館
前
の
校
友

会
受
付
テ
ン
ト
横
で
は
、
10
時
20

分
か
ら
応
援
団
に
よ
る
歓
迎
演

舞
・
演
奏
が
行
わ
れ
た
が
、
終
了

後
、
同
場
所
で
正
副
会
長
に
よ
る

菰
樽
の
鏡
開
き
が
行
わ
れ
、
樽
酒

が
参
加
者
に
振
る
舞
わ
れ
た
。

凛
風
館
１
階
で
は
野
点
と

俳
句
、
寄
席
の
会
場
設
営

例
年
、
悠
久
の
庭
に
設
け
ら
れ

る
野
点
会
場
と
俳
句
コ
ー
ナ
ー
。

今
年
は
、
万
全
を
期
し
、
凛
風
館

１
階
に
設
営
さ
れ
、
「
さ
く
ら
寄

席
」
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
。

「
や
は
り
、
広
い
屋
外
で
お
も

て
な
し
し
た
か
っ
た
で
す
ね
。
残
念

で
す
が
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
」
と
、

床
几
の
配
置
を
あ
れ
こ
れ
考
え
る

現
役
茶
道
部
員
。
そ
れ
で
も
開
始

早
々
か
ら
多
く
の
参
加
者
が
訪
れ
、

お
点
前
で
も
て
な
す
部
員
た
ち
は

忙
し
そ
う
に
接
待
し
て
い
た
。

「
春
の
俳
句
大
賞
」
を
募
集
し

た
隣
の
「
俳
句
コ
ー
ナ
ー
」
に
は
、

野
点
を
楽
し
ん
だ
家
族
連
れ
の
人

や
、
落
語
大
学
学
生
に
よ
る
「
さ

く
ら
寄
席
」
を
楽
し
ん
だ
人
も
揃

っ
て
句
作
に
励
ん
で
い
た
。

1
3
0
周
年
に
向
け

母
校
に
声
援
を
！

午
後
１
時
、
第
２
学
舎
Ｂ
Ｉ
Ｇ

ホ
ー
ル
１
０
０
で
、
歓
迎
セ
レ
モ

ニ
ー
が
始
ま
っ
た
。
屋
内
で
行
わ

れ
る
の
は
７
年
ぶ
り
の
こ
と
。

ま
ず
寺
内
会
長
が
主
催
者
挨

拶
。
寺
内
会
長
は
「
こ
の
１
月
に

校
友
会
長
に
再
任
さ
れ
た
。
改
め

て
４
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た

い
。
前
の
４
年
間
は
天
候
に
恵
ま

れ
一
度
も
な
か
っ
た
が
、
今
年
は

天
候
不
順
の
た
め
こ
の
会
場
で
の

ご
挨
拶
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
予

報
で
は
春
の
嵐
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
桜
は
残
り
、
多
く
の
校

友
・
家
族
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

催
し
も
開
催
で
き
た
。
皆
さ
ん
の

母
校
へ
の
思
い
が
通
じ
た
の
だ
と

思
う
。
創
立
１
３
０
周
年
に
向
け

て
、
今
後
何
が
あ
る
か
わ
か
ら
な

い
が
、
皆
さ
ん
の
強
い
思
い
と
絆

が
あ
れ
ば
大
丈
夫
だ
と
感
じ
て
い

る
」
と
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
た
。

池
内
啓
三
理
事
長
は
、「
諸
問

題
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

目
前
の
課
題
と
し
て
３
つ
の
こ
と

が
あ
る
。
一
つ
は
、
２
０
１
０
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
完
遂
で
、
成

果
は
こ
れ
か
ら
。
き
ち
っ
と
や
り
遂

「
2
0
1
3
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
、
創
立
1
2
7
周
年
を
迎
え
る
今
年
も
大
学
の
全
面
的
な
協

力
を
得
て
、
4
月
7
日
の
日
曜
日
に
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

今
年
は
、
桜
の
開
花
が
早
く
、
1
日
の
入
学
式
の
時
に
は
既
に
満
開
。
加
え
て
ニ
ュ
ー
ス
で
は
「
6
日
、
7
日

の
土
・
日
は
日
本
列
島
を
春
の
嵐
が
襲
う
」
と
連
日
報
道
さ
れ
、
参
加
予
定
の
校
友
か
ら
は
「
開
催
す
る
の
か
」

と
の
問
い
合
わ
せ
も
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

ど
っ
こ
い
、
当
日
は
、
母
校
の
桜
は
落
花
盛
ん
な
が
ら
も
観
賞
に
堪
え
る
程
度
に
は
咲
き
残
っ
て
お
り
、
天
候

も
時
折
に
わ
か
雨
が
降
っ
た
も
の
の
、
ほ
ぼ
曇
り
空
。
万
全
を
期
し
、
野
点
と
俳
句
コ
ー
ナ
ー
は
凛
風
館
1
階
で
、

歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
は
Ｂ
Ｉ
Ｇ
ホ
ー
ル
1
0
0
で
の
開
催
と
な
っ
た
が
、
総
合
図
書
館
前
か
ら
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト

に
並
ぶ
テ
ン
ト
ブ
ー
ス
は
、
今
年
も
大
盛
況
だ
っ
た
。

こ
の
日
、
母
校
を
訪
れ
た
校
友
と
そ
の
家
族
は
、
絶
好
の
花
見
日
和
と
な
っ
た
昨
年
を
大
き
く
下
回
っ
た
も
の

の
、
関
東
、
北
陸
、
東
海
、
中
国
、
四
国
、
九
州
と
い
っ
た
遠
隔
地
も
含
め
て
約
3
0
0
0
人
。
教
室
等
で
総

会
や
懇
親
会
、
現
役
Ｏ
Ｂ
交
流
会
な
ど
を
開
催
し
た
団
体
は
70
団
体
を
超
え
た
。
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げ
て
い
き
た
い
。
二
つ
目
は
、
長

期
行
動
計
画
の
見
直
し
で
、
今
後

５
年
間
の
計
画
内
容
、
遂
行
体
制

を
確
立
す
る
。
三
つ
目
は
、
１
３

０
周
年
記
念
事
業
の
概
要
を
ま
と

め
、
秋
に
は
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し

た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

楠
見
晴
重
学
長
は
「
桜
が
満
開

の
入
学
式
で
、
新
入
生
に
は
校
章

の
話
を
し
た
。
大
學
の
文
字
を
葦

の
葉
が
囲
む
関
西
大
学
の
校
章
は
、

大
阪
を
代
表
す
る
、
日
本
を
代
表

す
る
大
学
で
あ
る
こ
と
を
現
し
、

知
性
を
表
し
て
い
る
。
41
万
の
校

友
が
強
い
絆
を
持
っ
て
、
こ
の
校

章
の
下
に
集
ま
り
、
巣
立
っ
て
い

っ
た
と
話
し
た
。
皆
さ
ん
も
改
め

て
校
章
の
持
つ
意
味
を
考
え
て
ほ

し
い
」
と
述
べ
た
。

挨
拶
の
後
は
、
学
生
ダ
ン
ス
サ

ー
ク
ル
・
漢
舞
と
応
援
団
リ
ー
ダ

ー
部
・
バ
ト
ン
チ
ア
リ
ー
ダ
ー

部
・
吹
奏
楽
部
の
演
舞
・
演
奏
を

楽
し
み
、
逍
遙
歌
を
声
高
ら
か
に

合
唱
し
て
ひ
と
と
き
学
生
時
代
に

か
え
り
、
明
日
の
活
力
を
養
っ
た
。

「
見
え
る
学
び
を街へ

」
で
は

河
原
教
授
の

研
究
成
果
を
発
表

大
学
の
協
力
で
総
合
図
書
館
、

博
物
館
、
年
史
資
料
展
示
室
な
ど

各
施
設
も
開
放
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

に
特
別
企
画
展
を
開
催
。
参
加
者

は
、
貴
重
な
資
料
の
展
示
や
大
学

の
歴
史
を
示
す
資
料
を
熱
心
に
見

て
回
っ
て
い
た
。

ま
た
、
凛
風
館
２
階
生
協
食
堂

の
入
口
の
一
角
で
は
、
河
原
秀
久

化
学
生
命
工
学
部
教
授
の
協
力
を

得
て
、
昨
年
に
続
き
「
見
え
る
学

び
を
街
へ
」
を
開
催
。
河
原
先
生

が
研
究
を
進
め
て
い
る
「
不
凍
タ

ン
パ
ク
質
」
が
実
用
化
さ
れ
た
成

果
を
紹
介
し
た
。
会
場
で
は
、
展

示
パ
ネ
ル
に
よ
っ
て
学
生
ら
が
研

究
成
果
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、

応
用
さ
れ
て
い
る
商
品
の
展
示
や

試
食
も
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち

は
試
食
品
を
口
に
運
び
な
が
ら
、

説
明
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

前
日
か
ら
「
爆
弾
低
気
圧
に
要
注
意
」
と
メ
デ
ィ
ア
が

呼
び
か
け
る
空
模
様
。
ど
う
な
る
こ
と
か
と
心
配
し
て
い
ま

し
た
が
、
時
折
小
雨
が
パ
ラ
つ
く
程
度
に
治
ま
り
ま
し
た
。

今
年
は
凛
風
館
1
階
に
て
開
催
。
屋
内
で
の
実
施
は
久
し

ぶ
り
で
す
。

で
は
今
回
も
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
ち
な
ん
だ
句
や
味
の
あ
る

句
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

4
月
と
言
え
ば
入
学
の
季
節
。

「
こ
の
春
、
孫
が
関
大
に
」と
い
う
2

家
族
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

古
谷
さ
ん
は
、
お
孫
さ
ん
の
一
人
、

斎
藤
愛
唯
さ
ん
が
今
年
関
大
一
中
に

合
格
。
一
緒
に
投
句
し
た
6
歳
の
ゆ

づ
ち
ゃ
ん
も
将
来
は
関
大
へ
？

関
大
の

雲
に
と
け
こ
む

桜
花

古
谷
弘
明
（
39
学
経
）

だ
い
す
き
な

じ
い
じ
と
い
っ
し
ょ

さ
く
ら
み
ち

な
か
い
ゆ
づ
（
6
歳
）

橋
田
直
樹
さ
ん
は
難
関
の
社
会
安
全
学
部
に
合
格
。
お

じ
い
ち
ゃ
ん
は
29
年
商
学
部
卒
の
北
本
喜
一
さ
ん
。
毎
年

投
句
さ
れ
て
い
ま
す
。

桜
咲
く

孫
が
咲
か
せ
た

母
校
に
て

北
本
喜
一
（
29
学
商
）

今
年
か
ら

祖
父
と
並
ん
で

ス
プ
リ
ン
グ

橋
田
直
樹
（
平
25
入
学
・
社
会
安
全
学
部
）

ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
合
わ
せ
て
、
同
窓
会
や

部
会
、
懇
親
会
を
開
く
皆
さ
ん
が
着
実
に
増
え
て
い
ま
す
。

文
屋
圭
子
さ
ん
は
埼
玉
か
ら
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

友
の
待
つ

行
く
手
を
は
ば
む

春
嵐

文
屋
圭
子
（
50
学
文
）

校
友
の

集
い
し
千
里
　
山
笑
う

岡
本
俊
彦
（
37
学
法
）

散
る
花
も

舞
う
花
も
あ
る

同
窓
会

岸
村
良
子
（
50
学
文
）

春
色
に

装
い
母
校
で

待
ち
合
わ
せ

三
木
允
子
（
42
学
文
）

俳
句
コ
ー
ナ
ー
に
立
ち
寄
る
皆
さ
ん
に
、
近
況
な
ど
を

伺
う
の
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
。
大
阪
狭
山
支
部
と
女
子
秀

麗
会
に
所
属
の
遍
照
裕
子
さ

ん
は
、
支
援
学
級
の
先
生
に

な
っ
て
20
年
。
多
忙
な
中
、

自
閉
症
児
支
援
の
一
環
で
あ

る
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ナ
ー

の
資
格
取
得
の
勉
強
中
。
母

校
で
ホ
ッ
と
一
息
で
す
。

春
風
に

心
誘
わ
れ

関
大
へ遍

照
裕
子
（
54
学
文
）

そ
の
他
の
力
作
も
ご
紹
介
し
ま
す
。

雨
あ
ら
し

つ
い
て
母
校
の
桜
か
な

竹
内
一
也
（
49
学
経
）

花
冷
え
ど

心
は
か
よ
う

千
里
の
地

小
宮
久
雄
（
53
学
社
）

見
上
ぐ
れ
ば

ふ
り
そ
そ
ぎ
来
る

桜
色

穐
山
常
男
（
50
学
法
）

（
広
報
部
　
西
野
京
子
）

な
お
、
今
年
の
「
春
の
俳
句
大
賞
」
入
選
作
品
は
、
審

査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
決
定
し
た
。

〈
大
　
賞
〉

学
び
舎
を

忘
れ
得
ず
し
て

桜
か
な

中
尾
恭
夫
（
29
学
商
　
栗
東
市
）

〈
優
秀
賞
〉

桜
見
て

学
生
時
代
を

思
い
出
す

坊
之
本
輝
彦
（
平
10
学
経
　
川
西
市
）

（
亡
き
友
を
偲
び
て
）

彼
岸
よ
り

見
え
る
か
母
校
に

咲
く
桜

田
中
義
昭
（
43
学
文
　
伊
丹
市
）

〈
佳
　
作
〉

花
に
嵐
　
わ
が
還
暦
の

門
出
か
な

我
那
覇
　
保
（
50
学
文
）

関
大
の

雲
に
と
け
こ
む

桜
花

古
谷
弘
明
（
39
学
経
　
大
阪
市
）

肩
く
み
て

学
歌
に
酔
い
し

花
に
よ
い

城
　
洸
造
（
44
学
商
　
守
口
市
）

〈
特
別
賞
〉

だ
い
す
き
な

じ
い
じ
と
い
っ
し
ょ

さ
く
ら
み
ち

な
か
い
ゆ
づ
（
6
歳
　
大
阪
市
）

俳
句
コ
ー
ナ
ー
か
ら

久
し
ぶ
り
に
「
屋
内
で
一
句
」

古谷さんご家族

遍照裕子さん
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校
友
、
家
族
、
友
人
、
知
人
合
わ

せ
て
30
人
が
集
ま
り
、
今
年
で
３
回

目
の
参
加
と
な
っ
た
。

テ
ン
ト
ブ
ー
ス
で
は
、
淡
路
島
の

Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
。
１
つ
は
、
観
光

地
（
う
ず
潮
ク
ル
ー
ズ
、
淡
路
人
形

浄
瑠
璃
等
）
の
紹
介
。
も
う
１
つ

は
、
淡
路
島
名
産
品
（
玉
ね
ぎ
、
レ

タ
ス
、
い
か
な
ご
の
く
ぎ
煮
、
ち
り

め
ん
、
わ
か
め
、
あ
さ
り
の
佃
煮
等
）

の
店
頭
販
売
。
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
ゆ
め

る
ん
」
そ
し
て
女
性
、
若
者
パ
ワ
ー

で
見
事
完
売
し
た
。

わ
が
支
部
の
今
回
の
合
言
葉
は
、

①
参
加
者
相
互
の
交
流
、
②
淡
路
島

の
Ｐ
Ｒ
、
③
地
域
・
関
大
へ
の
貢
献

と
し
た
。
地
元
の
観
光
協
会
や
商
工

会
そ
し
て
高
校
等
と
の
交
流
も
少
し

ず
つ
浸
透
し
て
き
て
、「
淡
路
島
に
関

大
あ
り
！
」
の
う
ね
り
が
始
ま
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。

帰
り
の
バ
ス
で
は
、「
来
年
も
会
い

ま
し
ょ
う
」
と
の
声
も
挙
が
り
、
心

地
よ
い
疲
れ
と
と
も
に
散
会
と
な
っ

た
。

（
副
幹
事
長
　
佐
渡
達
史
）

第
２
学
舎
Ｂ
３
０
６
教
室
で
、
役

員
27
人
に
よ
り
拡
大
役
員
会
を
開

催
。
議
案
で
あ
る
24
年
度
事
業
計

画
・
会
計
報
告
並
び
に
25
年
度
事
業

計
画
・
予
算
案
等
に
つ
い
て
熱
心
に

討
議
し
、
滞
り
な
く
承
認
さ
れ
た
。

途
中
、
寺
内
会
長
よ
り
激
励
の
ご

挨
拶
も
頂
い
た
。

会
議
終
了
後
、
水
口
名
誉
支
部

長
の
発
声
に
よ
り
乾
杯
し
、
お
弁
当

を
つ
つ
き
な
が
ら
、
み
ん
な
と
談
笑

し
和
や
か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

そ
の
後
、
総
合
図
書
館
前
に
て
「
散

り
染
め
」
の
桜
を
バ
ッ
ク
に
記
念
撮

影
を
し
て
か
ら
、
Ｂ
Ｉ
Ｇ
ホ
ー
ル
１

０
０
で
の
恒
例
の
応
援
団
・
チ
ア
リ

ー
ダ
ー
に
よ
る
演
舞
・
演
奏
を
観
賞

し
、
ひ
と
と
き
学
生
時
代
に
か
え
り

明
日
へ
の
活
力
を
養
っ
た
。

終
了
後
、
学
内
を
散
策
し
な
が
ら

学
舎
を
後
に
し
、
近
く
の
居
酒
屋
に

て
恒
例
の
懇
親
会
を
行
っ
た
。
今
年

は
現
役
学
生
の
参
加
も
あ
っ
て
、
例

年
以
上
に
盛
り
上
が
り
、
和
気
藹
藹

の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
、
更
に
支
部

の
結
束
を
固
い
も
の
に
し
た
。

最
後
に
比
留
田
幹
事
に
よ
り
「
一

本
締
め
」
で
お
開
き
に
し
、
家
路
に

つ
い
た
。

（
副
支
部
長
　
仲
西
　
忠
）

今
回
、
伊
丹
支
部
は
初
め
て
ス
プ

リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し

た
。古

本
市
を
開
催
し
、
一
角
に
２
０

２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
招
致

の
署
名
活
動
も
行
っ
た
。

み
な
さ
ま
校
友
の
熱
き
思
い
に
よ

っ
て
約
１
７
０
人
の
署
名
を
頂
い

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
幹
事
長
　
備
藤
晋
二
）

今
年
も
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
協
賛
し
て
、
役
員
を
中
心
に

家
族
同
伴
で
参
加
を
呼
び
か
け
た
。

桜
の
花
は
満
開
も
過
ぎ
、
花
吹
雪
が

見
ら
れ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
毎
年
参

加
の
顔
ぶ
れ
が
多
い
中
、
初
め
て
参

加
の
先
輩
や
、
家
族
三
代
で
参
加
さ

れ
た
者
も
あ
り
、
第
２
学
舎
Ｂ
２
０

６
教
室
は
13
人
で
和
気
あ
い
あ
い
。

出
席
予
定
し
て
い
な
が
ら
健
康
の
理

由
で
急
遽
欠
席
し
た
者
が
３
人
も
。

生
協
に
事
前
予
約
し
た
幕
の
内
弁
当

と
お
茶
で
懇
親
会
の
ス
タ
ー
ト
。
家

族
の
こ
と
や
地
域
、
校
友
会
の
話
題

で
盛
り
上
が
る
。

今
年
の
事
業
予
定
を
確
認
し
た

後
、
記
念
写
真
、
生
憎
の
天
気
で
あ

っ
た
の
で
、
Ｂ
Ｉ
Ｇ
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
た
セ
レ
モ
ニ
ー
に
全
員
直
行
。

ま
た
来
年
も
来
る
こ
と
を
約
束
し
て

散
会
し
た
。

（
幹
事
長
　
横
畠
正
秀
）

吹
田
支
部
名
物
の
『
い
か
な
ご
の

く
ぎ
煮
』『
丸
干
し
い
わ
し
』、
そ
し

て
協
賛
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
企
業

や
各
人
が
持
ち
寄
っ
た
品
物
と
、
買

い
求
め
る
お
客
様
が
ズ
ラ
リ
と
並
ぶ

中
、「
枡
酒
い
か
が
で
す
か
！
」
と
威

勢
の
良
い
声
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
枡
酒

販
売
を
行
い
、
校
章
を
あ
し
ら
っ
た

枡
に
、
校
章
の
ラ
ベ
ル
が
つ
い
た
清

酒
「
千
里
桜
」
を
注
ぎ
、
学
内
の
桜

を
見
な
が
ら
七
輪
で
軽
く
炙
っ
た
丸

干
し
い
わ
し
を
か
じ
る
と
い
う
、
ま

さ
に
関
大
づ
く
し
を
提
供
す
る
出
店

と
な
り
、
奥
谷
支
部
長
は
じ
め
シ
ニ

ア
会
員
も
テ
ン
ト
に
お
越
し
い
た
だ

「
島
に
関
大
あ
り
！
」

―
淡
路
支
部

27
人
で
拡
大
役
員
会

―
川
西
支
部

初
参
加
で
古
本
市
開
催

―
伊
丹
支
部

今
年
も

家
族
同
伴
で
参
加

―
豊
中
支
部

『
関
大
づ
く
し
』で

大
盛
況
！

―
吹
田
支
部
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き
、
た
い
へ
ん
盛
り
上
が
っ
た
。

ま
た
、
地
元
の
吹
田
く
わ
い
を
使

っ
た
焼
酎
『
芽
吹
』
の
Ｐ
Ｒ
・
販
売

も
行
い
好
評
で
あ
っ
た
。

来
年
も
出
店
予
定
で
す
の
で
、
参

加
希
望
の
方
は
、
Ｈ
Ｐ
（h

ttp
://

w
w
w
2.kandai-koyukai.com

/al/

su
ita/

）、
ま
た
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ

ー
ジ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
下
さ

い
。

（
会
計
　
小
川
将
史
）

毎
年
恒
例
の
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
特
設
テ
ン
ト
を
、
今
年
は

更
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
。
支
部
会
員
の

井
上
校
友
の
協
力
に
よ
り
「
ば
っ
か

け
う
ど
ん
」
を
中
心
に
、
こ
の
日
参

集
さ
れ
た
校
友
の
方
々
に
提
供
さ
せ

て
頂
い
た
。

原
価
を
大
幅
に
下
回
る
価
格
設
定

は
例
年
通
り
。
長
谷
部
副
支
部
長
、

西
山
幹
事
長
を
中
心
に
早
朝
よ
り
設

営
、
用
意
し
た
食
材
は
全
て
完
売
し

た
。多

く
の
校
友
の
方
々
の
笑
顔
に
溢

れ
た
会
場
と
、
協
力
出
来
た
喜
び
に

充
実
の
１
日
だ
っ
た
。

（
副
幹
事
長
河
野
賢
治
）

手
配
し
て
頂
い
た
教
室
で
、
吉
村

支
部
長
を
中
心
に
和
や
か
に
政
治
談

議
や
経
済
談
議
等
を
し
、
ま
た
、
７

月
30
日
（
火
）
に
納
涼
歌
声
喫
茶
を

開
催
す
る
等
の
打
ち
合
わ
せ
を
し
な

が
ら
生
協
さ
ん
に
お
願
い
し
た
弁
当

を
美
味
し
く
頂
い
た
。

そ
の
後
、
１
時
か
ら
の
歓
迎
セ
レ

モ
ニ
ー
会
場
に
移
動
し
て
校
友
会

長
、
理
事
長
、
学
長
さ
ん
の
挨
拶
を

拝
聴
し
、
応
援
団
や
チ
ア
リ
ー
ダ
ー

諸
氏
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
演
舞
を
楽

し
く
拝
見
し
た
後
、
自
然
散
会
と
な

っ
た
。

（
幹
事
長
　
花
岡
　
宏
）

前
日
か
ら
の
悪
天
候
に
も
か
か
わ

ら
ず
10
時
に
は
、
会
員
並
び
に
家
族

14
人
が
法
文
学
舎
１
号
館
５
Ｆ
Ａ
５

０
１
号
教
室
に
集
合
し
た
。
昨
年
と

比
べ
て
参
加
者
数
は
少
な
か
っ
た
が
、

迫
支
部
長
（
40
商
）
よ
り
開
会
挨
拶

の
あ
と
、
楽
し
い
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
に

入
っ
た
。

ビ
ン
ゴ
に
な
っ
て
も
、
迫
支
部
長

の
お
か
し
な
ク
イ
ズ
に
ク
リ
ア
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
み
な
さ
ん
真
剣
に

答
え
賞
品
を
ゲ
ッ
ト
、
そ
の
あ
と
自

己
紹
介
を
し
て
も
ら
っ
た
。

次
に
、
重
里
正
信
さ
ん
（
54
法
）

に
よ
る
、
ち
び
っ
子
・
パ
パ
・
マ
マ

な
ど
に
よ
る
歌
合
戦
で
、
み
ん
な
で

一
緒
に
「
歌
を
メ
イ
ン
に
し
て
遊
び

ま
し
ょ
」
が
始
ま
っ
た
。

舞
い
散
る
桜
と
校
友
と

―
西
淀
川
支
部

歌
を
メ
イ
ン
に

遊
び
ま
し
ょ

―
鶴
見
支
部

和
や
か
な
談
議
と
昼
食

―
西
成
支
部

住吉・阿倍野・葦文会のブースを通りかかったら、炭火で何やら焼いている。なにか
な？とよく見たらなんと「子ブタ！」
早速、小林洋司住吉支部長（39学）や野村建治前支部長（52学工）にお聞きした。
支部としては初めての企画にチャレンジ、この子ブタは1頭2万円、肉屋さんに注文

して1週間じっくりと自然解凍してもらったものだ。
モーターでぐるぐるとまわる炭焼き装置は野村さんのお手製。
工学部卒なのでお手のものだというが、よくできている。
現役学生の天野さん（化学生命3）が根気よく絶え間なく、ぐるぐるまわる子ブタにハケでバター塗り。
見ていた女性が「何時間ほど焼くのですか？食べられますか？」と興味深そうに質問、「じっくりと10時間ほど焼き、食べら

れるけど、そんなにおいしくはない」そうだ。他には、住吉さんのどら焼き100パックを販売。
住吉支部は、春には近江八幡の水郷めぐり、夏は海鮮バーベキューやビアガーデン、秋は大阪中央市場でバーベキュー、冬は

篠山でぼたん鍋、と楽しそうな企画が目白押し。小林支部長や役員の方々の支部を盛り上げようという、並々ならぬ熱意が伝
わってきた。
あの子ブタ、皆さんのお腹に収まったのだろうか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （広報部　三木允子）

これって本物？ぐるぐる回る子豚
住吉支部は1年通じて企画が満載
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た
お
で
ん
が
大
人
気
。
テ
ン
ト
の
下

で
食
べ
る
に
は
ビ
ー
ル
に
合
い
超
美

味
い
。
ど
ら
焼
き
は
住
吉
大
社
の
ご

利
益
が
あ
る
と
き
て
、
１
時
間
半
で

１
０
０
箱
完
売
。
お
買
い
上
げ
の

方
々
に
は
、
無
病
息
災
だ
け
で
な
く
、

宝
く
じ
が
当
た
る
等
思
い
も
よ
ら
ぬ

事
が
…
今
年
も
間
違
い
な
く
素
晴
ら

し
い
一
年
と
な
る
で
し
ょ
う
。

（
友
成
純
子
）

総
会
に
は
、
約
60
人
の
会
員
が
出

席
し
た
。
今
年
度
は
役
員
改
選
期
に

あ
た
り
、
西
村
嘉
郎
会
長
が
再
選
さ

れ
、
新
役
員
体
制
で
の
新
し
い
ス
タ

ー
ト
を
切
る
こ
と
と
な
っ
た
。

議
事
で
は
、
社
会
学
部
メ
デ
ィ
ア

専
攻
と
の
共
催
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
は
じ
め
、
前
回
好
評
で
あ
っ
た

キ
ャ
リ
ア
相
談
会
を
開
催
す
る
こ
と

や
、
東
京
で
の
会
員
拡
充
の
活
動
方

針
が
決
定
さ
れ
た
。
後
半
の
講
演
で

は
、
体
育
会
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
部
を
常
勝
軍
団
に
導
い
た
板
井

征
人
監
督
か
ら
、
学
生
の
指
導
と
チ

ー
ム
育
成
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ

い
た
。

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
池
内
理

事
長
、
楠
見
学
長
、
寺
内
校
友
会
長

を
は
じ
め
、
多
数
の
ご
来
賓
の
ご
出

席
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
化
学
生

命
工
学
部
の
河
原
教
授
が
開
発
し
た

不
凍
タ
ン
パ
ク
質
を
用
い
た
食
品
試

食
会
が
カ
ネ
カ
様
の
協
力
に
よ
り
開

か
れ
、
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
会
合

と
な
っ
た
。

ま
た
、
懇
親
会
へ
参
加
し
た
学
生

は
、「
現
役
の
マ
ス
コ
ミ
業
界
の
方
と

接
す
る
機
会
が
あ
る
こ
と
は
と
て
も

あ
り
が
た
く
、
校
友
と
い
う
結
束
の

大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
い
つ
の

日
か
同
じ
よ
う
に
こ
こ
に
戻
っ
て
く

る
日
を
夢
み
て
頑
張
り
ま
す
」
と
感

想
を
述
べ
て
い
た
。
（
大
学
広
報
課
）

新
役
員
と

活
動
方
針
を
決
定

―
マ
ス
コ
ミ
人
会

始
動
準
備
大
会
を
開
催

―
行
政
書
士
秀
麗
会

最
初
は
か
わ
い
い
ち
び
っ
子
（
５

歳
）
の
「
こ
い
の
ぼ
り
」
の
歌
に
始

ま
り
、
次
か
ら
次
へ
と
熱
唱
。
近
藤

善
重
審
査
委
員
長
（
40
文
）
か
ら

「
プ
ロ
な
み
の
美
声
、
演
技
で
大
変

素
晴
ら
し
い
」
と
絶
賛
も
い
た
だ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
素
晴
ら
し
い
賞
品
を
手
に

に
っ
こ
り
だ
っ
た
。

歌
っ
て
、
笑
っ
て
お
腹
が
す
い
た

と
こ
ろ
で
、
一
緒
に
昼
食
タ
イ
ム
。

そ
の
後
、
来
年
の
再
会
を
か
た
く
約

束
し
て
、
楽
し
く
散
会
と
な
り
、
各

自
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
会
場
の
ビ
ッ
グ
ホ

ー
ル
へ
向
か
っ
た
。

（
幹
事
長
　
南
畑
吉
是
・
47
工
）

今
年
も
懇
親
会
と
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ

ー
を
開
催
し
た
。

当
日
は
、
前
日
か
ら
の
大
雨
が
嘘

の
よ
う
に
や
ん
で
、
千
里
山
キ
ャ
ン

パ
ス
で
は
桜
も
散
り
始
め
て
は
い
た

が
、
充
分
に
鑑
賞
で
き
る
状
態
だ
っ

た
。午

前
11
時
半
か
ら
、
第
２
学
舎
教

室
で
28
人
が
参
加
し
て
家
族
懇
親
会

及
び
お
弁
当
の
昼
食
の
後
、
毎
年
お

馴
染
み
の
斉
城
一
座
に
よ
る
マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ
、
皿
回
し
等

本
格
的
な
マ
ジ
ッ
ク
が
次
々
に
披
露

さ
れ
、
種
明
か
し
と
手
品
道
具
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
そ
し
て
冗
談
に
、
一
同

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
参
加
者
で

記
念
撮
影
後
、
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
の

行
わ
れ
る
Ｂ
Ｉ
Ｇ
ホ
ー
ル
１
０
０
に

移
動
し
、
和
気
藹
々
と
し
た
一
日
を

過
ご
し
た
。

（
広
報
　
岡
田
恭
典
）

阿
倍
野
支
部
・
葦
文
会
と
仲
良
し

テ
ン
ト
で
交
流
を
深
め
た
。
支
部
参

加
人
数
は
15
人
。
昭
和
21
年
卒
92
歳

に
な
ら
れ
る
、
見
た
目
は
60
代
の
原

田
大
先
輩
か
ら
20
代
の
若
者
た
ち
ま

で
。
こ
の
層
の
厚
さ
に
脱
帽
で
し

ょ
？今

年
の
出
し
物
は
、
住
吉
さ
ん
の

ど
ら
焼
き
に
加
え
、
野
村
校
友
の
ア

イ
デ
ア
と
行
動
力
で
子
豚
の
丸
焼
き

の
実
演
！
道
行
く
人
々
か
ら
は
「
わ

〜
す
ご
〜
い
！
」
と
。
抜
群
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
！
し
か
し
、
予
想
以
上

に
焼
き
時
間
が
か
か
り
、
多
く
の
校

友
に
振
舞
え
な
く
て
残
念
だ
っ
た
。

が
、
こ
れ
ま
た
野
村
校
友
が
作
っ

懇
親
会
とマ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

―
大
阪
中
央
支
部

ど
ら
焼
き
＆

子
豚
の
丸
焼
き

―
住
吉
支
部

ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

開
催
と
合
わ
せ
て
始
動
準
備
大
会
を

開
催
し
た
。
行
政
書
士
秀
麗
会
は
、

近
年
そ
の
活
動
が
停
滞
気
味
で
あ
っ

た
が
、
こ
の
度
有
志
が
集
い
、
活
動

を
再
開
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

当
日
は
、
第
１
学
舎
に
関
大
出
身

の
行
政
書
士
が
６
人
集
ま
り
、
再
開

始
動
の
主
旨
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
７
月
を
目
途
に
始
動
大
会
を
開

催
し
、
そ
れ
ま
で
の
間
の
発
起
人
代

表
を
大
薮
佳
己
校
友
（
54
法
・
大
阪
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府
行
政
書
士
会
副
会
長
）
と
す
る
こ

と
を
確
認
し
た
。
今
後
は
始
動
大
会

に
向
け
て
会
員
募
集
を
積
極
的
に
行

う
つ
も
り
で
あ
る
。（

奥
田
聡
・
平
13
法
）

恒
例
の
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
36
人
の
会
員
の

参
加
が
あ
っ
た
。
毎
年
、
関
西
大
学

の
教
授
を
お
招
き
し
、
講
演
会
を
開

催
し
て
い
る
が
、
今
年
は
「
日
本
笑

い
学
会
」
の
会
長
で
も
あ
る
人
間
健

康
学
部
の
森
下
伸
也
教
授
に
お
越
し

い
た
だ
い
た
。

「
笑
い
」
が
ユ
ー
モ
ア
療
法
と
し

て
、
癌
、
膠
原
病
、
糖
尿
病
、
リ
ュ

ウ
マ
チ
な
ど
の
病
気
の
改
善
に
役
立

っ
て
き
た
歴
史
を
、
１
時
間
15
分
お

話
い
た
だ
い
た
。

森
下
教
授
の
朗
ら
か
な
お
人
柄
か

ら
、
会
場
は
始
終
「
笑
い
」
に
包
ま

れ
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
免
疫
力
は
大

い
に
高
ま
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

集
合
写
真
も
ご
覧
の
と
お
り
皆
さ
ん

満
面
の
笑
顔
で
撮
る
こ
と
が
で
き
た
。

森
下
教
授
、
楽
し
い
ご
講
演
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
　

（
高
田
綾
子
）

懇
親
会
は
、
大
門
前
会
長
に
よ
る

開
会
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
新
会
員
の

紹
介
、
23
年
度
合
格
者
３
人
に
よ
る

自
己
紹
介
と
今
後
の
抱
負
が
述
べ
ら

れ
た
。
ま
た
、
今
年
３
月
に
大
学
院

を
卒
業
さ
れ
た
会
員
か
ら
、
楽
し
い

思
い
出
と
大
学
院
で
の
勉
学
の
意
義

が
述
べ
ら
れ
た
。

和
洋
中
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
、
ビ
ー

ル
、
ワ
イ
ン
な
ど
を
味
わ
い
な
が
ら

参
加
者
は
再
会
を
喜
び
つ
つ
、
近
況

報
告
や
抱
負
な
ど
を
語
ら
い
、
最
後

に
牧
江
副
会
長
が
、
政
権
交
代
後
の

社
労
士
業
の
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て

述
べ
ら
れ
、
懇
親
会
は
閉
会
と
な
っ

た
。

（
由
利
俊
之
）

病
気
の
改
善
に

役
立
つ
「
笑
い
」

―
社
会
保
険
労
務
士
関
大
会

第
２
学
舎
Ｃ
２
０
１
教
室
で
総
会

を
開
催
し
た
。

週
末
の
段
階
で
は
、
12
人
の
出
席

回
答
を
得
て
い
た
が
、
低
気
圧
の
近

畿
襲
来
が
確
実
と
の
予
報
が
現
実
化

す
る
に
従
っ
て
、
一
挙
に
４
人
が
欠

席
に
変
わ
る
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト

と
、
当
日
欠
席
も
含
め
、
期
待
に
反

し
て
５
人
の
参
加
に
止
ま
っ
た
。

総
会
と
あ
っ
て
、
出
席
者
を
交
え

本
部
か
ら
、
寺
内
会
長
の
同
席
を
い

た
だ
き
記
念
撮
影
を
行
っ
た
。

総
会
で
の
経
過
は
、
会
長
と
し
て

東
浦
君
が
就
任
以
来
、
継
続
を
希
求

し
て
い
る
「
わ
が
撩
爛
会
の
在
り
方
」

を
テ
ー
マ
に
意
見
を
交
換
し
、
継
続

開
催
の
位
置
付
け
に
、
方
向
づ
け
を

固
め
た
。

珍
し
く
速
水
俊
彦
君
の
参
加
は
、

大
き
な
戦
力
と
な
り
、
前
向
き
な
取

り
組
み
を
再
確
認
し
て
、
今
後
の
運

営
に
臨
む
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た
。

（
上
田
卓
二
）

会
旗
の
下
、

年
次
総
会
開
く

―
予
科
撩
爛
会
総
会

今はなき学術研究会のラテンアメリカ研究部。ＯＢ会幹事
が、昨年に続きスプリングフェスティバルに参加の後、梅田
での懇親会を呼びかけたところ、ブラジル・サンパウロ市から
一時帰国中の鈴木雅夫さん（昭50学社会）も久し振りにキ
ャンパスを訪れ、その変貌ぶりに驚いていた。
鈴木さんは、昭和48年に１年間休学して日本学生海外移

住連盟第14次南米派遣団員として、邦字新聞のサンパウロ新聞社で実習。卒業後、同社東京支社に
入社。支社長を務めて本社に移り、編集局長を経て現在は代表取締役社長。
「サンパウロ新聞は、ブラジル日系社会の中で、オピニオンリーダーとして様々な役割を果たしてき

ました。反面、言い方を変えますと日系一世・二世に育てられた新聞です。日本でもそうですが、若
者の活字離れもあり、経営は厳しいですね」とのこと。
まさに、人生の出発点となった母校で、青春を振り返り、明日の活力を養っていただく一日となっ

ただろうと思う。

（編集子）

ブラジル・サンパウロ市から出席
人生の出発点となった母校で活力を

第
一
新
生
会
は
、
春
の
集
い
を
呼

び
か
け
た
。
平
成
22
年
５
月
に
卒
業

60
周
年
記
念
総
会
を
、
大
阪
新
阪
急

ホ
テ
ル
で
開
催
。

今
後
の
集
ま
り
は
、
春
と
秋
に
旧

交
を
暖
め
よ
う
と
の
申
し
合
わ
せ
に

伴
う
行
事
で
あ
る
。
幸
い
９
人
が
参

集
し
、
交
歓
を
深
め
た
。

記
念
誌
手
許
に

学
友
を
追
憶

―
第
一
新
生
会
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ス
プ
リ
ン
グ
へ
の
参
加
は
、
昭
和

61
年
の
春
に
第
１
回
が
開
催
さ
れ

て
、
初
参
加
し
て
以
来
、
連
続
28
回

と
記
録
を
更
新
中
の
我
が
「
第
一
新

生
会
」
で
あ
る
。

今
回
特
筆
す
べ
き
は
、
13
年
前
に

出
版
の
「
卒
業
50
周
年
記
念
誌
」
が

出
席
者
各
位
に
配
布
さ
れ
た
こ
と
で

あ
る
。

「
ひ
と
こ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
に
綴

ら
れ
た
学
友
の
面
影
を
追
憶
し
つ
つ
、

懇
親
を
深
め
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
感

慨
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。（

藤
井
昭
三
）

二
七
年
会
の
集
い
は
、
第
２
学
舎

２
階
Ｃ
２
０
５
教
室
で
開
催
し
た
。

恒
例
の
「
家
族
懇
親
会
」
の
タ
イ

ト
ル
に
相
応
し
く
、
５
家
族
の
同
伴

と
女
子
同
窓
の
参
加
も
あ
っ
て
、
総

員
22
人
が
参
加
し
た
。
ま
さ
に
フ
ァ

ミ
リ
ー
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
、
且
つ
所

狭
し
の
雰
囲
気
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

出
揃
っ
た
同
時
点
に
寺
内
会
長
の
訪

問
を
受
け
、
同
席
の
記
念
撮
影
と
な

っ
た
。

今
年
の
黙
祷
で
は
、
宮
道
伊
佐

美
・
中
野
馨
・
米
良
慶
数
の
３
君
を

追
悼
し
、
畑
下
会
長
か
ら
は
、
昨
年

５
月
に
卒
業
60
周
年
記
念
総
会
後
の

会
務
を
報
告
。
副
会
長
に
は
芝
田
精

二
君
を
補
選
。
今
後
も
、
秋
季
に
継

続
し
て
定
例
総
会
を
開
く
と
の
構
想

を
披
露
し
て
賛
同
を
得
た
。

女
性
の
ご
支
援
で
、
弁
当
も
素
早

く
配
膳
さ
れ
、
橋
本
達
彦
君
に
乾
杯

の
労
を
願
い
、
会
食
に
入
り
、
出
席

者
の
全
員
紹
介
の
後
、
政
局
談
議
・

地
価
変
動
の
解
説
と
、
持
ち
時
間
を

フ
ル
活
用
し
て
の
交
歓
を
重
ね
た
。

再
会
を
約
し
て
の
「
万
歳
」
は
、

進
藤
俊
孝
君
。
逍
遙
歌
は
和
田
祐
吉

君
が
指
揮
を
と
り
、
気
勢
を
挙
げ
て
、

Ｂ
Ｉ
Ｇ
ホ
ー
ル
１
０
０
へ
と
移
動
し

た
。

（
中
野
英
満
）

25
年
度
の
商
学
部
長
砂
ゼ
ミ
長
友

会
（
高
井
憲
司
会
長
）
総
会
は
、
恩

師
長
砂
實
名
誉
教
授
を
お
招
き
し
て

例
年
通
り
４
月
７
日
の
ス
プ
リ
ン
グ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
合
わ
せ
て
１
０

０
周
年
記
念
会
館
・
サ
ロ
ン
桃
源
で

開
催
さ
れ
た
。

今
回
は
、
長
砂
先
生
が
今
年
80
歳

を
迎
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
本
総

会
を
傘
寿
祝
賀
会
と
し
た
の
で
、
参

加
者
数
も
過
去
最
高
の
18
人
と
な

り
、
中
に
は
久
し
ぶ
り
の
女
性
会
員

や
徳
島
県
か
ら
駆
け
つ
け
て
く
れ
た

会
員
の
姿
も
。

長
砂
先
生
に
よ
る
祝
賀
会
記
念
講

5
家
族
同
伴
で
懇
親
会

―
二
七
年
会

演
か
ら
会
が
始
ま
り
、
先
生
へ
の
記

念
品
贈
呈
の
後
乾
杯
。
長
寿
の
秘
訣

を
尋
ね
る
と
、「
ス
ポ
ー
ツ
で
身
体
を

よ
く
動
か
し
、
何
で
も
良
く
食
べ
く

よ
く
よ
悩
ま
ず
、
好
奇
心
を
失
わ
ず
、

睡
眠
も
十
分
と
っ
て
ま
す
」
と
の
こ

と
。近

況
報
告
を
兼
ね
た
活
発
な
意
見

交
換
の
さ
な
か
、
校
友
会
の
田
中
義

昭
副
会
長
の
突
然
の
ご
訪
問
を
受

け
、
会
に
花
を
添
え
て
い
た
だ
い
た
。

予
定
の
時
間
も
あ
っ
と
い
う
間
に

長
砂
名
誉
教
授

傘
寿
祝
賀
会

―
長
砂
ゼ
ミ
長
友
会

あいにくの小雨まじりでスタートした今年のスプリ
ングフェステイバル。
簡文館1階、年史資料展示室で開催の「関西大学

の秀麗たち 女子学生ものがたり」に足を止めておら
れた女性3人組は、和歌山支部の福地恵子さん（52
文）、青石裕子さん（63経）、小牧俊子さん（52社）。
5年ほど前に支部復興がなされ、今年もバスを仕立てて13人で和歌山から母校へ。10時ころ到着後、

皆が各々好きな所を見学中であった。
息子も関大出身という福地さん。今息子が関大に通っています、という青石さんは、ご主人も関大

人。なんだか嬉しくなる。
和歌山なので、難波までは出てきても、母校まではなかなかという3人。当時、お弁当を食べたり、

おしゃべりをした、あの懐かしい中央の広ーいグラウンドが、今はもう無いのが「ちょっぴり寂しいね」
と言いながらも、桜吹雪の舞うなか、とても楽しそう。是非また、来年もお会いしたいですね。

（広報部　中井紀子）

「和歌山支部の秀麗たち」は
嬉しい関大ファミリーたち
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過
ぎ
、
１
０
０
周
年
記
念
会
館
の
玄

関
前
で
桜
を
バ
ッ
ク
に
、
昨
年
、
当

会
が
組
織
顕
彰
で
頂
い
た
表
彰
状
を

中
央
に
掲
げ
記
念
撮
影
、
来
年
の
再

会
を
固
く
約
束
し
な
が
ら
散
会
し
た
。

（
19
期
　
吉
村
眞
一
）

前
日
の
荒
天
で
、
少
し
肌
寒
い
千

里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
16
人
が
集
ま
り
、

第
８
回
定
例
総
会
及
び
「
社
学
よ
っ

と
い
デ
ー
」
が
開
催
さ
れ
た
。

第
１
部
総
会
で
は
、
前
年
度
の
事

業
決
算
報
告
、
役
員
改
選
、
会
則
改

正
、
次
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
等

が
承
認
さ
れ
た
。

第
２
部
記
念
講
演
で
は
、
顧
問
の

東
村
高
良
社
会
学
部
教
授
に
よ
る

『
ゆ
と
り
世
代
を
、
鍛
え
直
す
た
め
の

最
新
教
育
事
情
』
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
、
久
し
ぶ
り
に
学
生
時
代
に
戻

っ
た
。

第
３
部
は
、
凛
風
館
で
昼
食
懇
親

会
。
そ
の
後
、
Ｂ
Ｉ
Ｇ
ホ
ー
ル
に
場

所
を
移
し
、
応
援
団
に
よ
る
演
舞
・

演
奏
を
楽
し
み
散
会
し
た
。

（
幹
事
　
寺
澤
政
和
）

前
日
の
風
雨
で
散
り
染
め
の
桜
と

な
っ
た
が
、
当
日
は
天
気
が
持
ち
直

し
何
と
か
恒
例
の
春
の
宴
が
開
催
さ

れ
た
。

例
年
通
り
応
援
団
Ｏ
Ｂ
長
柄
会

（
大
谷
会
長
）
と
司
法
書
士
関
大
会

（
中
村
会
長
）
と
当
会
（
中
井
会
長
）

の
三
部
合
同
で
法
文
学
舎
の
一
教
室

を
借
り
て
開
催
し
た
。
午
前
11
時
か

ら
始
ま
っ
た
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
会

長
や
学
長
代
理
山
本
顧
問
の
挨
拶
の

後
、
チ
ア
ガ
ー
ル
「
ク
レ
ア
ー
ズ
」

の
演
舞
と
、
そ
の
後
、
飛
び
入
り
で

歴
代
Ｏ
Ｂ
の
リ
ー
ダ
ー
を
交
え
て
、

応
援
歌
、
学
歌
が
披
露
さ
れ
、
昼
食

を
と
り
な
が
ら
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
。午

後
１
時
か
ら
、
雨
模
様
を
予
想

し
て
の
Ｂ
Ｉ
Ｇ
ホ
ー
ル
で
の
歓
迎
セ

レ
モ
ニ
ー
に
参
加
後
、
再
び
集
合
し
、

制
限
時
間
の
３
時
ま
で
お
酒
を
飲
み

な
が
ら
旧
交
を
深
め
た
。

（
広
報
部
長
　
松
永
　
明
）

今
年
も
昨
年
同
様
、
ス
ポ
ー
ツ
マ

ン
ク
ラ
ブ
と
司
法
書
士
関
大
会
、
応

援
団
Ｏ
Ｂ
長
柄
会
（
Ⅱ
部
）
の
３
団

体
が
、
法
文
学
舎
の
教
室
を
借
り
て

の
合
同
懇
親
会
を
開
催
す
る
事
と
な

っ
た
。

た
だ
、
天
候
は
季
節
外
れ
の
爆
弾

低
気
圧
で
、
参
加
人
数
が
危
ぶ
ま
れ

た
が
、
幸
い
に
も
雨
の
ピ
ー
ク
は
前

日
夜
で
過
ぎ
、
現
役
チ
ア
メ
ン
バ
ー

も
含
め
て
60
人
前
後
の
参
加
と
な
っ

た
。大

谷
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
中
井

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
ク
ラ
ブ
会
長
、
中
村

司
法
書
士
関
大
会
会
長
の
挨
拶
の

後
、
現
役
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
「
ク

レ
ア
ー
ズ
」
顧
問
の
山
本
英
一
教
授

の
乾
杯
で
開
会
。
校
友
会
か
ら
は
三

木
副
会
長
な
ら
び
に
田
中
副
会
長
の

ご
臨
席
も
得
た
。

今
年
は
パ
レ
ー
ド
が
中
止
に
は
な

っ
た
が
、
そ
の
分
、
懇
親
会
場
と
な

っ
た
教
室
の
中
で
は
、
応
援
団
Ｏ
Ｂ

東
村
教
授
が

最
新
教
育
事
情

―
社
会
学
部
同
窓
会

制
限
時
間
ま
で

旧
交
深
め
る

―
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
ク
ラ
ブ

と
現
役
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
演
舞

で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
時
間
の
経

つ
の
も
忘
れ
て
、
昔
話
に
花
を
咲
か

せ
て
散
会
し
た
。

（
広
報
部
長
　
奥
田
照
夫
）

本
年
も
、
ビ
ー
ル
と
弁
当
で
の
会

員
の
交
流
・
懇
親
会
と
し
た
。
久
し

ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
た
会
員
の
挨
拶

は
、
体
調
の
報
告
か
ら
。

６
月
の
40
周
年
総
会
の
記
念
講
演

を
、
岡
本
祐
三
医
師
に
依
頼
し
て
い

懇
親
会
で

昔
話
に
花
咲
か
す

―
応
援
団
Ｏ
Ｂ
長
柄
会

関大一高同窓会の皆さんは、例年、餅つき大会を開催。
校友や家族のみならず、近隣住民の方々も、恒例のイベントと

して楽しみにされておられます。
春とはいえ、まだ肌寒い時期ですので、まずは「ぜんざい」で

体を温めておられる方が多い
ようです。
一高同窓会会長の小坂圭

一さん（55学工）は、同窓
であるご息女お二人と参加さ
れておられ、共学に変わった
とはいえ、男性が圧倒的に多
い同窓会のイベントに、可愛
い花を添えておられました。

（広報部　岩崎圭祐）

近隣住民も楽しみな餅つき大会
小坂同窓会長は娘さん2人と参加

脳
は
ズ
ボ
ラ
、

歩
い
て
刺
激
を

―
天
六
同
友
会



26

る
こ
と
も
あ
り
、
認
知
症
や
脳
梗
塞

な
ど
高
齢
者
の
課
題
に
つ
い
て
、
各

自
、
予
防
策
は
何
か
？
「
脳
は
ズ
ボ

ラ
も
の
、
歩
い
て
刺
激
を
与
え
る
」

こ
と
な
ど
、
歩
く
こ
と
の
重
要
性
が

強
調
さ
れ
た
。

ま
た
、
周
年
事
業
の
秋
の
中
国
・

大
連
へ
の
海
外
研
修
に
つ
い
て
、
尖

閣
問
題
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の

心
配
事
が
共
通
認
識
。
ま
だ
５
カ
月

先
、
回
復
を
期
待
す
る
こ
と
と
し
た
。

さ
ら
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
、

会
場
を
間
違
え
た
会
員
も
あ
り
、
高

齢
者
の
勘
違
い
な
ど
多
様
な
話
題
で

懇
親
も
深
ま
り
、
セ
レ
モ
ニ
ー
の
開

会
時
間
ぎ
り
ぎ
り
に
な
っ
て
終
了
と

な
っ
た
。

（
会
長
　
水
上
義
博
）

朝
方
ま
で
雨
は
残
り
、
曇
天
の
中

で
少
々
肌
寒
さ
を
感
じ
な
が
ら
も
、

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
開
催
さ
れ
た
。

数
日
前
の
気
象
情
報
に
よ
る
と
当
日

は
荒
れ
模
様
が
予
想
さ
れ
て
い
た
か

ら
「
さ
す
が
関
大
！
天
は
我
々
に
味

方
し
て
く
れ
た
」
と
感
激
！
　
テ
ン

ト
の
屋
根
に
舞
い
散
っ
た
サ
ク
ラ
吹

雪
の
模
様
が
、
テ
ン
ト
の
中
か
ら
透

か
し
て
見
え
、
そ
れ
が
何
と
も
趣
が

あ
り
、
風
情
を
醸
し
出
し
て
い
た
。

バ
ザ
ー
の
繁
盛
は
「
イ
マ
イ
チ
？

ま
あ
ま
あ
？
」
で
も
昼
に
は
完
売

（
嬉
）。
そ
れ
に
も
増
し
て
、
一
日
結

婚
相
談
所
「
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｒ
Ａ
」
目
当
て

の
方
々
が
去
年
よ
り
増
え
た
の
が
嬉

し
か
っ
た
。
相
談
所
は
旧
天
六
学
舎

で
第
１
・
第
３
土
曜
の
午
後
に
開

催
。
男
性
会
員
も
募
集
中
！

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
下
さ
い
。
当

女
子
秀
麗
会
へ
の
入
会
も
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

（
幹
事
　
佐
藤
久
見
子
）

「
春
の
集
い
」
と
い
う
こ
と
で
、

同
じ
寮
生
活
を
過
ご
し
た
卒
業
生
が

集
ま
っ
た
。
石
川
、
岡
山
、
広
島
か

ら
も
参
加
が
あ
り
、
78
歳
を
頭
に
31

歳
ま
で
27
人
が
旧
交
を
温
め
た
。

近
況
を
報
告
し
あ
い
、
元
気
な
顔

が
見
ら
れ
た
の
が
何
よ
り
だ
。
生
憎

の
雨
模
様
だ
っ
た
が
、
初
め
て
の
ビ

ッ
グ
ホ
ー
ル
に
驚
く
人
も
あ
り
、
隣

り
合
わ
せ
た
学
友
と
も
肩
を
組
み
合

っ
て
逍
遙
歌
を
歌
い
、
一
気
に
学
生

時
代
に
戻
っ
た
。
卒
業
後
初
め
て
参

加
し
た
人
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
発
展

に
目
を
見
張
っ
て
い
た
。
校
内
を
散

策
し
、
俳
句
や
茶
道
部
の
お
点
前
を

頂
い
た
り
、
屋
外
テ
ン
ト
の
即
売
品

を
買
っ
た
り
と
、
楽
し
い
一
日
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
。
自
然
に
「
来

年
も
集
ま
ろ
う
！
」
と
再
会
を
誓
っ

て
解
散
し
た
。（
44
年
卒
・
尾
崎
正
幸
）

ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

合
わ
せ
て
、
工
学
部
「
機
友
会
」
は
午

前
11
時
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

今
回
の
会
場
は
、
シ
ス
テ
ム
理
工

学
部
・
第
五
実
験
棟
・
機
械
共
同

Ⅰ
実
験
室
で
、
懇
親
会
で
は
「
お
弁

当
」
を
つ
つ
き
な
が
ら
、
ま
た
差
し

入
れ
を
い
た
だ
き
「
つ
き
た
て
の
お

餅
が
入
っ
た
ぜ
ん
ざ
い
」
を
食
し
な

が
ら
、
皆
さ
ん
と
の
楽
し
い
会
話
で

ひ
と
時
は
満
た
さ
れ
て
い
た
。

今
年
は
、
工
学
部
卒
業
の
第
一
期

生
が
卒
業
50
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
。

記
念
行
事
と
し
て
、
懇
親
会
を
機
に

第
一
期
生
の
皆
さ
ん
は
有
馬
温
泉
で

同
期
会
を
計
画
。
意
気
揚
々
と
バ
ス

に
乗
り
込
ん
で
出
発
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
記
念
行
事
に
は
、
機

友
会
か
ら
補
助
金
協
力
の
制
度
も
あ

る
。
第
二
期
卒
・
三
期
卒
…
と
続
い

て
い
く
こ
と
も
楽
し
い
こ
と
だ
。

来
年
は
同
日
に
総
会
も
予
定
し
て

い
る
。
詳
細
は
「
機
友
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
」
で
。（
幹
事
長
　
長
谷
川
洋
司
）

国
文
科
同
期
生
・
国
七
一
会
は
、

和
風
居
酒
屋
「
す
っ
ぽ
ん
」
に
て
「
還

暦
の
集
い
」
を
催
し
た
。「
一
堂
に
会

す
る
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
か
も
」
と
い

う
我
那
覇
保
代
表
幹
事
の
大
胆
な
呼

び
か
け
に
、
東
は
埼
玉
、
西
は
山
口

の
15
都
市
か
ら
20
人
が
、
卒
業
以
来

３
回
目
の
同
窓
会
に
集
ま
っ
た
。

サ
ク
ラ
吹
雪

舞
い
散
る
中
で

―
女
子
秀
麗
会

来
年
の
再
会
を
誓
う

―
秀
麗
寮
士
会

花
に
嵐
の
還
暦
同
窓
会

―
国
七
一
会

第
1
期
生
が

卒
業
50
周
年―

機
友
会
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代
表
幹
事
の
、
当
日
の
栞
作
成
や

参
加
者
全
員
へ
の
記
念
品
な
ど
き
め

細
か
く
行
き
届
い
た
趣
向
に
、
一
同

は
大
感
激
し
な
が
ら
大
い
に
来
し
方

行
く
末
を
語
り
合
っ
た
。

終
了
後
は
「
俳
句
コ
ー
ナ
ー
」
に

向
か
い
、
め
い
め
い
一
句
を
吟
じ
た
。

折
か
ら
春
の
嵐
に
桜
の
花
び
ら
が
舞

い
散
る
な
か
記
念
撮
影
を
行
い
、
い

っ
た
ん
解
散
後
は
、
有
志
で
旧
円
形

図
書
館
に
移
動
し
、
恩
師
の
思
い
出

話
に
ふ
け
っ
た
。

学
生
時
代
は
顔
を
合
わ
せ
る
だ
け

だ
っ
た
参
加
者
と
も
、
違
和
感
な
く

語
り
合
え
た
の
は
、
同
窓
会
マ
ジ
ッ

ク
の
お
蔭
？
否
、「
母
校
」
と
い
う
大

き
な
温
か
い
懐
に
抱
か
れ
た
お
蔭
と
、

心
か
ら
感
謝
で
す
。

（
新
谷
里
美
）

今
年
も
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
関
大
一
高
の
お
餅
つ
き
が
あ

り
ま
し
た
。
私
た
ち
と
同
じ
く
関
大

一
高
出
身
の
父
（
昭
50
一
高
卒
）

が
、
同
窓
会
の
役
員
を
す
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
、
同
窓
会
の
委
員
総
会

に
も
出
席
し
た
り
、
こ
の
お
餅
つ
き

へ
も
何
度
か
お
手
伝
い
で
来
ま
し
た

が
、
今
年
は
姉
妹
で
参
加
し
ま
し
た
。

毎
年
こ
の
時
期
に
、
父
や
そ
の
仲

間
の
役
員
さ
ん
達
が
楽
し
そ
う
に
頑

張
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
自
ら
飛
び

込
ん
で
い
く
勇
気
が
な
か
な
か
湧
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
父
に
相
談
す
る
と
、

本
当
は
来
て
欲
し
い
と
顔
に
書
い
て

い
る
の
に
、
口
で
は
ど
っ
ち
で
も
良

い
よ
と
の
返
事
が
か
え
っ
て
来
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
は
姉
妹
で
相
談
し

て
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
参
加
し
ま
し
た
。

祖
父
（
昭
28
学
２
商
）
と
同
い
年

の
１
期
生
の
方
か
ら
、
現
役
の
一
高

生
ま
で
３
世
代
以
上
の
年
齢
差
を
飛

び
越
え
て
、
楽
し
く
か
け
声
を
掛
け

合
っ
て
、
自
然
に
出
来
た
役
割
分
担

で
、
一
般
の
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
頂

く
と
言
う
共
同
作
業
っ
て
こ
ん
な
に

も
素
敵
な
の
だ
な
と
感
じ
、
も
っ
と

も
っ
と
大
勢
の
一
高
卒
業
生
が
参
加

す
る
と
い
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

私
た
ち
若
い
卒
業
生
は
、
就
職
や

結
婚
や
転
勤
等
で
生
活
の
環
境
の
変

化
が
多
く
、
な
か
な
か
参
加
が
難
し

い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
友
達
や
後
輩

を
募
っ
て
今
後
も
参
加
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

（
54
期

小
坂
早
苗
、
57
期

小
坂
友
梨
）

お
餅
つ
き
に
参
加
し
て

―
一
高
同
窓
会

関西大学に学ぶ留学生は現在、アジア各国を
はじめ、アメリカ、オーストラリア、イギリス・
フランス・ドイツなどヨーロッパからも来ている。
学部生・院生として受験し入学した学生と協定
校からの交換留学生で、総数700人にのぼる。
そのうち約30人が歓迎セレモニーに参加した。
中国人の趙鵬翔くんはこの春、受験し工学部に合格したばかり。日本でロボット製作に携わるのが

夢。キャリア・サポートが素晴らしいと聞き、関大を選んだ。交換留学生の劉育綾さんが、日本語を
習い始めたきっかけはアイドルグループだったが、将来の夢は日中の架け橋、通訳だ。入口はなんであ
れ、日本を好きになった。李逸靈さんは安定志向で公務員を目指す。中国の東大にあたる北京大学か
ら来た陸玉蕾さん（25歳）は、高校時代から日本文化に興味を持ち、万葉集など古典が好き。言語
学分野で博士号をとり、日本語研究者を目指す。
オーストラリアの首都キャンベラから来たフィリッパ・クラークさん（21歳）は、インターネットで

日本のトレンディドラマを見て、ある俳優に夢中になり日本語を8年独学した。将来は大使館で働き
たいという。それぞれの理由、スタンスで日本に来た留学生たちは、関大生活を十分に楽しんでいる
ようだ。
留学生をサポートする学生ボランティアも3人参加した。ジャマイカ好きの梶谷優くん（社3）、イギ

リスに留学していた山田麻樹子さん（外3）、自分が留学していたときに困ったので、逆に日本に来た
留学生を助けたいという伊東奈津乃さん（外3）の3人だ。留学生と接することで、日本にいながら異
文化体験ができる。留学生も初めての日本の生活で戸惑うことが多いため、助かっているという。国
際部に登録しているボランティアは1回生から4回生まで約20人いる。
セレモニー終了後、寺内校友会長が留学生と歓談、激励した。関西大学は今後益々留学生が増え

る予定だ。キャンパスは留学生との交流により、国際化の輪が広がっている。 （広報部　山本淑子）

留学生約30人が歓迎セレモニーに参加
キャンパスは
留学生との交流で国際化
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当
日
に
懇
親
会
を
開
催
し
た
。
新

Ｏ
Ｂ
２
人
を
含
め
て
27
人
の
Ｏ
Ｂ
が

参
加
。
現
役
は
新
主
将
宮
武
勇
馬
さ

ん
は
じ
め
11
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

前
田
聰
会
長
の
挨
拶
、
会
計
報

告
、
活
動
報
告
、
Ｏ
Ｂ
紹
介
、
現
役

紹
介
。
今
年
度
も
現
役
へ
援
助
金
10

万
円
を
授
与
し
、
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

懇
親
会
終
了
後
、
参
加
者
全
員
で
記

念
撮
影
お
よ
び
新
関
大
会
館
内
の
チ

ル
コ
ロ
に
て
会
食
・
歓
談
し
な
が
ら

春
の
よ
き
日
を
楽
し
ん
だ
。

Ｏ
Ｂ
会
員
数
１
０
１
３
人
。
Ｏ

Ｂ
会
の
活
動
と
し
て
１
月
に
現
役
を

対
象
と
し
た
「
就
活
セ
ミ
ナ
ー
」
を

実
施
。
５
月
に
機
関
紙
「
き
ず
な
・

関
大
速
記
」
を
平
成
９
年
か
ら
毎
年

発
行
、
今
年
度
17
号
の
特
集
は
「
好

き
な
作
家
・
作
品
」。
住
所
録
を
５

年
毎
に
発
行
。
そ
の
他
、
全
日
本
速

記
競
技
大
会
な
ど
現
役
活
動
へ
の
補

助
な
ど
。

住
所
変
更
、
職
場
異
動
、
家
族
環

境
の
変
化
の
あ
っ
た
場
合
は
、
Ｏ
Ｂ

会
事
務
局
ま
で
連
絡
を
く
だ
さ
い
。

（
事
務
局
長
　
坪
井
恭
一
）

団
塊
の
世
代
中
心
に
よ
る
雄
弁
会

Ｏ
Ｂ
会
も
今
年
で
６
回
目
。
11
人
が

参
加
し
た
。

恒
例
の
近
況
報
告
で
は
、
宮
先
さ

ん
が
地
元
高
砂
市
出
身
の
美
濃
部
達

吉
の
顕
彰
活
動
や
憲
法
講
演
会
の
報

告
を
し
、
ま
た
、
伊
勢
さ
ん
が
体
調

急
変
を
契
機
に
振
り
返
っ
た
人
生
観

を
語
り
、
橋
本
さ
ん
が
退
職
者
の
交

流
場
所
を
提
供
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
設
立

準
備
を
紹
介
し
、
三
好
さ
ん
が
自
治

会
副
会
長
の
責
任
の
重
大
さ
を
話
さ

れ
る
な
ど
、
11
人
か
ら
爽
や
か
な
話

が
続
い
た
。

な
か
で
も
、
津
市
で
歴
史
文
化
の

語
り
部
活
動
を
し
て
い
る
赤
松
さ
ん

か
ら
の
「
と
に
か
く
み
な
前
を
向
い

て
歩
い
て
行
こ
う
」
と
の
呼
び
か
け

に
は
全
員
共
鳴
し
た
。
歓
談
後
、
名

神
高
速
上
の
懐
か
し
い
発
声
練
習
場

所
で
逍
遙
歌
、
学
歌
を
斉
唱
し
、
来

年
の
再
会
を
約
束
し
て
散
会
し
た
。

（
石
割
信
雄
）

小
笹
会
長
（
41
法
）
の
提
案
に
よ

り
、
自
動
車
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
と
し

て
初
参
加
し
た
。

会
場
は
、
商
経
学
舎
１
号
館
Ｂ
３

０
２
教
室
で
、
会
長
の
開
会
挨
拶
に

始
ま
り
、
ご
多
忙
の
中
ご
臨
席
い
た

だ
い
た
北
嶋
弘
一
シ
ス
テ
ム
理
工
学

部
教
授
（
校
友
会
副
会
長
、
当
部
名

誉
顧
問
）
か
ら
、「
ク
ラ
ブ
愛
」
に
つ

い
て
熱
き
お
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

続
い
て
、
遠
路
は
る
ば
る
福
山
市

よ
り
ご
家
族
と
共
に
ご
出
席
の
山
根

先
輩
（
32
商
）
の
発
声
に
よ
り
旧
交

を
暖
め
、
ま
た
当
部
発
展
の
談
話
に

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

記
念
写
真
の
後
、
来
年
の
母
校
で

の
桜
の
花
が
咲
き
乱
れ
る
下
で
の
こ

の
イ
ベ
ン
ト
に
再
会
を
約
束
し
散
会

し
た
。（
事
務
局
　
種
橋
　
潤
・
46
社
）

桜
の
美
し
い
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

を
教
室
か
ら
眺
め
な
が
ら
、
昭
和
24

年
の
第
１
回
定
期
演
奏
会
に
出
演
さ

れ
た
80
歳
代
の
３
人
の
大
先
輩
か
ら

20
歳
代
ま
で
の
30
人
の
楽
し
い
親
睦

会
が
開
催
で
き
た
。

前
顧
問
の
土
倉
教
授
に
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
、
和
気
藹
々
の
親
睦
会
が

催
さ
れ
、
年
代
ご
と
の
音
楽
気
質
等

の
、
日
頃
聞
け
な
い
話
に
花
が
咲
く

中
、
現
役
の
四
重
奏
の
ラ
イ
ブ
に
よ

る
美
し
い
調
べ
に
拍
手
喝
采
、
誠
に

楽
し
い
集
い
に
な
っ
た
。
ま
た
、
お

子
様
と
ご
一
緒
で
の
参
加
者
も
あ

り
、
和
や
か
な
心
の
通
う
ひ
と
と
き

だ
っ
た
。

そ
の
後
は
、
各
会
場
で
の
熱
気
あ

ふ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
、
時
を

超
え
た
す
ば
ら
し
い
集
い
に
な
り
、

来
年
の
再
会
を
約
束
し
た
。

（
谷
口
眞
人
）

奇
術
の
持
つ
あ
た
た
か
さ
「
夢
と

笑
い
」
の
も
と
「
不
思
議
を
楽
し
む
」

「
不
思
議
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
」
気
持

ち
を
持
っ
た
仲
間
が
集
っ
た
。

今
年
は
、
現
役
諸
君
が
サ
ロ
ン
マ

ジ
ッ
ク
を
披
露
す
る
と
と
も
に
、
Ｏ

Ｂ
に
よ
る
演
技
指
導
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
錯
覚
を
活
用
し
た
手
品
の
レ
ク

チ
ャ
ー
が
あ
り
「
手
品
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
有
効
な
ツ
ー
ル
」
と

納
得
し
、
和
気
あ
い
あ
い
と
時
間
を

過
ご
し
た
。（
Ｏ
Ｂ
会
長
　
温
井
康
之
）

援
助
金
な
ど

現
役
に
エ
ー
ル

―
速
記
部
Ｏ
Ｂ
会

小
笹
会
長
の
提
案
で初

参
加

―
自
動
車
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会

前
を
向
い
て

歩
い
て
行
こ
う

―
雄
弁
会
Ｏ
Ｂ
会

現
役
が
四
重
奏
の
ラ
イ
ブ

―
交
響
楽
団
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
会

「
不
思
議
の
楽
し
み
」
に集

う

―
奇
術
研
究
部
Ｏ
Ｂ
会
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「
こ
の
機
会
に
証
券
研
究
部
Ｏ
Ｂ

会
と
し
て
参
加
を
」
と
呼
び
か
け
て

５
年
。
な
か
な
か
参
加
者
は
増
え
な

い
が
、
毎
回
新
し
い
人
が
参
加
し
て

く
れ
て
い
る
。
今
年
も
、
57
年
卒
の

澤
村
真
一
氏
と
58
年
卒
の
中
谷
健
次

さ
ん
が
顔
を
見
せ
て
く
れ
た
。

岡
田
会
長
挨
拶
の
後
、
各
自
が
自

己
紹
介
を
行
い
、
年
配
組
は
第
二
の

人
生
に
つ
い
て
、
現
役
組
の
澤
村
さ

ん
は
大
阪
府
警
、
中
谷
さ
ん
は
証
券

会
社
に
勤
務
。
そ
れ
ぞ
れ
ベ
テ
ラ
ン

の
域
に
達
し
て
お
り
、
裏
話
を
交
え

て
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
話
さ
れ
た
。

各
自
持
参
の
弁
当
を
食
べ
な
が
ら

歓
談
し
、
Ｂ
Ｉ
Ｇ
ホ
ー
ル
で
の
イ
ベ

ン
ト
を
楽
し
み
、
学
内
を
散
策
し
、

最
後
に
校
門
前
に
て
記
念
撮
影
し
、

選
任
さ
れ
た
。

議
事
は
終
了
し
、
籔
口
新
代
表
幹

事
か
ら
「
現
役
学
生
と
の
交
流
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ
、
楽
し
い
同
窓
会
に

し
た
い
」
旨
の
就
任
の
挨
拶
が
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
昼
食
を
取
り
な
が
ら

ク
ラ
ブ
の
現
状
等
を
話
し
合
い
懇
談

散
会
し
た
。

来
年
も
開
催
し
ま
す
。
証
券
研
究

部
Ｏ
Ｂ
会
の
皆
さ
ん
、
是
非
ご
参
加

を
！
　

（
重
田
守
康
）

当
日
、
午
前
11
時
か
ら
、
法
律
相

談
所
Ｏ
Ｂ
会
「
法
窓
会
」
の
総
会
を

開
催
し
た
。
出
席
者
は
16
人
だ
っ

た
。
小
松
陽
一
郎
（
51
Ｍ
法
）
代
表

幹
事
の
開
会
の
挨
拶
の
後
、
議
事
に

入
っ
た
。

議
事
の
中
で
は
、
会
計
報
告
、
移

相
参
加
Ｏ
Ｂ
へ
の
援
助
を
行
う
た

め
、
毎
年
10
万
円
の
協
力
金
を
拠
出

す
る
こ
と
が
諮
ら
れ
、
承
認
可
決
し

た
。ま

た
、
小
松
陽
一
郎
代
表
幹
事
退

任
に
伴
い
、
籔
口
隆
会
員
（
53
学

法
）
が
満
場
一
致
で
新
代
表
幹
事
に

毎
年
新
会
員
参
加―

證
志
会

し
、
途
中
、
寺
内
俊
太
郎
校
友
会

長
、
法
人
相
談
役
で
ク
ラ
ブ
顧
問
の

上
原
洋
允
先
生
が
お
見
え
に
な
り
、

激
励
の
お
言
葉
を
頂
き
、
な
ご
や
か

な
雰
囲
気
の
な
か
閉
会
し
た
。

（
会
計
幹
事
　
大
東
恭
治
）

少し肌寒く小雨の降るなか、西淀川支部にお邪
魔しました。全員でオリジナルの黄色い法被に身
を固めて『さあ！スプリングフェスティバルを絶対
成功させるぞ！!』という気迫さえ感じさせる活気
あふれる西淀川支部！　スタッフの皆さんの強い
つながりを感じました。
フランクフルト100円にスパム焼き、そして缶ビール。そして極めつけはアツアツの『ボッカケう

どん』！これに少し辛めに「一味」をかけて、頂きました！　この『ボッカケうどん』を作ってい
るのが…平成12年卒業、学生時代は応援団に所属していたという井上さんでした。井上さんは大
阪市中央区瓦町で実際に居酒屋『武者』を経営している本格派。この『ボッカケうどん』も100
円と採算度外視で販売！
関西大学のしっとりとした葉桜を観ながら、母校愛たっぷりの西淀川支部の皆さんと心温まる

一日を過ごさせて頂きました！西淀川支部の皆さんありがとうございました！
（広報部　芋縄隆史）

揃いの黄色い法被で活気溢れ
母校愛たっぷりの西淀川支部

籔
口
新
代
表
幹
事
を選

任

―
法
窓
会
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て
頑
張
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

初
参
加
含
め
9
人
参
加

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催

泰
国
千
里
会
（
中
村
良
三
会
長
）

は
、
３
月
31
日
に
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を

ム
ア
ン
エ
ー
ク
Ｃ
Ｃ
で
、
初
参
加
者

も
含
め
９
人
が
参
加
し
て
開
催
し

た
。次

回
は
、
５
月
19
日
（
日
）、
ア
ユ

タ
ヤ
ゴ
ル
フ
Ｃ
Ｃ
で
の
７
大
学
対
抗

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
参
加
予
定
。

（
安
楽
成
司
＝

anraku@
ssscth.com

）

増
や
す
た
め
、
①
地
域
情
報
誌

「W
henever

」
に
募
集
記
事
を
掲
載

す
る
、
②
職
場
、
取
引
先
等
の
関
大

Ｏ
Ｂ
を
探
し
出
し
入
会
を
勧
め
る
こ

と
を
決
め
た
。
ま
た
、
③
上
海
関
大

会
の
横
田
会
長
、
山
本
幹
事
長
ら
が

来
広
州
時
に
懇
親
会
を
開
催
す
る
な

ど
上
海
関
大
会
と
の
交
流
を
深
め

る
、
④
Ｊ
Ａ
Ｌ
広
州
支
店
主
催
の

「
大
学
対
抗
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
に
関
大

単
独
チ
ー
ム
で
参
戦
す
る
（
現
在
は

「
関
西
連
合
チ
ー
ム
」
で
参
加
）、
⑤

校
友
会
本
部
と
広
州
で
の
交
歓
会
の

開
催
な
ど
連
携
を
進
め
る
、
⑥
今
後

は
広
州
、
順
徳
、
東
莞
で
定
期
的
に

開
催
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
、
次

回
に
、
学
歌
・
逍
遙
歌
を
声
高
ら
か

に
歌
う
こ
と
を
誓
っ
て
散
会
し
た
。

（
東
口
和
文
）

（
東
口
和
文
＝higashiguchi.

kazufum
i@
takenaka.cn

）

留
学
生
別
科
入
学
予
定
の

学
生
迎
え
て
新
年
会
開
催

台
湾
Ｏ
Ｂ
会
（
李
銘
坤
会
長
）

は
、
本
年
最
初
の
例
会
と
な
る
新
年

会
を
３
月
１
日
に
開
催
し
た
。

本
年
度
、
留
学
生
別
科
に
進
学
予

定
の
学
生
も
迎
え
て
21
人
が
参
加
し

新
年
の
門
出
を
祝
し
た
。

総
勢
26
人
が
参
加
し

盛
大
に
定
例
会
開
く

上
海
関
大
会
（
横
田
和
彦
会
長
）

は
、
基
本
的
に
奇
数
月
の
第
２
水
曜

日
に
定
例
会
を
開
催
し
て
お
り
、
３

月
13
日
に
音
楽
之
声
大
酒
店
で
定
例

会
を
開
催
し
た
。

今
回
は
、
日
本
か
ら
永
尾
俊
一
氏

（
常
議
員
・
白
ハ
ト
食
品
工
業
（
株
）

代
表
取
締
役
）
と
水
野
一
郎
商
学
部

教
授
（
経
済
・
政
治
研
究
所
長
）
を

迎
え
て
26
人
が
参
加
し
、
盛
大
な
会

と
な
っ
た
。

（
山
本
震
一
＝yam

am
otos

@
shystrading.com

）

上
海
関
大
会
大
阪
支
部

結
成
し
懇
親
会
を
開
催

上
海
関
大
会
は
、
嘗
て
上
海
に
駐

在
し
帰
国
し
た
メ
ン
バ
ー
有
志
が
集

ま
り
「
上
海
関
大
会
大
阪
支
部
」
を

結
成
し
、
４
月
16
日
に
大
阪
市
内
で

商
学
部
水
野
一
郎
教
授
、
上
海
関

大
会
幹
事
の
山
本
震
一
氏
を
迎
え
、

総
勢
11
人
が
集
ま
っ
て
上
海
関
大
会

in
大
阪
を
開
催
し
た
。

上
海
で
の
旧
交
を
再
び
分
か
ち
合

い
、
帰
国
後
の
上
海
関
大
会
の
発
展

を
喜
び
な
が
ら
、
楽
し
く
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
し
た
。

（
山
本
震
一
）

関
関
戦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

僅
差
の
負
け
も
交
歓
の
一
日

上
海
関
大
会
と
し
て
恒
例
の
関
関

戦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
３
月
17
日
、
昆

山
太
陽
島
Ｃ
Ｃ
で
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
関
大
10
人
、
関
学
９
人

が
参
加
し
、
関
大
が
薄
氷
の
差
で
敗

れ
た
が
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
で
、
楽
し
い
交
歓
の
１
日
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
、
４
月
21
日
に
は
関
西
圏
大

学
対
抗
戦
、
５
月
に
は
全
国
大
学
対

抗
戦
が
控
え
て
い
る
。
一
致
団
結
し

「
広
東
関
大
会
」
設
立
へ
始
動

在
住
者
5
人
が
集
ま
り
準
備
会
開
く

中
国
・
広
東
省
に
在
勤
す
る
関
大

校
友
で
「
広
東
関
大
会
」
を
設
立
し

よ
う
と
、
４
月
６
日
に
広
州
市
天
河

区
の
日
本
料
理
店
「
希
望
（
の
ぞ

み
）」
で
設
立
準
備
会
を
開
催
し
た
。

集
ま
っ
た
の
は
、
森
口
晴
雄
、
櫻

田
誠
、
是
澤
秀
樹
、
前
博
幸
、
東
口

和
文
の
５
人
。
翌
日
が
清
明
節
休
日

調
整
で
日
曜
出
勤
と
い
う
土
曜
日
の

午
後
５
時
半
か
ら
の
開
催
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
佛
山
市
順
徳
区
か
ら
バ
ス

と
地
下
鉄
を
乗
り
継
い
で
３
時
間
か

け
て
会
場
に
駆
け
つ
け
た
者
、
前
日

の
マ
カ
オ
、
日
本
出
張
か
ら
あ
た
ふ

た
と
会
場
入
り
し
た
者
な
ど
、
年
齢
、

職
業
は
異
な
れ
ど
、
母
校
へ
の
思
い

は
強
く
熱
い
者
ば
か
り
。

準
備
会
で
は
、
会
の
名
称
を
「
広

東
関
大
会
」
に
す
る
こ
と
、
今
後
の

活
動
方
針
と
し
て
、
ま
ず
、
会
員
を
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掲載は、組織名、開催日時、場所
（会費、連絡先・電話番号）の順。

【本部関係】
第101回定時代議員会 6月8日（土）13：00 BIGホール100
平成25年度全国組織代表者会議 7月13日（土）13：00 100周年
記念会館
天神祭船渡御・奉拝船「関大丸」就航 7月25日（木）17：00 大
川
平成25年度校友総会 10月20日（日）12：30 BIGホール100
関大寄席2013 10月12日（土）9：30開場　10：00開演　天満天
神繁昌亭
平成26年校友会新年互礼会 26年1月15日（水）18：00 大阪新
阪急ホテル
第102回定時代議員会 3月29日（土）13：00 100周年記念会館

【地域支部】
名張支部総会 5月26日（日）10：00 名張産業振興センターアス
ピア（若山東男＝0595―65―3030）
門真支部総会 5月29日（水）18：30 仙亭（西田一郎＝06―6901
―1652）
第17回九州・山口・広島支部対抗ゴルフ大会 6月1日（土） 若
宮ゴルフクラブ（安藤造園土木・白木成光＝092―841―4141）
和泉支部総会「いずみ関大の日」 6月1日（土）11：30 南海泉大
津駅すぐ・ホテルレイクアルスター（7,000円、女性と平成卒5,000
円。山本邦夫＝0725―57―2761）
大阪狭山支部総会 6月1日（土）18：00 SAYAKAホール内レス
トランSAYAKA（花崎光輝＝072―366―6120）
関大台湾ＯＢ会総会 6月15日（土）18：00 台北（李銘坤）
大正支部総会 6月15日（土）18：00 さと（すし半）（谷口宗平＝
06―6554―4592）
八尾支部総会 6月16日（日）10：30 八尾文化会館・プリズムホ
ール（中尾達夫＝072―998―3526）
北支部総会 6月21日（金）18：00 ハービス大阪6階・ガーデンシ
ティプラザ大阪（市田利夫司法書士事務所＝06―6375―1336）
淀川支部総会 6月21日（金）18：00 プラザオーサカ（協和エス
テート・西島義人＝06―6885―7087）
松原支部総会 6月22日（土）10：30 阪南大学南キャンパス（西
田孝司＝072―336―1600）
鶴見・都島支部合同総会 6月22日（土）17：00 大阪キャッスル
ホテル3階・錦城閣（10,000円。鶴見・迫　匡＝06―6961―7363、
都島・香西安勝＝06―6922―4862）
城東支部総会 6月22日（土）17：30 大阪キャッスルホテル3階・
錦城閣（近藤正昭＝06―6935―5545）
福島支部総会 6月22日（土）18：30 ホテル阪神（宮腰健次＝06
―6453―0519）
東大阪支部総会 6月22日（土）18：30 ホテルアウィーナ大阪
（岩崎事務所＝072―966―0111）
和歌山支部総会 6月23日（日）11：00 ダイワロイネットホテル和
歌山（長谷川冷機・赤井雅哉＝073―436―2151）
神戸支部総会　6月28日（金）18：30神戸市・生田神社会館
（10,000円。Kuaakobe1956@gmail.com）
堺支部総会 6月29日（土）16：00 ホテル・アゴーラ リージェン
シー堺（鍋島均＝072―284―1412）
富山県支部総会　6月29日（土）17：00 富山電気ビル（幹事長・
高橋正＝080―3049―8273）
東淀川支部総会　6月29日（土）17：00 ホテルコンソルト新大阪
（田中正紀＝06―6328―4162）
京都支部総会　7月6日（土）18：00 リーガロイヤルホテル京都
（10,000円、新卒無料。事務局長・壽見芳正＝090―3276―5026
y-sumi@sumi-kk.co.jp）
鳥取支部第30回総会　7月7日（日）時間未定・郷土料理やぶきん
（上山忠久＝0857―24―9228）
河内長野支部総会 7月7日（日）11：00 河内長野市ラブリーホー
ル（狭間香代子人間健康学部長が講演。家族等同伴可。5,000円、
同伴者3,000円。榎本正人＝0721―63―5120）
石川県支部総会 7月13日（土）18：00 金沢エクセルホテル東急
（岡野茂＝0767―28―3508）
岡山支部総会 7月13日（土）18：00 アークホテル（ユアーズコン
サルティング＝086―250―5592）
西宮支部会員懇親会 7月20日（土）18：00 西宮北口南側なでし

こビル・なでしこホール（3,000円、支部会費未納の方は当日徴収1
口2,000円、複数口可。栄興電機工業・小坂圭一＝06―6491―
5301）
香川支部総会 7月27日（土）16：00 高松駅から徒歩7分・アルフ
ァあなぶきホール（金星タクシー・川崎有二＝087―821―7070）
北九州支部設立50周年『校友の集い』 7月27日（土）18：00
西小倉駅から徒歩3分・小倉リーセントホテル（西原正人＝090―
3739―9046）
徳島支部総会 8月3日（土）16：00 そば蔵（山田仁＝088―663
―0005）
福岡千里会総会 8月3日（土）18：30 ＪＲ博多駅新幹線筑紫
口・ホテルセントラーザ博多（男性7,000円、女性4,000円。安藤造
園土木・白木成光＝092―841―4141）
広島支部総会 8月31日（土）18：00 場所未定（コマダ気付＝
082―282―3727）
吹田支部総会 9月21日（土）14：00 メイシアター（奥谷英夫＝
06―6836―6870）
豊中支部総会 9月28日（土）17：00 千里阪急ホテル（横畠正
秀＝06―6331―2275）
西宮支部総会 10月5日（土）17：30 甲子園ノボテルホテル（栄
興電機工業・小坂圭一＝06―6491―5301）
宝塚支部総会 10月12日（土）18：00 宝塚ホテル（塚本寿一＝
0797―85―1491）
西淀川支部総会 10月12日（土）19：00 ホテルグランヴィア大阪
レストランアブ（西山正明＝06―6474―8587）
大阪中央支部総会 10月26日（土）18：00 シティプラザ大阪（伊
藤晃充＝0743―71―2285）

【職域会ほか団体】
物流関大会総会 5月25日（土）17：00 チコ・アンド・チャーリ
ー（大和運送・栗尾尚孝＝0726―26―7235）
グリークラブOB総会 5月26日（日）12：00 校友会会議室（塔筋
浩司＝090―1024―9066）
社会保険労務士関大会総会 6月1日（土）15：00 大阪キャッスル
ホテル（高瀬武典社会学部教授講演「社会保険労務士と企業等の
組織との係わり」、未加入の方も是非参加を。山中社会保険労務士
事務所＝fax06―4793―0068、 yamanak@roumu-support.net）
イエローサブマリンテニスクラブ総会 6月1日（土）18：00 梅田ス
ーパー百番（潤井寛＝090―2117―8193）
関大大阪倶楽部25年度春の総会 6月15日（土）9：00 太融寺北
側出発（校友会事務局＝06―6368―0041）
女子秀麗会総会 6月23日（日）13：00 シティプラザ大阪（仁井
ひろみ＝06―6925―1821）
経済人クラブ第199回例会 ６月24日（月）18：00 大阪新阪急
ホテル（校友会事務局＝06―6368―0041）
司法書士関大会合格祝賀会 6月29日（土）18：00 大阪キャッス
ルホテル（中村博司法書士事務所＝06―6705―5678）
葦文会総会 7月6日（土）14：00 中華料理・大東洋（佐野友
章＝0797―85―8031）
スポーツマンクラブ七夕総会 7月7日（日）18：30 ホテル阪神（関
西舶用＝06―6572―1021）
応援団OB千成会（Ⅰ部）総会 7月14日（日）17：30 リーガロイ
ヤルホテル（坂上哲＝090―8527―4270）
自動車関大会第48回総会 7月17日（水）18：45 ホテル大阪ベイ
タワー（大阪トヨペット経理部・宇山幸生＝06―6543―5215）
文化会能楽部創部90周年記念大会（瓢謡会総会と懇親会） 7月28
日（日）12：00 阪急グランドビル19階・関西文化サロン（宮 亮
太＝090―6206―8798）
博修士会総会 8月3日（土）14：00 校友会会議室（システム理工
学部専任講師・緒方正則＝06―6368―1121）
国文学科’72年度入学還暦クラス会 8月31日（土）17：00 阪急
ターミナルスクエア17階・さつきの間（10,000円。茶谷忠夫＝090―
8384―5704）
Ⅱ部剣道部創部60周年祝賀会 9月28日（土）時間・場所未定
秀麗寮士会総会 10月13日（日）12：00 校友会会議室（市場康
雄＝06―6330―6090）
二八会卒業60周年記念懇談会 10月24日（木）11：30 校友会会
議室（辻見重行＝072―336―4316）
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特
別
講
演
は
「
世
論
と
政
治
」

「
超
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
に
警
鐘

２
月
16
日
、
東
京
支
部
（
堺
精
一

支
部
長
）
新
年
総
会
が
、
新
橋
の
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ア
ル
テ

リ
ー
ベ
東
京
」
で
開
催
さ
れ
た
。

本
部
及
び
首
都
圏
各
支
部
か
ら
来

賓
を
迎
え
、
昭
和
27
年
か
ら
平
成
24

年
卒
ま
で
の
幅
広
い
年
代
の
校
友
約

70
人
が
参
集
し
た
。

第
１
部
総
会
で
は
、
中
西
事
務
局

長
の
司
会
に
よ
り
学
歌
斉
唱
、
支
部

長
挨
拶
と
続
き
、
寺
内
校
友
会
長
か

ら
来
賓
を
代
表
し
て
祝
辞
と
４
年
間

の
校
友
活
動
総
括
を
披
露
い
た
だ
い

た
。
大
学
と
校
友
会
の
発
展
を
判
り

や
す
く
説
明
い
た
だ
く
と
共
に
、
法

科
か
ら
開
学
し
た
本
大
学
の
法
科
大

学
院
の
司
法
試
験
合
格
者
減
少
へ
の

危
惧
を
熱
く
語
ら
れ
た
。

続
い
て
議
事
に
移
り
、
役
員
改
選

に
お
い
て
堺
支
部
長
・
柳
田
副
支
部

愛
媛
支
部
（
小
泉
勇
治
郎
支
部

長
）
の
総
会
・
新
年
会
が
、
２
月
16

日
に
松
山
市
内
の
い
よ
て
つ
会
館
に

校
友
会
本
部
・
四
国
３
支
部
を
来
賓

に
迎
え
、
総
勢
46
人
の
校
友
が
集
い

開
催
さ
れ
た
。

冒
頭
に
、
本
部
の
渡
邊
泰
之
組
織

部
長
に
よ
る
熱
の
籠
も
っ
た
講
演
が

あ
り
、
大
学
の
現
状
に
つ
い
て
興
味

深
く
拝
聴
し
た
。
総
会
は
小
泉
支
部

長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
続
い
て
前
年

の
支
部
の
活
動
報
告
の
後
、
質
疑
応

答
で
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
活
発
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

本
年
は
初
め
て
実
施
時
期
を
２
月

に
変
更
し
て
開
催
し
た
が
、
新
卒
の

校
友
か
ら
定
年
を
迎
え
一
区
切
り
つ

い
て
の
校
友
ま
で
初
参
加
を
８
人
迎

え
、
新
鮮
み
の
あ
る
和
や
か
な
雰
囲

気
の
懇
親
会
と
な
っ
た
。

引
き
続
き
恒
例
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

を
楽
し
ん
だ
後
、
奥
田
惠
造
事
務
局

課
長
の
音
頭
に
よ
る
正
調
「
逍
遙

歌
」
を
参
加
者
全
員
で
合
唱
し
、
坂

井
副
支
部
長
の
挨
拶
で
盛
況
の
内
に

散
会
し
た
。

今
後
も
新
し
い
出
会
い
を
大
切
に

育
み
、
地
元
在
住
・
転
勤
族
を
含
め

愛
媛
で
の
関
大
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
輪

を
広
げ
て
行
き
た
い
と
思
う
。

（
幹
事
長
　
稲
荷
和
重
）

（
稲
荷
和
重
＝
０
８
９
―
９
５
６
―

１
８
６
９
）

今
後
の
運
営
で
活
発
な
意
見
交
換

初
参
加
者
8
人
を
迎
え
盛
大
に
開
催

長
・
小
林
副
支
部
長
の
再
任
と
小
滝

副
支
部
長
が
新
任
さ
れ
、
平
成
24
年

の
活
動
報
告
と
会
計
報
告
が
承
認
さ

れ
た
。

竹
内
洋
東
京
セ
ン
タ
ー
長
に
よ
る

「
世
論
と
政
治
」
と
題
さ
れ
た
特
別

講
演
で
は
、
政
治
家
に
は
何
を
し
た

い
か
が
先
に
あ
る
わ
け
で
な
く
、
有

権
者
に
ウ
ケ
ル
こ
と
が
先
に
な
っ
て

い
る
「
超
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
の
時
代

だ
と
警
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
た
。

第
２
部
懇
親
会
で
は
、
東
郷
校
友

会
事
務
局
長
の
乾
杯
挨
拶
で
開
宴

し
、
ビ
ー
ル
と
手
作
り
ソ
ー
セ
ー
ジ

の
ド
イ
ツ
料
理
を
楽
し
み
な
が
ら
、

平
野
千
恵
子
さ
ん
と
野
中
け
い
こ
さ

ん
の
フ
ル
ー
ト
演
奏
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
、

ピ
ア
ノ
と
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
が
加
わ
っ

た
ド
イ
ツ
式
ビ
ア
ホ
ー
ル
ゲ
ー
ム
、

初
参
加
者
紹
介
が
あ
り
、
女
性
や
若

手
と
共
に
幅
広
い
校
友
が
気
軽
に
楽

し
み
賑
や
か
な
交
流
の
時
を
過
ご
し

た
。続

い
て
応
援
団
Ｏ
Ｂ
田
村
怜
嗣
氏

の
リ
ー
ド
で
逍
遙
歌
と
共
に
絆
を
深

め
、
小
滝
副
支
部
長
の
挨
拶
で
締
め

ら
れ
た
。

（
常
任
幹
事
　
寺
井
浩
一
）

（
関
西
大
学
東
京
セ
ン
タ
ー
気
付
＝

03
―
３
２
１
１
―
１
６
７
０
）

し
ご
き
な
し
の
温
か
い
指
導

常
に
笑
い
と
ぼ
や
き
渦
巻
く

神
奈
川
支
部
（
重
延
義
樹
支
部

長
）
囲
碁
の
会
は
、
昨
年
末
の
12
月

６
日
に
６
人
の
支
部
員
を
集
め
て
藤

が
丘
地
区
セ
ン
タ
ー
で
第
１
回
の
月

例
会
を
開
催
し
、
熱
戦
の
火
ぶ
た
を

切
っ
た
。
１
月
10
日
の
第
２
回
月
例

会
か
ら
は
、
会
場
を
野
毛
地
区
セ
ン

タ
ー
（
横
浜
市
中
区
野
毛
町
）
へ
移

し
、
４
月
11
日
の
第
５
回
ま
で
毎
回

５
〜
７
人
を
集
め
た
。

こ
の
会
の
指
導
員
は
、
日
本
棋
院

ア
マ
チ
ュ
ア
五
段
の
実
力
を
持
つ
濱

野
新
制
氏
（
39
法
）
で
、
現
在
９
人

の
会
員
の
内
、
４
人
の
初
級
者
に
、

し
ご
き
な
し
の
温
か
い
指
導
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

囲
碁
の
会
で
は
、
段
級
位
の
格
付

け
を
目
指
し
て
お
り
、
現
在
は
毎
月

の
成
績
か
ら
割
り
出
し
た
仮
の
段
級

位
を
作
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
対
一

の
勝
負
事
は
会
員
同
士
で
い
が
み
合

う
恐
れ
が
常
に
あ
る
の
で
、
希
望
者

に
は
月
例
会
の
後
に
昼
食
会
や
カ
ラ

オ
ケ
会
を
開
催
し
、
敗
戦
で
受
け
た

心
の
傷
を
癒
し
て
も
ら
う
機
会
を
作

っ
て
い
る
。
そ
の
効
果
は
抜
群
で
、

月
例
会
の
会
場
は
常
に
笑
い
と
ぼ
や

き
が
渦
巻
い
て
い
る
。
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〈各地支部だより〉

会
場
近
く
に
お
住
ま
い
の
校
友
の

方
は
、
是
非
こ
の
機
会
に
入
会
し
て

く
だ
さ
い
。

（
代
表
世
話
役
　
小
谷
正
廣
・
昭
47
商
）

（
ダ
イ
ケ
イ
気
付
＝
０
５
０
―
１
０

６
３
―
９
６
６
０
）

お
笑
い
「
カ
ン
カ
ン
セ
ン
」

先
輩
の
前
で
漫
才
を
熱
演

２
月
17
日
、
松
阪
フ
レ
ッ
ク
ス
ホ

テ
ル
で
、
本
部
の
石
井
副
会
長
は
じ

め
愛
知
、
北
勢
、
中
勢
、
名
張
の
各

支
部
役
員
を
迎
え
、
南
勢
支
部
会
員

あ
わ
せ
て
56
人
の
参
加
に
よ
り
、
第

56
回
南
勢
支
部
（
時
田
耕
路
支
部

長
）
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

今
年
は
、
６
人
の
初
参
加
者
が
あ

り
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
集
ま
り
と
な
っ

た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
関
大

と
関
学
の
卒
業
生
で
あ
る
お
笑
い
コ

ン
ビ
「
カ
ン
カ
ン
セ
ン
（
吉
本
興
業

所
属
）」
に
よ
る
漫
才
が
あ
り
、
関
大

前
風
景
や
大
学
時
代
を
ネ
タ
に
約
30

分
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。
２
人
と
も

地
元
松
阪
市
出
身
で
高
校
の
同
級
生

横
丁
で
昼
食
、
買
い
物
を
楽
し
み
、

帰
路
に
つ
い
た
。

今
回
の
参
加
者
諸
氏
は
、
次
の
通

り
（
敬
称
略
）

中
井
啓
輔
（
昭
35
経
）
佐
々
木
慧

（
昭
39
経
）
西
川
正
（
昭
45
経
）
杉

本
秋
男
（
昭
48
商
修
）
夏
江
夫
人
、

塗
木
桂
子
（
昭
41
文
）

次
回
各
種
行
事
を
企
画
い
た
し
ま

す
の
で
ご
期
待
下
さ
い
。

（
幹
事
長
　
原
勝
也
・

組
織
委
員
長
　
塗
木
桂
子
）

（
知
多
工
業
　
森
田
敏
二
三
＝
０
５

６
２
―
33
―
５
８
２
２
）

三
保
ヶ
関
部
屋
で
稽
古
見
学

本
物
の
ち
ゃ
ん
こ
を
味
わ
う

京
都
支
部
（
牧
村
史
朗
支
部
長
）

恒
例
の
相
撲
部
屋
朝
稽
古
見
学
と
ち

ゃ
ん
こ
料
理
の
会
が
、
今
年
も
２
月

27
日
に
事
業
委
員
会
主
催
で
開
催
さ

れ
た
。

牧
村
支
部
長
よ
り
手
配
し
て
い
た

だ
い
た
帝
産
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
、
満

席
の
23
人
が
参
加
。
大
阪
市
鶴
見
区

に
あ
る
三
保
ヶ
関
部
屋
に
向
か
っ
た
。

三
保
ヶ
関
親
方(

元
大
関
増
位
山)

の

お
兄
様
で
あ
る
京
都
支
部
の
米
澤
さ

ん
の
お
誘
い
で
、
初
め
て
友
人
と
参

加
し
た
。

親
方
と
同
じ
最
前
列
の
席
で
少
し

緊
張
し
な
が
ら
も
ゆ
っ
く
り
稽
古
を

見
せ
て
頂
き
、
間
近
で
見
た
力
士
の

激
し
い
立
ち
合
い
の
音
や
、
色
白
の

力
士
の
肌
が
み
る
み
る
紅
潮
し
て
ゆ

く
様
子
な
ど
、
聴
覚
、
視
覚
共
に
テ

レ
ビ
中
継
で
は
感
じ
る
こ
と
の
で
き

な
い
予
想
以
上
の
迫
力
に
感
激
し

た
。歌

舞
伎
と
並
ぶ
日
本
の
伝
統
文
化

で
あ
る
相
撲
の
世
界
も
、
華
や
か
で

リ
ッ
チ
な
の
は
ご
く
一
部
の
階
級
だ

そ
う
で
、
十
両
以
上
で
な
い
と
お
給

料
が
貰
え
な
い
事
も
初
め
て
知
っ
た
。

稽
古
見
学
の
後
は
お
楽
し
み
の

「
ち
ゃ
ん
こ
タ
イ
ム
」。
さ
っ
き
ま
で

の
緊
張
感
あ
ふ
れ
る
激
し
い
稽
古
を

終
え
た
ば
か
り
の
力
士
た
ち
が
笑
顔

で
ち
ゃ
ん
こ
の
給
仕
を
し
て
く
れ
て
、

嬉
し
い
や
ら
申
し
訳
な
い
や
ら
、
そ

ん
な
気
持
ち
で
相
撲
部
屋
の
本
物
の

ち
ゃ
ん
こ
を
味
わ
っ
た
。
取
材
に
来

て
い
た
記
者
が
偶
然
関
大
Ｏ
Ｂ
と
わ

か
り
、
思
わ
ぬ
交
流
も
生
ま
れ
て
和

や
か
な
ひ
と
時
で
あ
っ
た
。

同
席
し
て
下
さ
っ
た
三
保
ヶ
関
親

方
は
、
今
年
定
年
を
迎
え
る
最
後
の

大
阪
場
所
だ
そ
う
で
、
参
加
者
全
員

で
あ
る
が
、
い
つ
も
10
代
の
若
い
客

層
が
殆
ど
で
、
今
回
の
よ
う
に
年
配

層
、
し
か
も
Ｏ
Ｂ
の
前
で
の
出
演
は

初
め
て
と
の
こ
と
で
「
い
い
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。」
と
戸
惑
い
の
感
想
だ

っ
た
。
い
つ
も
の
様
に
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
等
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、

１
年
ぶ
り
の
楽
し
い
再
会
時
間
を
過

ご
し
た
。

（
幹
事
長
　
松
井
信
幸
）

（
時
田
耕
路
＝
０
５
９
８
―
26
―
７

２
０
９
）

旅
ク
ラ
ブ
（
仮
称
）
が
発
足

次
回
行
事
企
画
に
乞
ご
期
待

３
月
19
日
、
愛
知
支
部
（
森
田
敏

二
三
支
部
長
）
は
、
塗
木
組
織
委
員

長
の
発
案
で
伊
勢
志
摩
観
光
旅
行
を

行
っ
た
。

初
日
は
賢
島
英
虞
湾
め
ぐ
り
遊
覧

船
（
エ
ス
パ
ー
ニ
ャ
ク
ル
ー
ズ
）
に
乗

船
。
志
摩
観
光
ホ
テ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク

で
一
泊
。
極
上
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
を

味
わ
っ
た
。

翌
日
、
伊
勢
神
宮
参
拝
、
お
か
げ
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最
後
に
訪
れ
た
塔
頭
は
桂
春
院
で
、

落
ち
着
い
た
風
情
の
庭
園
を
見
学
。

10
万
坪
の
境
内
の
一
部
に
す
ぎ
な
い

が
、
相
当
歩
き
疲
れ
て
き
た
と
こ
ろ

で
料
理
屋
「
あ
わ
津
」
に
て
懇
親
昼

食
会
。

牧
村
支
部
長
の
挨
拶
の
後
、
美
味

し
い
食
事
を
い
た
だ
き
昔
話
や
健
康

の
話
に
花
が
咲
き
、
米
澤
委
員
長
の

弟
、
増
位
山
関
の
新
曲
の
Ｃ
Ｄ
や
相

撲
の
番
付
が
当
た
る
く
じ
引
き
も
あ

り
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
た
。

（
新
原
博
喜
　
昭
43
学
工
）

早
く
も
10
回
目
の
例
会
に

業
務
分
担
で
役
員
3
人
増
員

三
カ
月
に
一
度
の
京
都
支
部
カ
ラ

オ
ケ
同
好
会
の
集
い
が
、
２
月
20
日

に
例
会
場
の
カ
ラ
オ
ケ
レ
イ
ン
ボ
ー

河
原
町
で
開
か
れ
17
人
の
出
席
を
頂

い
た
。
早
い
も
の
で
も
う
10
回
目
で

あ
る
。
水
曜
日
に
変
更
し
た
の
で
参

加
し
や
す
く
な
っ
た
と
い
う
方
が
大

勢
お
ら
れ
、
会
場
オ
ー
プ
ン
の
４
時

過
ぎ
に
は
４
〜
５
人
の
方
が
来
ら
れ

て
い
た
そ
う
だ
。

会
員
は
28
人
と
な
り
、
業
務
を
分

担
す
る
と
い
う
こ
と
で
今
回
か
ら
新

し
い
役
員
が
３
人
増
え
た
。
会
員
も

ま
だ
ま
だ
増
え
そ
う
だ
が
、
女
性
の

参
加
が
望
ま
れ
る
。
フ
ロ
ア
ー
も
広

い
の
で
ダ
ン
ス
も
や
っ
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

次
回
５
月
22
日
は
第
２
回
目
の
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
決
定
戦
が
行
わ
れ
る
。

連
覇
を
狙
う
者
、
次
は
自
分
と
虎
視

眈
々
と
狙
う
者
、
そ
れ
ぞ
れ
胸
に
秘

め
て
練
習
し
て
い
る
。
予
選
通
過
、

決
勝
進
出
者
５
人
に
は
順
位
に
よ
り

さ
さ
や
か
な
が
ら
景
品
も
出
る
。
入

会
、
大
会
参
加
希
望
の
方
は
倉
田
幹

事
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
規
約

な
ど
の
案
内
を
送
り
ま
す
。

（
会
長
　
井
口
俊
博
）

（
倉
田
幹
事
＝
０
９
０
―
３
９
９
３

―
６
０
５
０
）

地
元
活
性
化
に
も
協
力
を

支
部
発
足
25
周
年
祝
う

三
田
支
部
（
今
垣
享
支
部
長
）
は

１
月
25
日
、
三
田
ホ
テ
ル
で
総
会
・

懇
親
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者
約
40

人
が
物
故
者
に
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、

全
員
で
学
歌
を
斉
唱
。

挨
拶
に
立
っ
た
今
垣
支
部
長
は

「
三
田
支
部
は
発
足
25
周
年
を
迎
え

た
。
ま
す
ま
す
発
展
す
る
よ
う
会
員

増
加
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
元
三

田
市
の
活
性
化
の
た
め
に
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ

と
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
の
写
真
撮
影
に
も

応
じ
て
下
さ
っ
た
。
素
敵
だ
っ
た
大

関
増
位
山
時
代
が
思
い
出
さ
れ
、
お

土
産
に
新
曲
の
サ
イ
ン
入
り
Ｃ
Ｄ
ま

で
頂
き
感
激
の
１
コ
マ
だ
っ
た
。

（
昭
56
学
文
　
江
野
俊
江
）

（
大
西
康
治
＝
０
７
５
―
６
９
１
―

３
５
１
３
）

臨
済
宗
・
妙
心
寺
を
訪
ね
る

懇
親
昼
食
会
は
「
あ
わ
津
」

秋
雨
と
紅
葉
の
京
都
。
11
月
11

日
、
京
都
支
部
恒
例
の
事
業
委
員
会

主
催
「
歴
史
街
道
を
歩
く
会
」
が
開

催
さ
れ
、
14
人
の
校
友
が
参
加
し

た
。今

回
は
右
京
区
花
園
、
名
刹
臨
済

宗
妙
心
寺
を
訪
ね
た
。
ま
ず
、
大
本

山
妙
心
寺
塔
頭
の
退
蔵
院
で
、
禅
問

答
の
「
瓢
鮎
図
」
で
「
ひ
ょ
う
た
ん

で
な
ま
ず
を
つ
か
ま
え
る
」
を
考
え
、

庭
園
の
紅
葉
を
眺
め
な
が
ら
抹
茶
を

楽
し
ん
だ
。
塔
頭
と
は
禅
寺
で
、
祖

師
や
大
寺
、
名
刹
の
高
僧
の
死
後
、

そ
の
弟
子
が
師
の
徳
を
慕
っ
て
建
て

た
小
院
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
立
派
な
寺

院
の
建
物
と
庭
園
を
有
し
、
妙
心
寺

の
広
大
な
境
内
に
は
40
余
も
あ
る
。

次
に
妙
心
寺
の
法
堂
の
天
井
図

「
人
方
睨
み
の
龍
」
を
見
学
。
東
西

南
北
、
見
る
位
置
に
よ
っ
て
怖
い
龍

に
な
っ
た
り
優
し
い
龍
に
な
っ
た
り
。

な
か
な
か
味
わ
い
深
い
龍
の
図
だ
っ

た
。
龍
に
睨
ま
れ
た
後
、
「
浴
室
、

明
智
風
呂
」
へ
案
内
さ
れ
た
。
今
で

言
え
ば
サ
ウ
ナ
で
あ
ろ
う
。

た
。昨

年
暮
れ
の
衆
議
院
選
挙
で
初
当

選
（
比
例
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
）
し
た
日

本
維
新
の
会
・
三
木
圭
恵
氏
、
三
田

市
在
住
で
昨
年
10
月
に
関
大
理
事
長

に
選
任
さ
れ
た
池
内
啓
三
氏
、
昨
年

４
月
に
北
摂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
セ

ン
タ
ー
社
長
に
就
任
し
た
東
徹
志
氏

ら
も
出
席
。
同
支
部
発
足
25
周
年
を

記
念
し
て
母
校
か
ら
招
い
た
応
援
団

副
団
長
・
天
野
翔
太
君
（
経
３
）
の

リ
ー
ド
で
学
歌
や
逍
遙
歌
を
歌
い
、

学
生
時
代
に
思
い
を
馳
せ
た
。

（
浜
田
善
輝
）

（
今
垣
享
＝
０
７
９
―
５
６
３
―
５

５
７
８
）

校
友
・
現
役
1
0
0
人
参
加

各
方
面
で
活
躍
の
校
友
紹
介

24
年
度
芦
屋
支
部
（
直
林
法
廣

支
部
長
）
総
会
が
、
２
月
２
日
に
市
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内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
校
友
・

現
役
学
生
約
１
０
０
人
が
参
加
し
、

校
友
同
士
が
交
流
を
深
め
、
母
校
へ

の
思
い
を
い
っ
そ
う
強
く
し
た
。

総
会
で
は
、
学
歌
斉
唱
後
、
直
林

支
部
長
の
挨
拶
、
そ
し
て
寺
内
校
友

会
長
か
ら
も
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

第
２
部
の
懇
親
会
で
は
、
各
方
面
で

活
躍
し
て
い
る
校
友
・
現
役
生
が
紹

介
さ
れ
、
私
も
お
お
い
に
刺
激
を
受

け
た
。
会
場
各
所
で
世
代
間
の
隔
た

り
を
越
え
て
先
輩
・
後
輩
と
し
て
会

話
が
は
ず
み
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
。芦

屋
支
部
の
特
長
は
、
現
役
学

生
・
若
手
校
友
が
多
数
参
加
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
平
成
20
年
卒
業
の

私
も
、
今
年
は
懇
親
会
恒
例
の
抽
選

会
の
司
会
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
毎
年
、
若
手
校
友
そ
れ
ぞ
れ
が

役
割
を
担
い
、
芦
屋
支
部
の
一
員
と

し
て
支
部
総
会
に
参
加
し
て
い
る
。

の
文
化
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
宮
司

の
考
え
方
を
明
示
さ
れ
た
。

藤
井
寺
は
、
古
代
の
一
時
期
、
日

本
文
化
の
中
心
地
で
あ
っ
た
が
、
菅

原
道
真
公
ゆ
か
り
の
道
明
寺
天
満
宮

が
、
そ
の
文
化
を
支
え
て
き
た
大
き

な
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
考

え
る
と
、
宮
司
の
講
演
内
容
を
過
去

の
歴
史
と
し
て
学
び
と
り
、
貴
重
な

も
の
と
し
て
受
け
と
め
て
、
そ
れ
を

未
来
に
生
か
す
こ
と
に
よ
り
、
今
後

の
生
き
方
の
指
針
に
し
た
い
も
の
と

考
え
た
。

総
会
は
、
学
歌
斉
唱
、
國
下
支
部

長
の
挨
拶
に
続
き
、
田
中
義
昭
校
友

会
副
会
長
か
ら
母
校
の
近
況
報
告
等

の
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。
議
案
は
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

懇
親
会
で
は
、
各
支
部
の
近
況
等
が

紹
介
さ
れ
、
和
や
か
で
楽
し
い
雰
囲

気
の
内
に
逍
遙
歌
を
歌
い
上
げ
、
滞

り
な
く
終
了
し
た
。

（
副
支
部
長
　
山
田
正
雄
）

（
技
建
設
計
・
本
間
敏
司
＝
06
―
６

５
３
３
―
５
１
４
５
）

府
民
の
森
緑
の
文
化
園
で

鍋
を
囲
み
和
や
か
に
懇
親

四
條
畷
支
部
（
櫻
井
孝
雄
支
部

長
）
の
25
年
度
総
会
を
、
３
月
24
日

に
市
内
の
「
心
安
ら
ぐ
森
の
リ
ゾ
ー

ト
ア
イ
・
ア
イ
・
ラ
ン
ド
」
で
開
催

し
た
。

本
部
の
田
中
義
昭
副
会
長
は
じ
め

近
隣
５
支
部
の
来
賓
を
含
め
25
人
が

参
加
。

第
１
部
総
会
は
、
学
歌
斉
唱
で
始

ま
り
、
櫻
井
支
部
長
が
怪
我
で
入
院

の
た
め
支
部
長
代
行
の
三
木
宏
副
支

部
長
が
挨
拶
、
来
賓
代
表
で
田
中
校

友
会
副
会
長
の
母
校
の
近
況
に
つ
い

て
、
１
月
26
日
の
臨
時
代
議
員
会
で

寺
内
俊
太
郎
会
長
が
再
任
、
今
年
の

受
験
者
数
の
増
加
、
海
外
活
動
の
動

向
な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。

引
き
続
き
議
事
に
入
り
、
24
年
度

総
会
に
参
加
し
て
わ
か
っ
た
こ
と

は
、
関
西
大
学
の
同
窓
と
い
う
だ
け

で
、
年
次
に
関
係
な
く
温
か
く
迎
え

て
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

諸
先
輩
方
と
の
交
流
の
な
か
で
、
先

輩
方
あ
っ
て
の
今
の
関
西
大
学
で
あ

り
、
私
た
ち
が
い
る
こ
と
を
再
認
識

し
た
。

懇
親
会
の
最
後
は
、
全
員
で
肩
を

組
み
、
逍
遙
歌
を
歌
い
母
校
へ
の
思

い
を
深
め
合
っ
た
。

（
平
20
経
　
土
井
継
人
）

（
依
藤
健
史
＝
０
７
９
７
―
23
―
７

０
０
４
）

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
料
理
店
で

第
4
回
女
子
会
を
開
催

３
月
17
日
、
第
４
回
芦
屋
支
部

女
子
会
が
Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
近
く
の
バ
リ

ラ
グ
ー
ン
で
開
催
さ
れ
た
。
前
回
か

ら
引
き
続
き
６
人
全
員
で
の
参
加
だ

っ
た
。
店
内
に
入
る
と
異
国
情
緒
た

っ
ぷ
り
で
、
道
路
沿
い
で
あ
る
こ
と

を
す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
う
よ
う
な

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
料
理
店
だ
。

ス
タ
ッ
フ
も
気
さ
く
な
外
国
人
で
、

お
料
理
も
ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り
だ

っ
た
。
お
店
の
オ
ー
ナ
ー
の
方
が
関

大
出
身
の
ご
縁
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら

も
色
ん
な
シ
ー
ン
に
使
わ
せ
て
頂
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

女
子
会
は
今
回
で
４
回
目
に
な
る

が
、
変
わ
ら
ず
楽
し
い
懇
親
会
だ
っ

た
。
母
校
や
校
友
へ
の
熱
い
想
い
や
、

更
な
る
支
部
の
発
展
や
女
子
メ
ン
バ

ー
を
今
以
上
に
増
や
す
た
め
の
方
法

な
ど
議
論
が
白
熱
し
、
あ
っ
と
い
う

間
に
時
間
は
過
ぎ
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
場
を
設
け
て
頂
い
た

お
か
げ
で
、
次
回
の
女
子
会
で
は
新

た
に
２
人
が
加
わ
る
予
定
だ
。
こ
れ

か
ら
も
ど
ん
ど
ん
交
流
の
輪
を
広
げ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

（
平
20
総
情
　
平
田
智
子
）

道
明
寺
天
満
宮
宮
司
が
講
演

古
代
文
化
中
心
地
の
藤
井
寺

12
月
15
日
、
道
明
寺
天
満
宮
・

天
寿
殿
で
、
来
賓
・
会
員
合
わ
せ
て

25
人
の
出
席
を
得
て
藤
井
寺
支
部

（
國
下
和
男
支
部
長
）
総
会
を
開
催

し
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
南
坊
城
充
興
天

満
宮
宮
司
か
ら
「
日
本
文
化
に
つ
い

て
」
と
題
す
る
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

宮
司
は
、
皇
室
の
宮
家
の
存
在
意
義

や
、
正
月
に
ま
つ
わ
る
事
始
め
の
行

事
等
の
四
季
折
々
の
具
体
的
な
事
実

に
つ
い
て
、
そ
の
今
昔
の
移
り
変
わ

り
状
況
を
詳
し
く
説
明
さ
れ
、
日
本

〈各地支部だより〉
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部
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
立
ち
上
げ
を

支
部
長
か
ら
提
案
す
る
こ
と
を
確
認

し
た
。

多
く
の
支
部
校
友
の
ご
参
加
を
お

願
い
す
る
次
第
で
す
。

（
支
部
長
　
中
尾
達
夫
）

（
中
尾
達
夫
＝
０
７
２
―
９
９
８
―

３
５
２
６
）

活
動
報
告
、
会
計
報
告
、
会
計
監
査

報
告
が
承
認
さ
れ
た
。
25
年
度
の
活

動
計
画
案
、
予
算
案
に
つ
い
て
も
同

様
に
承
認
さ
れ
た
。

第
２
部
懇
親
会
は
、
集
合
写
真
の

後
、
紅
一
点
で
あ
る
瓜
生
照
代
幹
事

（
昭
55
文
）
の
司
会
で
始
ま
り
、
橋
本

昇
治
氏
（
昭
35
経
）
の
音
頭
で
乾
杯
。

春
と
は
言
え
ま
だ
ま
だ
肌
寒
い
中
、

「
寄
せ
鍋
」
を
囲
ん
で
の
和
や
か
な
ひ

と
時
を
過
ご
し
た
。

（
副
支
部
長
　
三
木
宏
）

（
櫻
井
孝
雄
＝
０
７
２
―
８
７
６
―

０
８
３
６
）

総
会
に
向
け
役
員
会
開
催

Ｆ
Ｂ
立
ち
上
げ
を
提
案
へ

年
度
末
を
迎
え
た
３
月
30
日
、
八

尾
支
部
（
中
尾
達
夫
支
部
長
）
は
支

部
の
活
動
拠
点
で
あ
る
、
八
尾
市
市

民
活
動
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ

ー
で
役
員
会
を
開
催
し
た
。

ま
ず
25
年
度
支
部
総
会
は
６
月
16

日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
受
付
、
11

時
開
会
、
場
所
を
八
尾
市
文
化
会
館

（
プ
リ
ズ
ム
ホ
ー
ル
）
で
開
催
し
、
懇

親
会
費
６
０
０
０
円
を
確
認
し
た
。

そ
し
て
、
24
年
度
事
業
報
告
・
決

算
報
告
、
25
年
度
事
業
計
画
案
・

予
算
案
、
支
部
役
員
改
選
、
総
会
式

次
第
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
実
施
な

ど
を
協
議
。
ま
た
、
総
会
の
場
で
支

印
象
的
だ
っ
た
。

第
３
部
懇
親
会
で
は
、
来
賓
の
寺

内
校
友
会
長
、
池
内
理
事
長
、
吉
田

副
学
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
次

に
各
支
部
支
部
長
か
ら
支
部
の
近

況
・
活
動
報
告
が
な
さ
れ
た
。

そ
し
て
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
の
は
、

や
は
り
逍
遙
歌
。
和
や
か
な
ム
ー
ド

が
支
配
し
て
い
た
会
場
の
雰
囲
気
が

一
変
し
熱
く
な
る
。
参
加
校
友
全
員

が
輪
に
な
り
、
中
心
で
平
野
支
部
大

江
正
則
副
支
部
長
が
、
腕
を
強
く
大

き
く
振
り
指
揮
を
執
る
。
１
６
０
人

の
大
合
唱
の
熱
の
冷
め
や
ら
ぬ
中
、

前
田
正
副
会
長
の
大
阪
締
め
で
終
宴

と
な
っ
た
。（
平
野
支
部
　
長
野
隆
哉
）

再
開
第
3
回
目
総
会
開
く

山
田
氏
か
ら
支
部
の
経
歴

天
王
寺
支
部
（
北
原
正
浩
支
部

長
）
は
、
再
開
第
３
回
目
の
総
会
を

２
月
16
日
、
ア
ウ
ィ
ー
ナ
大
阪
で
初

参
加
者
も
含
め
27
人
が
参
加
し
て
開

今
後
の
防
災
対
策
で
新
た
な
視
点

河
田
惠
昭
教
授
の
講
演
に
聞
き
入
る

２
月
18
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
オ

タ
ニ
大
阪
で
大
阪
市
内
支
部
連
合
会

（
田
中
義
信
会
長
・
大
阪
市
内
の
24

支
部
、
大
阪
府
庁
秀
麗
会
、
み
お
つ

く
し
葦
の
葉
会
、
大
阪
国
税
秀
麗

会
、
女
子
秀
麗
会
に
よ
る
構
成
）
の

総
会
が
、
約
１
６
０
人
の
参
加
を
得

て
開
催
さ
れ
た
。

第
１
部
総
会
は
、
馬
淵
純
一
長
柄

会
幹
事
長
指
揮
に
よ
る
学
歌
斉
唱
で

開
会
。
議
事
の
審
議
、
進
行
は
田
中

会
長
が
行
い
、
事
業
報
告
と
し
て
、

15
に
及
ぶ
支
部
総
会
へ
の
出
席
を
は

じ
め
、
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
な
ど
、

充
実
し
た
活
動
内
容
が
報
告
さ
れ

た
。ま

た
、
本
年
は
役
員
改
選
期
で
あ

り
、
会
長
に
田
中
義
信
、
副
会
長
に

は
伊
藤
晃
充
、
米
谷
晴
生
、
武
智
虎

義
、
前
田
正
の
各
氏
が
再
選
。
新
た

に
宮
腰
健
次
氏
が
選
任
さ
れ
た
。
会

計
に
高
木
忠
雄
氏
、
監
事
に
福
島
嘉

雄
氏
が
再
選
さ
れ
、
仁
井
ひ
ろ
み
氏

が
新
た
に
選
任
さ
れ
た
。
任
期
は
２

年
間
。

第
２
部
で
は
、
河
田
惠
昭
社
会
安

全
学
部
教
授
に
よ
る
「
我
が
国
に
お

け
る
今
後
の
防
災
対
策
」
と
題
す
る

講
演
を
い
た
だ
い
た
。「
常
に
最
悪
の

シ
ナ
リ
オ
を
想
定
し
て
対
策
す
べ

し
」、「
ど
う
し
た
ら
守
れ
る
か
で
は

な
く
、
ど
う
す
れ
ば
破
壊
で
き
る
か

と
い
う
観
点
か
ら
対
策
す
べ
し
」
と

の
新
た
な
視
点
に
は
感
動
さ
え
覚
え

る
ほ
ど
。
参
加
者
の
真
剣
な
表
情
が
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気
合
充
分
、
激
し
い
ぶ
つ
か
り
合

い
に
圧
倒
さ
れ
る
！
稽
古
後
は
、
ま

さ
に
美
味
た
る
ち
ゃ
ん
こ
も
頂
戴
し
、

西
山
幹
事
長
以
下
全
員
が
感
動
し

た
。関

大
に
も
伝
わ
る
相
撲
甚
句
、
そ

の
世
界
を
垣
間
見
た
１
日
だ
っ
た
。

（
副
幹
事
長
　
河
野
賢
治
）

（
西
山
正
明
＝
06
―
６
４
７
４
―
８

５
８
７
）

上
田
先
輩
の
詩
吟
に
拍
手

3
回
目
の
マ
イ
ス
ピ
ー
チ

３
月
21
日
、
ふ
う
ふ
や
で
鶴
見
支

部
（
迫
匡
支
部
長
）
交
流
会
を
開
催

し
た
。

迫
支
部
長
（
40
商
）
か
ら
、
ス
プ

リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
つ
る
み

de
遊
ぼ
う
よ
」
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

は
「
歌
を
メ
イ
ン
に
し
て
遊
び
ま
し

ょ
う
」
の
説
明
が
あ
っ
た
。

そ
の
席
で
、
支
部
校
友
へ
の
年
１

回
発
行
の
「
鶴
見
支
部
ニ
ュ
ー
ス
２

０
１
３
」
の
協
賛
広
告
を
募
っ
た
と

会
が
、
３
月
１
日
、
西
区
の
徐
園

（
中
華
料
理
店
）
で
行
わ
れ
た
。

関
大
出
身
の
弁
理
士
35
人
が
参
加

し
た
他
、
寺
内
校
友
会
長
他
に
も
参

加
頂
い
た
。

本
年
は
、
５
人
の
合
格
者
が
参
加

し
、
校
友
会
長
か
ら
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
た
。
合
格
者
ら
は
、
先
輩
弁
理

士
達
と
打
ち
解
け
て
話
し
、
仕
事
に

つ
い
て
の
心
構
え
や
、
遊
び
に
つ
い

て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。

福
引
等
の
余
興
で
盛
り
上
が
り
、

楽
し
い
雰
囲
気
の
中
、
全
員
で
肩
を

組
ん
で
逍
遙
歌
を
合
唱
し
、
お
開
き

と
な
っ
た
。

（
藤
田
　
隆
）

（
パ
ト
リ
オ
特
許
事
務
所
気
付
＝
06

―
６
２
５
１
―
３
７
１
７
）

年
代
順
に
入
社
校
友
紹
介

定
年
の
石
井
さ
ん
に
花
束

春
の
息
吹
が
間
近
に
迫
る
２
月
19

日
、
竹
中
工
務
店
葦
の
葉
会
（
岩
井

こ
ろ
、
早
速
８
人
の
方
よ
り
11
口
５

万
５
０
０
０
円
が
集
ま
っ
た
。

行
事
等
の
連
絡
の
あ
と
、
３
回
目

の
マ
イ
ス
ピ
ー
チ
。
今
夜
の
ス
ピ
ー

カ
ー
は
上
田
正
紀
副
支
部
長
（
37

商
、
上
孝
木
材
商
店
代
表
取
締
役
）。

生
ま
れ
は
皇
紀
２
６
０
０
年
（
昭
和

15
年
）
の
正
月
で
、
正
紀
と
名
づ
け

ら
れ
た
こ
と
に
始
ま
り
、
延
々
40
分

余
り
、
途
中
で
一
杯
飲
み
な
が
ら
の

熱
弁
が
続
い
た
。
最
後
に
、
父
親
が

詩
吟
の
宗
家
で
も
あ
っ
た
関
係
で
、

師
範
免
状
を
取
得
し
、
家
業
の
傍
ら

２
８
６
人
の
お
弟
子
さ
ん
の
指
導
に

務
め
た
と
話
さ
れ
、
詩
吟
を
ご
披
露

戴
い
た
。

（
幹
事
長
　
南
畑
吉
是
）

（
迫
　
匡
＝
06
―
６
９
６
１
―
７
３

６
３
）

5
人
の
合
格
者
が
参
加

校
友
会
長
か
ら
記
念
品

弁
理
士
関
大
会
（
鳥
居
和
久
会

長
）
の
定
例
総
会
及
び
合
格
者
祝
賀

克
友
会
長
）
の
２
０
１
３
年
総
会

が
、
ホ
テ
ル
阪
神
で
田
中
義
昭
校
友

会
副
会
長
ら
を
来
賓
に
迎
え
て
開
催

さ
れ
、
50
人
近
い
校
友
が
参
加
し

た
。岩

井
会
長
（
52
法
）
か
ら
開
会
を

宣
言
。
来
賓
の
田
中
校
友
会
副
会

長
、
藤
井
榮
二
顧
問
弁
護
士
か
ら
挨

拶
を
い
た
だ
い
た
の
ち
、
吉
田
良
輔

副
会
長
（
57
法
）
に
よ
る
乾
杯
の
発

声
に
よ
り
宴
が
ス
タ
ー
ト
。
高
野
健

治
さ
ん
（
平
10
商
）
の
司
会
進
行
で

会
は
和
や
か
に
進
め
ら
れ
た
。

恒
例
と
な
っ
た
竹
内
丈
久
さ
ん

（
平
７
経
）
に
よ
る
母
校
報
告
。
キ

ャ
ン
パ
ス
の
整
備
に
伴
い
、
昭
和
26

年
竣
工
の
関
西
大
学
幼
稚
園
を
皮
切

り
と
し
て
、
各
学
舎
等
が
建
築
さ
れ

た
年
代
順
に
、
当
社
に
入
社
し
た
校

友
の
紹
介
が
さ
れ
、
次
に
昨
春
入
社

の
新
入
社
員
３
人
の
自
己
紹
介
を
行

っ
た
。

引
き
続
き
、
小
谷
翼
さ
ん
（
平
17

修
建
）
の
進
行
に
よ
る
ゲ
ー
ム
大
会

催
し
た
。

谷
幹
事
長
の
司
会
で
、
学
歌
斉

唱
、
黙
祷
に
続
き
北
原
支
部
長
か
ら

会
計
報
告
と
支
部
の
校
友
が
８
３
０

人
に
な
っ
た
等
の
報
告
が
あ
っ
た
。

続
い
て
支
部
役
員
と
来
賓
の
紹
介

の
後
、
来
賓
を
代
表
し
田
中
組
織
副

部
長
の
祝
辞
と
、
校
友
会
本
部
の
報

告
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
山
田
顧
問
か
ら
歴
代
支

部
長
、
役
員
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
天

王
寺
支
部
の
経
歴
を
お
話
し
い
た
だ

い
た
。

懇
親
会
に
移
り
、
伊
藤
大
阪
中
央

支
部
長
の
乾
杯
の
発
声
で
開
宴
。
互

い
名
刺
の
交
換
や
学
生
時
代
の
話
題

で
に
ぎ
や
か
な
交
流
と
な
っ
た
。
参

加
者
の
自
己
紹
介
が
あ
り
、
小
西
顧

問
か
ら
は
「
校
友
会
本
部
は
各
支
部

の
現
況
を
理
解
さ
れ
、
常
日
頃
の
付

き
合
い
を
大
切
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
要
望
さ
れ
た
。

児
島
校
友
の
リ
ー
ド
で
逍
遙
歌
を

歌
い
、
北
原
支
部
長
差
し
入
れ
の
山

本
校
友
が
経
営
す
る
昌
月
堂
謹
製
の

校
章
入
り
の
饅
頭
を
手
土
産
に
散
会

し
た
。

（
北
原
正
浩
）

（
北
原
正
浩
＝
06
―
６
７
７
１
―
９

７
８
９
）

大
阪
場
所
初
日
の
朝
稽
古
へ

美
味
し
い
ち
ゃ
ん
こ
も
頂
戴

３
月
10
日
、
西
淀
川
支
部
（
沢
勲

支
部
長
）
は
、
ま
さ
に
大
阪
場
所
初

日
に
望
む
熱
気
溢
れ
る
高
砂
部
屋
の

朝
稽
古
を
見
学
し
た
。
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経
済
の
上
昇
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る

と
思
わ
れ
る
10
項
目
の
危
惧
を
説

明
、
そ
し
て
、
経
済
の
活
性
化
策
と

し
て
民
間
企
業
の
独
創
的
な
ア
イ
デ

ア
を
紹
介
し
た
。
最
後
に
「
シ
エ
ー

ル
革
命
で
世
界
の
政
治
が
変
わ
り
、

世
界
の
軍
備
、
安
全
保
障
シ
ス
テ
ム

が
変
化
す
る
。
そ
の
時
の
日
本
の
立

場
を
描
い
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
」
と
結
ん
だ
。

田
合
代
表
幹
事
の
お
礼
の
言
葉
の

後
、
懇
親
会
は
、
畑
下
辰
典
名
誉
顧

問
の
乾
杯
の
音
頭
で
始
ま
り
、
特
別

参
加
の
大
山
啓
一
コ
ニ
シ
（
株
）
ボ

ン
ド
営
業
本
部
建
築
事
業
部
事
業
部

長
、
小
川
哲
男
（
株
）
小
川
不
動
産

鑑
定
事
務
所
代
表
取
締
役
、
竹
内

丈
久
（
株
）
竹
中
工
務
店
大
阪
営
業

部
課
長
代
理
が
紹
介
さ
れ
た
。
メ
ン

バ
ー
和
気
藹
藹
の
懇
談
の
中
、
栗
原

照
次
郎
副
会
長
（
35
学
商
）
の
閉
会

の
挨
拶
に
て
散
会
し
た
。

（
代
表
幹
事
　
田
合
邦
臣
）

で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
会
の
終
わ

り
に
、
こ
の
春
に
定
年
を
迎
え
る
石

井
克
憲
さ
ん
（
53
修
建
）
に
、
後
輩

校
友
を
代
表
し
て
大
西
愛
さ
ん
（
平

24
社
）
か
ら
花
束
が
贈
呈
さ
れ
、
和

や
か
に
先
輩
の
定
年
を
祝
っ
た
。

最
後
に
、
母
校
体
育
会
剣
道
部
の

現
役
コ
ー
チ
を
務
め
る
河
原
寛
さ
ん

（
平
３
社
）
の
口
上
で
逍
遙
歌
を
斉

唱
、
河
野
修
副
会
長
（
57
法
）
の
大

阪
締
め
「
打
ー
ち
ま
ひ
ょ
、
も
ひ
と

つ
せ
ぇ
、
祝
う
て
三
度
」
で
、
盛
会

の
う
ち
に
終
了
し
た
。

（
藤
本
直
樹
・
平
5
法
）

（
竹
中
工
務
店
総
務
部
＝
06
―
６
２

６
３
―
５
７
０
１
）

今
年
の
経
済
見
通
し
で

宮
本
教
授
の
講
演
聞
く

経
済
人
ク
ラ
ブ
（
西
村
太
一
会

長
）
第
１
９
８
回
例
会
は
、
２
月
25

日
に
大
阪
新
阪
急
ホ
テ
ル
で
、
本
間

敏
司
氏
（
若
手
会
代
表
幹
事
、
61
学

工
）
の
司
会
で
開
催
さ
れ
た
。

稲
田
昌
三
副
会
長
（
34
学
文
）
の

開
会
挨
拶
の
後
、
宮
本
勝
浩
会
計
専

門
職
大
学
院
教
授
に
「
２
０
１
３
年

の
日
本
経
済
、
関
西
経
済
の
見
通

し
」
と
題
し
て
講
演
い
た
だ
い
た
。

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
の
説
明
か
ら

論
を
起
こ
し
た
宮
本
先
生
は
、「
自

公
政
権
は
景
気
回
復
を
最
優
先
事
項

と
考
え
て
い
る
」
な
ど
、
今
年
の
関

西
・
日
本
経
済
が
上
昇
す
る
と
考
え

ら
れ
る
７
つ
の
理
由
を
解
説
。
続
い

て
、
電
力
供
給
不
足
の
可
能
性
な
ど

（
校
友
会
事
務
局
気
付
＝
06
―
６
３

６
８
―
０
０
４
１
）

「
泣
く
子
も
ほ
め
る
」
達
人

西
村
貴
好
校
友
が
講
演

経
済
人
ク
ラ
ブ
不
動
産
・
建
築
部

会
【
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｃ
】（
川
端
康
平
部
会

長
）
の
第
11
回
勉
強
会
が
、
経
済
人

ク
ラ
ブ
若
手
会
と
の
合
同
交
流
会
と

し
て
２
月
８
日
に
ホ
テ
ル
阪
急
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
催
さ
れ
た
。

勉
強
会
に
は
59
人
が
参
加
し
、

「
泣
く
子
も
ほ
め
る
！
」
ほ
め
る
達

人
・
西
村
貴
好
氏
を
講
師
に
招
き
、

『
会
社
で
使
え
る
「
ほ
め
グ
セ
」
魔
法

の
方
法
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
い

た
だ
い
た
。

西
村
氏
は
関
西
大
学
卒
業
後
、
ほ

め
る
調
査
会
社
「C

's

」
創
業
。
ほ

め
る
仕
組
み
で
組
織
を
活
性
化
。
２

０
１
０
年
か
ら
「
ほ
め
達
！
」
検
定

を
ス
タ
ー
ト
。
現
在
、
日
本
ほ
め
る

達
人
協
会
代
表
理
事
。
橋
下
前
知

事
が
、
大
阪
府
の
調
査
を
２
年
連
続

で
依
頼
。
そ
の
様
子
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が

「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
」
で
全
国
放

送
。
そ
の
他
Ｔ
Ｖ
出
演
多
数
等
々
の

人
気
講
師
。

本
日
の
目
的
は
、
皆
さ
ん
に
「
ほ

め
達
」
に
な
っ
て
い
た
だ
く
と
述
べ

ら
れ
、
会
場
全
体
を
巻
き
込
み
、
参

加
者
は
、
時
に
真
剣
、
時
に
笑
い
な

が
ら
、
西
村
氏
の
話
し
に
聞
き
入
っ

て
い
た
。

「
人
を
幸
せ
に
す
る
人
が
、
も
っ

と
も
幸
せ
に
な
る
」
と
述
べ
ら
れ
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
み
な
ら
ず
、
生
き
方
に

ま
で
及
ぶ
、
た
い
へ
ん
有
意
義
な
講

演
だ
っ
た
。

中
で
も
「
ほ
め
達
の
口
癖
３
Ｓ
＋

１
」
は
、
そ
の
後
の
懇
親
会
に
お
い

て
も
、
何
人
も
の
人
が
早
速
使
っ
て

い
た
。
続
く
懇
親
会
は
、
田
中
義
信

大
阪
市
内
支
部
連
合
会
会
長
の
乾
杯

の
音
頭
で
始
ま
り
、
大
先
輩
か
ら
現

役
の
関
大
生
、
関
大
校
友
で
も
あ
る

講
師
の
西
村
氏
ま
で
、
59
人
の
参
加

者
が
互
い
に
交
流
を
深
め
た
。

な
お
、
勉
強
会
の
様
子
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
る
の
で
、

『
関
西
大
学
経
済
人
ク
ラ
ブ
』
で
検

索
し
て
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
副
幹
事
長
　
石
田
信
也
・
昭
60
工
）

（
不
動
産
･
建
築
部
会
事
務
局
　
藤

田
喜
枝
・
苦
楽
園
司
法
書
士
事
務

所
＝
０
７
９
８
―
31
―
６
８
６
２
）

メ
ー
ル

u
g
7y
-fjt@

asah
i-n
et.or.

jp

特
許
番
号
第
2
5
3
5
6
7
4
号
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（
近
藤
正
昭
）

（
西
田
幸
弘
＝
06
―
６
６
７
２
―
２

５
９
６
）

北
川
参
議
院
議
員
が
講
演

新
会
長
に
は
吉
田
之
計
氏

政
治
学
会
（
北
川
均
会
長
）
の
第

29
回
総
会
は
、
２
月
23
日
、
大
阪
・

肥
後
橋
の
徐
園
で
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
本
部
か
ら
古
川
新
代
議

員
会
議
長
ら
を
迎
え
て
、
総
員
32
人

が
出
席
し
た
。

総
会
で
は
、
任
期
満
了
に
よ
る
役

員
の
改
選
が
付
議
さ
れ
、
会
長
は
新

人
を
、
そ
の
他
の
役
員
も
政
治
学
専

攻
で
、
多
方
面
で
活
躍
の
次
世
代
を

担
う
新
進
気
鋭
の
若
手
人
材
を
登
用

し
た
人
選
と
な
っ
た
。

恒
例
の
記
念
講
演
は
、
テ
ー
マ
を

「
新
し
い
国
の
か
た
ち
」
と
題
し
て
昨

年
暮
れ
の
衆
議
院
解
散
に
伴
う
総
選

挙
に
お
い
て
圧
勝
し
、
政
権
与
党
に

返
り
咲
い
た
、
自
民
党
か
ら
参
議
院

議
員
大
阪
府
連
政
調
会
長
の
要
職
に

あ
る
、
北
川
一
成
校
友
（
40
学
文
）

か
ら
、
新
政
権
の
政
策
課
題
に
つ
い

て
講
話
を
い
た
だ
い
た
。

戦
後
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
条
約

締
結
60
周
年
に
至
っ
た
、
今
日
の
自

衛
力
の
課
題
に
始
ま
り
、
道
州
制
か

ら
教
育
問
題
、
福
祉
問
題
に
至
る
幅

広
い
分
野
に
及
ぶ
政
策
論
を
展
開
さ

れ
た
。

懇
親
会
は
、
新
顧
問
辰
巳
浅
嗣
阪

南
大
学
長
の
乾
杯
で
開
宴
し
、
各
分

野
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
続
き
、
一

層
の
盛
り
上
り
と
な
っ
た
き
。

次
期
の
主
な
る
役
員
は
、
次
の
通

り
。会

長
＝
吉
田
之
計
　
副
会
長
＝

藤
本
道
人
・
芳
村
公
義
・
小
西
秀

樹
　
幹
事
長
＝
清
水
康
市
　
会

計
＝
村
田
秀
人
　
会
計
監
査
＝
足

高
将
司
・
堤
勇
二
　

（
清
水
康
市
）

宇
高
ユ
タ
ッ
ク
ス
社
長
講
演

無
縫
製
の
イ
ン
ナ
ー
を
開
発

２
月
27
日
、
大
阪
新
阪
急
ホ
テ
ル

で
年
輪
関
大
会
第
８
回
例
会
を
開
催

し
た
。

今
回
は
、
シ
ル
エ
ッ
ト
メ
イ
ク
に

新
し
い
美
し
さ
を
追
い
求
め
る
（
株
）

ユ
タ
ッ
ク
ス
宇
高
章
平
社
長
が
講
演

し
た
。
同
社
は
会
報
誌
５
７
０
号
に

記
載
さ
れ
て
い
る
如
く
、
無
縫
製
に

よ
る
イ
ン
ナ
ー
ウ
ェ
ア
を
開
発
し
て

お
り
、
そ
の
技
術
の
進
化
と
共
に
ス

ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア
の
分
野
で
関
大
と
産

〈各地支部だより〉

３
月
29
日
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
で
、
平
成
24
年
度
体
育
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
会
（
小
坂
道
一
会
長
）
総
会
が

開
催
さ
れ
た
。

第
１
部
の
総
会
で
は
、
黒
津
副
会

長
の
開
会
の
辞
で
始
ま
り
、
小
坂
会

長
が
議
長
と
な
り
議
案
審
議
が
行
わ

れ
、
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。

こ
の
総
会
で
永
年
本
会
の
運
営
強

化
、
活
性
化
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

小
坂
会
長
、
海
蔵
寺
会
長
代
行
、
黒

津
副
会
長
、
小
笹
副
会
長
が
退
任
さ

れ
、
新
た
に
女
川
会
長
、
佐
藤
副
会

長
、
岡
田
副
会
長
が
就
任
し
た
。

第
２
部
の
Ｏ
Ｂ
・
監
督
・
コ
ー
チ

表
彰
に
移
り
、
Ｏ
Ｂ
貢
献
賞
25
人
、

監
督
コ
ー
チ
２
人
に
特
別
表
彰
が
行

わ
れ
た
。
ま
た
、
永
年
事
務
局
長
と

し
て
活
躍
さ
れ
た
伴
義
孝
氏
に
特
別

功
労
賞
が
授
与
さ
れ
た
。

な
お
、
現
役
表
彰
は
３
月
13
日
に

関
西
大
学
で
行
わ
れ
、
小
坂
会
長
か

ら
13
団
体
91
人
が
表
彰
さ
れ
た
。
当

日
は
、
応
援
団
第
90
代
幹
部
、
関
大

ス
ポ
ー
ツ
編
集
局
幹
部
へ
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
た
。

第
３
部
懇
親
会
は
、
来
賓
と
し

て
、
法
人
、
教
学
の
役
員
、
校
友

会
、
友
好
大
学
の
関
西
学
院
・
同
志

社
・
立
命
館
の
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
Ｏ

Ｂ
、
友
好
団
体
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
ク

ラ
ブ
、
応
援
団
Ｏ
Ｂ
千
成
会
（
Ⅰ

部
）、
応
援
団
Ｏ
Ｂ
長
柄
会
（
Ⅱ
部
）

か
ら
出
席
を
い
た
だ
い
た
。

女
川
新
会
長
の
開
会
挨
拶
、
来
賓

を
代
表
し
て
池
内
理
事
長
、
楠
見
学

長
、
寺
内
校
友
会
長
、
渡
辺
関
西
学

院
体
育
会
同
窓
倶
楽
部
会
長
よ
り
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
、
吉
田
副
学
長
の

乾
杯
の
ご
発
声
で
懇
親
会
が
始
ま
っ

た
。永

年
に
亘
り
体
育
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
小
坂
、
海
蔵

寺
、
黒
津
、
小
笹
、
木
本
、
仲
谷
の

各
氏
に
、
体
育
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
か
ら

感
謝
の
意
を
込
め
て
、
花
束
が
贈
呈

さ
れ
た
。

３
２
０
人
に
出
席
し
て
い
た
だ

き
、
終
始
和
や
か
な
中
、
時
間
も
お

し
せ
ま
り
、
応
援
団
第
91
代
天
野
副

団
長
の
指
揮
の
も
と
で
逍
遙
歌
に
移

り
、
佐
藤
副
会
長
の
閉
会
の
辞
で
幕

を
閉
じ
た
。

会
長
に
女
川
氏
、
副
会
長
に
佐
藤
・
岡
田
両
氏

尽
力
さ
れ
た
小
坂
前
会
長
ら
に
感
謝
の
花
束
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学
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

続
い
て
、
松
井
由
樹
産
学
連
携
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
人
文
系
産
学
連

携
の
説
明
と
、
田
中
久
仁
雄
校
友
会

産
学
連
携
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
か
ら
、

校
友
会
産
学
サ
ー
ク
ル
の
構
築
と
今

後
の
展
開
に
つ
い
て
説
明
を
頂
い
た
。

当
会
顧
問
の
寺
内
校
友
会
長
の
挨
拶

の
後
、
一
軸
浩
幸
相
談
役
の
乾
杯
の

音
頭
で
懇
親
会
に
入
っ
た
。

な
お
、
年
輪
関
大
会
と
し
て
は
、

今
後
校
友
会
の
組
織
の
一
員
と
し
て

活
動
す
べ
く
、
校
友
会
に
組
織
の
登

録
を
す
る
旨
、
全
員
一
致
で
可
決
し

た
。

（
会
長
　
朝
倉
　
満
）

今
年
は
各
自
自
慢
話
の
会

来
年
は
30
周
年
全
員
集
合
！

本
年
も
神
戸
三
九
会
定
時
総
会

を
、
ニ
ュ
ー
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
神
戸
大
使

館
に
て
開
催
。
毎
回
、
近
況
報
告
で

は
孫
や
病
気
の
こ
と
ば
か
り
に
な
る

の
で
、
今
回
は
各
自
の
自
慢
話
を
述

べ
て
も
ら
っ
た
。

Ｋ
君
は
、
世
界
に
通
じ
る
ホ
テ
ル

の
会
員
に
な
っ
て
い
る
。
Ｔ
君
は
出

身
高
校
が
セ
ン
バ
ツ
に
出
場
、
今
年

は
期
待
で
き
そ
う
。
Ｈ
君
・
Ｏ
君
は

有
機
農
法
で
家
庭
菜
園
、
ま
た
最
近

に
な
っ
て
昔
あ
っ
た
歌
声
喫
茶
に
通

っ
て
元
気
を
も
ら
っ
て
い
る
。
Ｈ
君

は
陶
芸
、
Ｓ
君
は
テ
ニ
ス
に
パ
ソ
コ

ン
、
Ｋ
君
は
カ
ラ
オ
ケ
、
Ｙ
君
・
Ｎ

君
は
ゴ
ル
フ
、
そ
し
て
会
合
に
は
す

べ
て
出
席
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
と

の
こ
と
。
Ｉ
君
は
月
１
・
２
回
の
夫

婦
で
の
温
泉
旅
行
。
Ｉ
君
は
息
子
さ

ん
が
現
役
の
官
僚
。
Ｔ
君
は
奥
さ
ん

を
亡
く
し
、
日
常
の
買
い
物
の
知
識

が
豊
富
に
な
っ
た
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ

が
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を
歩
ん
で
い
る

今
日
こ
の
頃
、
病
院
通
い
が
仕
事
に

な
ら
な
い
よ
う
皆
さ
ん
頑
張
り
ま
し

ょ
う
。

来
年
は
三
九
会
創
設
30
周
年
。
全

員
集
合
！
　
（
事
務
局
　
石
山
康
弘
）

願
い
し
ま
す
。

な
お
石
川
県
は
、
平
成
27
年
春
の

北
陸
新
幹
線
開
業
を
目
指
し
、
兼
六

園
や
温
泉
郷
、
ゴ
ル
フ
場
等
々
の
観

光
の
準
備
に
慌
た
だ
し
く
な
っ
て
来

て
い
る
。
お
い
し
い
お
酒
と
肴
の
あ

る
石
川
に
「
い
っ
ぺ
ん
、
来
ま
っ
し
」

（
加
賀
弁
）

（
安
土
幸
平
）

（
岡
野
茂
＝
０
７
６
７
―
28
―
３
５

０
８
）

浅
野
直
伸
氏
が
優
勝

取
り
切
り
戦
は
桂
山
氏

富
田
林
支
部
（
杉
多
弘
至
支
部

長
）
ゴ
ル
フ
部
会
で
は
、
３
月
12
日

に
第
６
回
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
を
地
元

の
聖
丘
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
。

４
組
15
人
が
参
加
し
た
。

雲
ひ
と
つ
な
い
晴
天
の
も
と
で
校

友
な
ら
で
は
の
和
や
か
な
ム
ー
ド
で

の
ラ
ウ
ン
ド
。

熱
戦
の
結
果
、
浅
野
直
伸
氏
（
37

商
）
が
キ
ャ
リ
ア
を
生
か
し
見
事
、

ベ
ス
グ
ロ
で
優
勝
。「
最
近
あ
ま
り
や

っ
て
い
な
い
の
で
今
日
は
優
勝
な
ん

て
関
係
な
く
プ
レ
ー
し
た
。
で
も
優

勝
と
は
嬉
し
い
も
の
で
す
ね
」
と
、

今
回
も
杉
多
支
部
長
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
新
し
い
優
勝
杯
を
手
に
に
こ
や
か

に
語
ら
れ
た
。
更
な
る
ご
健
勝
と
ご

関
大
魂
が
集
う
福
法
会

福
永
先
生
迎
え
12
人
参
加

４
月
７
日
、
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
・
ホ
テ

ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
で
、
福
法
会

（
法
学
部
・
福
永
有
利
先
生
ゼ
ミ
Ｏ

Ｂ
会
、
昭
和
45
年
卒
業
）
を
久
し
振

り
に
開
催
し
た
。
午
後
１
時
か
ら
福

永
先
生
を
お
迎
え
し
、
飲
み
放
題
つ

き
の
食
事
を
頂
き
、
大
い
に
歓
談
し

盛
り
上
が
っ
た
。

な
お
、
参
加
者
は
12
人
だ
っ
た
。

（
幹
事
　
田
中
久
雄
）

（
田
中
久
雄
＝
０
７
４
２
―
45
―
７

８
９
４
）

実
力
メ
ン
バ
ー
7
人
が
参
加

優
勝
目
指
す
も
残
念
な
結
果

３
月
30
日
、
春
の
晴
天
、
Ｇ
Ｃ
ツ

イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ズ
（
小
松
市
）
で
開

催
さ
れ
た
第
16
回
全
国
有
名
大
学
Ｏ

Ｂ
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会
に
、
石
川
支
部

（
岡
野
茂
支
部
長
）
の
実
力
メ
ン
バ

ー
７
人
が
参
加
し
た
。

当
コ
ン
ペ
は
、
有
名
19
大
学
、
１

２
０
人
が
参
加
し
、
プ
レ
ミ
ア
ム
と

し
て
、
優
勝
校
の
学
歌
を
、
参
加
者

全
員
で
歌
う
（
歌
わ
さ
れ
る
）
威
信

を
賭
け
た
大
会
だ
。

前
年
度
は
４
位
入
賞
で
あ
り
、
今

回
の
優
勝
を
目
指
し
た
が
、
微
力
届

か
ず
残
念
な
15
位
と
な
っ
た
。
来
年

に
向
け
、
石
川
支
部
に
お
住
ま
い
の

ゴ
ル
フ
愛
好
者
の
方
の
参
加
を
、
お



41

5
組
20
人
が
参
加
し
熱
戦

優
勝
は
片
山
和
彦
氏

４
月
14
日
に
ロ
ー
ズ
ウ
ッ
ド
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
で
、
大
阪
中
央
支
部
（
伊

藤
晃
充
支
部
長
）
春
季
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
を
５
組
20
人
の
参
加
で
開
催
し

た
。お

天
気
が
心
配
さ
れ
た
が
、
ま
ず

ま
ず
の
ゴ
ル
フ
日
和
の
中
、
ア
ウ
ト
、

イ
ン
と
も
に
ド
ラ
コ
ン
を
設
定
。
ま

た
ニ
ア
ピ
ン
賞
も
４
つ
の
シ
ョ
ー
ト

ホ
ー
ル
す
べ
て
に
設
定
と
い
う
大
判

振
る
舞
い
の
中
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ

た
。
優
勝
は
片
山
和
彦
、
２
位
杉
谷

好
広
、
３
位
寉
岡
相
弘
の
各
氏
。
ベ

ス
ト
グ
ロ
ス
も
寉
岡
氏
で
あ
っ
た
。

プ
レ
ー
終
了
後
は
、
ひ
と
風
呂
浴

び
て
の
表
彰
式
と
懇
親
会
、
７
位
、

10
位
、
14
位
な
ど
の
飛
び
賞
。
大
波

小
波
賞
、
ブ
ー
ビ
ー
、
ブ
ー
ビ
ー
メ

ー
カ
ー
な
ど
賞
品
も
多
数
。
伊
藤
支

部
長
か
ら
一
人
ひ
と
り
に
手
渡
さ
れ

た
。
次
回
コ
ン
ペ
は
10
月
を
予
定
。

な
お
、
当
日
の
写
真
を
ウ
ェ
ブ
ア

ル
バ
ム
で
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
s://p

icasaw
eb
.g
oog
le.

com
/kw
andai/2013#

（
広
報
　
矢
野
　
茂
）

（
伊
藤
晃
充
＝
０
７
４
３
―
71
―
２

２
８
５
）

栄
え
あ
る
優
勝
は
宮
平
氏

次
回
は
10
月
9
日
開
催
予
定

３
月
28
日
、
経
済
人
ク
ラ
ブ
（
西

村
太
一
会
長
）
春
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

が
、
茨
木
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
で
開

催
さ
れ
、
16
人
の
参
加
者
が
熱
戦
を

繰
り
広
げ
た
。

当
日
は
、
桜
の
つ
ぼ
み
が
ほ
こ
ろ

び
は
じ
め
、
寒
さ
の
中
に
春
の
気
配

を
感
じ
る
な
か
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

参
加
者
は
、
戦
略
的
に
設
計
さ
れ
た

名
門
コ
ー
ス
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら

も
、
和
気
藹
々
と
プ
レ
ー
を
楽
し
ん

だ
。そ

の
後
、
ゴ
ル
フ
部
会
の
大
倉
幾

活
躍
を
！

準
優
勝
は
、
堅
実
な
プ
レ
ー
ヤ
ー

の
田
中
道
生
氏
（
39
経
）。
初
参
加

の
樋
村
光
彦
氏
（
45
法
）
が
３
位
に

入
賞
し
た
。

今
回
は
、
支
部
長
寄
贈
の
優
勝
ト

ロ
フ
ィ
ー
の
取
り
切
り
戦
（
第
１
〜

５
回
ま
で
の
優
勝
者
間
で
競
う
）
も

併
せ
て
行
い
、
成
績
上
位
の
桂
山
恵

次
氏
（
43
法
）
が
念
願
叶
っ
て
栄
誉

を
獲
得
さ
れ
た
。

ま
た
、
表
彰
式
・
懇
親
会
で
、
昨

年
10
月
24
日
に
行
わ
れ
た
第
56
回
河

内
地
区
支
部
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会
で
当

支
部
が
優
勝
し
た
こ
と
を
報
告
、
校

友
会
長
寄
贈
の
大
き
な
優
勝
カ
ッ
プ

を
披
露
。
次
回
の
連
続
優
勝
を
目
指

し
て
参
加
を
呼
び
か
け
た
。

当
ゴ
ル
フ
部
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、

現
在
29
人
。
次
回
（
第
７
回
）
の
開

催
は
、
10
月
に
予
定
。

（
幹
事
　
筒
井
孝
一
）

（
野
島
努
＝
０
７
２
１
―
23
―
３
１

９
０
）

三
郎
氏
の
進
行
で
表
彰
式
が
行
わ
れ

た
。
栄
え
あ
る
優
勝
は
宮
平
浩
示

氏
、
べ
ス
グ
ロ
は
79
と
い
う
驚
異
の

ス
コ
ア
を
叩
き
出
し
た
大
川
高
史
氏

と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
た
。

幅
広
い
年
代
の
会
員
が
参
加
し
た

う
え
で
交
流
を
深
め
、
楽
し
く
盛
り

上
が
る
こ
と
の
で
き
る
大
変
実
り
あ

る
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
と
な
っ
た
。

次
回
は
、
10
月
９
日
（
水
）
に
茨

木
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
西
コ
ー
ス
で

開
催
を
予
定
し
て
い
る
の
で
、
皆
さ

ま
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
植
松
康
太
・
平
17
法
）

（
校
友
会
事
務
局
気
付
＝
06
―
６
３

６
８
―
０
０
４
１
）

春
季
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催

無
風
快
晴
で
一
同
春
を
満
喫

第
47
回
二
九
千
里
会
（
高
橋
一

夫
会
長
）
コ
ン
ペ
は
、
３
月
19
日
に

花
屋
敷
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
（
よ
か
わ
コ

ー
ス
）
で
開
催
し
た
。

当
日
は
、
前
日
の
強
風
降
雨
の
春
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の
嵐
が
嘘
の
よ
う
な
無
風
快
晴
に
恵

ま
れ
、
一
同
春
を
満
喫
、
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し
た
。

成
績
は
、
優
勝
堀
辰
次
（
家
）、

準
優
勝
本
間
弘
一
（
経
）、
３
位
河

合
義
雄
（
経
）。
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
は
、

角
勝
康
（
家
）
が
獲
得
し
た
。

終
了
後
、
次
回
11
月
12
日
（
火
）

花
屋
敷
（
ひ
ろ
の
コ
ー
ス
）
で
の
再

会
を
約
し
散
会
し
た
。

（
日
高
由
雄)

（
高
橋
一
夫
＝
０
７
９
７
―
86
―
８

６
１
８
）

浦
西
和
彦
（
名
誉
教
授
）
・

増
田
周
子
（
文
学
部
教
授
）
編

『
朝
の
よ
う
に

花
の
よ

う
に

谷
澤
永
一
追
悼
集
』

論
創
社
刊

定
価
１
８
０
０
円
＋
税

谷
澤
永
一
先
生
が
心
不
全
に
よ

り
ご
逝
去
に
な
っ
た
の
は
平
成
23

年
３
月
８
日
で
、
今
年
の
ご
命
日

に
相
営
ま
れ
た
三
回
忌
の
ご
法
要

に
『
朝
の
よ
う
に
花
の
よ
う
に

谷

澤
永
一
追
悼
集
』（
論
創
社
）
の
編

者
で
あ
る
浦
西
和
彦
・
増
田
周
子

さ
ん
共
ど
も
、
わ
た
し
も
万
感
の

想
い
を
胸
に
し
つ
つ
そ
れ
に
参
列

さ
せ
て
頂
い
た
。
嗚
呼
。

『
朝
の
よ
う
に
花
の
よ
う
に

谷

澤
永
一
追
悼
集
』
は
「
私
の
死
亡

記
事
」〈
平
成
12
年
10
月
、
文
藝
春

秋
〉
を
巻
頭
に
据
え
、「
第
Ⅰ
部

悼
む
」「
第
Ⅱ
部
語
る
」「
第
Ⅲ
部

読
む
」「
第
Ⅳ
部
仕
事
」
と
巻
末
の

「
谷
澤
永
一
略
年
譜
」
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
て
い
る
。

「
第
Ⅰ
部

悼
む
」
は
、
近
代
文

学
研
究
の
関
係
者
の
み
で
な
く
、

人
と
し
て
の
親
密
な
繋
が
り
に
あ

っ
た
人
び
と
の
追
悼
で
あ
る
。
中

の
一
つ
、
元
関
西
大
学
理
事
長
・

森
本
靖
一
郎
さ
ん
の
「
あ
の
峻
烈

を
極
め
た
か
の
よ
う
な
言
葉
の
連

な
り
は
、
人
生
に
対
す
る
大
い
な

る
エ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
／
先
行
き

不
透
明
で
脆
弱
な
現
代
社
会
に
こ

そ
、
あ
の
エ
ー
ル
が
聞
き
た
い
」

（「
生
を
愛
し
た『
人
間
通
』」）
を
こ

こ
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。「
第
Ⅱ
部

語
る
」
で
は
、
青
春
時
代
か
ら
の

文
学
仲
間
で
あ
っ
た
向
井
敏
・
開

高
健
・
大
西
昭
男
さ
ん
た
ち
の
語

り
に
改
め
て
胸
打
た
れ
る
思
い
を

禁
じ
得
な
い
。「
第
Ⅲ
部

読
む
」

で
は
高
見
順
・
長
谷
川
泉
・
紅
野

敏
郎
さ
ん
ら
高
名
な
人
た
ち
の
も

の
と
共
に
、
栗
坪
良
樹
さ
ん
の

「
谷
澤
永
一
再
入
門
―
『
評
言
と

構
想
』
の
頃
」
に
、
わ
た
し
は
懐
か

し
い
想
い
を
抱
か
さ
れ
た
。
巻
末

の
「
谷
澤
永
一
略
年
譜
」
は
、
ご
逝

去
直
前
ま
で
の
先
生
の
ご
著
作
が

網
羅
さ
れ
て
お
り
、
必
読
文
献
の

価
値
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
付

言
し
て
お
き
た
い
。

（
名
誉
教
授
　
吉
田
永
宏
）

大
倉
雄
次
郎
（
名
誉
教
授
）
著

『A
L
L
S
E
C
O
M

創
造

す
る
経
営
―
世
界
へ
拡
大
す

る
安
全
・
安
心
サ
ー
ビ
ス
―
』

日
刊
工
業
新
聞
社
刊

定
価
１
４
０
０
円
＋
税

長
嶋
茂
雄
が
語
り
か
け
る
「
セ

コ
ム
し
て
ま
す
か
？
」
と
い
う
コ
ピ

ー
は
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
大
変

興
味
深
い
。
セ
コ
ム
（S

E
C
O
M

）

と
は
単
な
る
一
つ
の
会
社
名
称
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が

「
セ
コ
ム
す
る
」
と
い
う
動
詞
と
し

て
用
い
ら
れ
、
し
か
も
人
口
に
膾

炙
し
て
い
る
。
い
っ
た
い
「
セ
コ

ム
す
る
」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な

の
か
。
な
ぜ
か
く
も
広
く
社
会
に

受
け
入
れ
ら
れ
た
の
か
。
セ
コ
ム

の
創
業
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
多

角
的
に
展
開
さ
れ
る
各
事
業
の
分

析
を
体
系
的
に
ま
と
め
た
本
書
を

読
む
と
、「
セ
コ
ム
す
る
」
が
も
つ

意
味
だ
け
で
は
な
く
、
新
規
な
サ

ー
ビ
ス
が
広
く
社
会
に
受
け
入
れ

ら
れ
る
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
づ
く
り
も

感
得
で
き
る
。
セ
コ
ム
の
前
身
は

１
９
６
２
年
に
飯
田
亮
に
よ
っ
て

創
業
さ
れ
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
、

日
本
警
備
保
障
株
式
会
社
で
あ

る
。
名
前
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、

こ
の
会
社
こ
そ
日
本
で
初
め
て
警

備
保
障
を
事
業
化
し
た
会
社
で
あ

る
。
そ
れ
ま
で
市
場
に
な
か
っ
た

新
規
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
案
し
ビ
ジ

ネ
ス
と
し
て
継
続
・
発
展
さ
せ
る

こ
と
は
起
業
の
醍
醐
味
で
あ
る
が
、

他
方
で
そ
れ
が
新
規
で
あ
れ
ば
あ

る
ほ
ど
起
業
は
困
難
な
事
業
と
な

る
。
し
か
し
、
セ
コ
ム
は
「
安
全
・

安
心
を
提
供
す
る
」
と
い
う
事
業

コ
ン
セ
プ
ト
を
明
確
に
定
義
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
企
業
向
け
危

機
管
理
ト
ー
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
、
ホ
ー

ム
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
さ
ら
に
は
健

康
か
ら
食
の
安
心
・
安
全
に
ま
で
及

ぶ
各
事
業
を
、
社
会
シ
ス
テ
ム
産

業
の
構
築
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
に
沿

っ
て
着
実
に
展
開
し
て
き
た
。
セ

コ
ム
の
成
長
を
追
う
本
書
は
ま
た
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
論
の
ケ
ー
ス
分
析
と

し
て
も
最
適
で
あ
る
。

（
商
学
部
准
教
授
　
西
村
成
弘
）
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大
西
正
曹
（
名
誉
教
授
）
著

『
中
小
企
業
再
生
の
道
―

東
大
阪
30
年
歩
い
て
見
た
も
の

―
』

関
西
大
学
出
版
部
刊

定
価
３
０
０
０
円
＋
税

30
年
以
上
に
わ
た
り
、
東
大
阪

を
中
心
に
各
地
の
中
小
企
業
を
３

日
に
一
度
は
訪
ね
歩
き
、
経
営
者

か
ら
「
ま
い
ど
教
授
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
著
者
が
、
こ
れ
ま
で
の
多
く

の
論
文
、
報
告
書
、
講
演
会
の
記

録
等
の
中
か
ら
、
少
し
で
も
今
に

役
立
ち
、
中
小
企
業
の
明
日
を
拓

く
事
例
と
し
て
活
用
さ
れ
る
よ
う

厳
選
し
た
原
稿
を
ま
と
め
た
著
書

で
あ
る
。

く
だ
け
た
口
調
を
そ
の
ま
ま
採

録
し
た
講
演
会
で
の
講
演
記
録
が

中
心
の
第
Ⅰ
部
「
私
の
見
た
東
大

阪
〜
観
察
と
提
案
〜
」
と
、
実
際

の
調
査
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
論

文
・
報
告
書
が
中
心
の
第
Ⅱ
部

「
デ
ー
タ
で
見
た
東
大
阪
〜
足
で
調

べ
た
現
場
の
姿
〜
」
か
ら
な
っ
て
お

り
、
読
ん
で
面
白
く
、
貴
重
な
調

査
の
記
録
保
存
に
も
な
る
よ
う
に
、

と
の
著
者
の
思
い
が
う
か
が
わ
れ

る
。

〈新刊紹介〉

と
同
時
に
、
そ
こ
に
は
、
幾
度

も
危
機
を
迎
え
た
日
本
経
済
の
中

で
、
見
事
に
そ
れ
を
乗
り
越
え
て

き
た
中
小
企
業
の
注
目
す
べ
き
動

き
を
捉
え
、
創
意
に
富
ん
だ
経
営

者
に
注
目
し
、
地
域
に
形
成
さ
れ

た
独
特
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
姿
を

見
つ
け
な
が
ら
、
日
本
の
中
小
企

業
再
生
の
道
を
研
究
し
、
数
々
の

提
言
を
し
て
き
た
著
者
の
熱
い
思

い
と
ぶ
れ
な
い
視
点
が
見
ら
れ
る
。

（
編
集
子
）

楠
見
健
一
（
昭
43
学
文
）
著

『
新
・
人
材
学
の
す
す

め
』

友
月
書
房
　
刊

定
価
２
３
１
０
円
（
税
込
）

著
者
は
、
私
が
速
記
部
入
部
当

時
の
指
導
部
長
で
あ
り
、
神
戸
新

聞
社
を
経
て
、
現
在
は
神
戸
夙
川

学
院
大
学
の
教
授
を
さ
れ
て
い
る
。

著
者
に
よ
る
と
、「
本
書
は
イ
ベ

ン
ト
構
築
の
基
礎
の
ほ
か
、
５
千

を
超
え
る
と
も
い
わ
れ
る
公
的
ホ

ー
ル
や
民
間
ホ
ー
ル
で
、
必
要
と

さ
れ
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
や
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
た
ち
の
存
在
が
今
こ

そ
認
識
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
。
さ
ら
に
、
指
定
管
理
者
制

度
と
劇
場
な
ど
ア
ー
ト
系
施
設
の

在
り
方
と
現
状
、
問
題
点
の
分

析
、
法
体
系
の
再
整
備
の
必
要
性

な
ど
に
も
言
及
し
て
い
ま
す
。

改
正
法
の
中
で
も
よ
う
や
く
専

門
人
材
が
訴
求
さ
れ
出
し
ま
し
た

が
、
ア
ー
ト
系
施
設
自
身
も
大
学

な
ど
教
育
機
関
と
と
も
に
連
携
し
、

自
ら
教
育
の
場
と
な
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
今
後
の
ア
ー
ト
系

施
設
の
生
き
残
り
の
要
素
は
、
地

域
連
携
、
地
域
住
民
を
中
心
と
し

た
イ
ベ
ン
ト
構
築
な
ど
の
ノ
ウ
ハ

ウ
が
必
要
な
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

谷
間
で
あ
っ
た
学
び
の
分
野
が
新

し
い
人
材
学
と
し
て
、
本
著
が
そ

の
突
破
口
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
」
と
の
こ
と
で
、
是
非
ご

一
読
い
た
だ
き
た
い
一
書
で
あ
る
。

申
し
込
み
は
直
接
、
友
月
書
房

（
０
７
８
―
２
２
１
―
４
８
８
６
）

へ
。
校
友
会
員
は
郵
送
料
無
料
。

（
広
報
部
　
中
井
紀
子
）

矢
野
宗
宏
（
昭
54
学
法
）
著

「
ユ
ー
モ
ア
力
―
私
の
仕
事

は
ユ
ー
モ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」

春
陽
堂
書
店
刊

定
価
１
５
０
０
円
＋
税

落
語
大
学
の
先
輩
で
あ
る
矢
野

宗
宏
氏
（
芸
名
・
爪
田
家
ら
い
む
）

が
、『
ユ
ー
モ
ア
力
―
私
の
仕
事
は

ユ
ー
モ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
』
を
出

版
さ
れ
た
。

い
ま
か
ら
10
年
前
に
信
用
金
庫

の
支
店
長
の
職
を
辞
し
、
ユ
ー
モ

ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
い
う
ユ
ニ
ー

ク
な
職
業
に
転
職
な
さ
っ
た
時
は
、

正
直
び
っ
く
り
し
た
が
、
矢
野
氏

に
よ
れ
ば
、
10
年
間
の
歩
み
を
熱

い
思
い
を
込
め
て
世
に
問
い
た
い

と
、
こ
の
一
冊
に
ま
と
め
た
そ
う

で
あ
る
。

と
に
か
く
面
白
く
て
わ
か
り
や

す
い
か
ら
、
ニ
ヤ
ッ
と
笑
っ
た
り
、

ふ
む
ふ
む
と
頷
い
た
り
し
な
が
ら
、

ま
ず
は
一
気
に
読
ん
で
し
ま
っ
た
。

そ
の
後
で
、
確
か
に
、
６
年
前
に

出
版
な
さ
っ
た
『
お
笑
い
で
支
店
長

に
な
り
ま
し
て
』
よ
り
も
、
内
容
が

味
わ
い
深
く
濃
く
な
っ
て
い
る
と

思
っ
た
。
10
年
間
の
活
動
の
充
実

ぶ
り
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

第
１
章
の
ユ
ー
モ
ア
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
な
る
ま
で
か
ら
は
、
生
き

る
た
め
の
ヒ
ン
ト
が
見
つ
か
る
し
、

第
２
章
の
講
演
編
か
ら
は
、
矢
野

氏
の
笑
い
や
ユ
ー
モ
ア
と
真
摯
に

向
き
あ
う
姿
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

第
３
章
実
践
編
や
第
４
章
ビ
ジ
ネ

ス
編
に
は
、
笑
い
で
能
力
ア
ッ
プ

す
る
た
め
の
方
法
や
ユ
ー
モ
ア
ト
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室
之
園
照
雄
（
む
ろ
の
そ
の
・
て
る

お
＝
昭
25
専
２
商
、
税
理
士
・
室
之
園

会
計
事
務
所
）
平
成
24
年
５
月
６
日
死

去
。
85
歳
。
神
戸
市
。

北
　
隆
二
（
き
た
・
た
か
じ
＝
昭
25
専

２
経
、
元
大
阪
市
立
小
学
校
校
長
）
５

月
８
日
死
去
。
86
歳
。
大
阪
市
。

中
島
久
綱
（
な
か
じ
ま
・
ひ
さ
つ
な
＝

昭
17
専
１
商
）
６
月
12
日
死
去
。
91

歳
。
大
阪
市
。

西
村
　
悠
（
に
し
む
ら
・
ゆ
う
＝
平
14

学
文
）
７
月
６
日
死
去
。
33
歳
。
高
槻

市
。

小
笠
原
弘
太
郎
（
お
が
さ
わ
ら
・
こ
う

た
ろ
う
＝
昭
45
学
法
）
11
月
８
日
死

去
。
65
歳
。
豊
中
市
。

水
谷
　
誠
（
み
ず
た
に
・
せ
い
＝
昭
14

関
甲
）
12
月
４
日
死
去
。
91
歳
。
和
歌

山
県
太
地
町
。

金
本
　
浩
（
か
な
も
と
・
ひ
ろ
し
＝
昭

26
学
経
）
12
月
６
日
死
去
。
83
歳
。
岡

山
市
。

田
鐵
男
（
た
か
だ
・
て
つ
お
＝
昭
18

専
２
経
・
22
大
法
、（
有
）
高
田
薬
品

自
営
）
12
月
20
日
死
去
。
91
歳
。
美
作

市
。

中
村
健
一
（
な
か
む
ら
・
け
ん
い
ち
＝

昭
41
学
商
）
平
成
25
年
１
月
５
日
死

去
。
68
歳
。
岸
和
田
市
。

藤
田
　
昇
（
ふ
じ
た
・
の
ぼ
る
＝
昭
28

学
経
、
元
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッ
ポ
ン
新
聞
社

勤
務
）
１
月
15
日
死
去
。
82
歳
。
岸
和

田
市
。

中
野
　
馨
（
な
か
の
・
か
お
る
＝
昭
27

学
経
）
１
月
29
日
死
去
。
83
歳
。
城
陽

市
。

森
島
嘉
彦
（
も
り
し
ま
・
よ
し
ひ
こ
＝

昭
41
学
工
）
２
月
１
日
死
去
。
68
歳
。

奈
良
市
。

木
川
高
志
（
き
か
わ
・
た
か
し
＝
昭
42

一
高
・
46
学
法
、
元
ア
ル
イ
ン
コ
勤
務
、

前
校
友
会
常
議
員
・
組
織
部
副
部
長
、

前
東
淀
川
支
部
幹
事
長
）
２
月
28
日
死

去
。
64
歳
。
大
阪
市
。

中
藤
菊
雄
（
な
か
ふ
じ
・
き
く
お
＝
昭

23
関
甲
・
24
一
高
・
28
学
法
）
２
月
28

日
死
去
。
83
歳
。
高
槻
市
。

今
里
泰
啓
（
い
ま
ざ
と
・
ひ
ろ
あ
き
＝

昭
30
学
法
、
元
厚
生
省
麻
薬
取
締
官
事

務
所
長
）
３
月
２
日
死
去
。
82
歳
。
宝

塚
市
。

北
川
紀
太
郎
（
き
た
が
わ
・
き
た
ろ

う
＝
昭
33
一
高
・
37
学
法
、
旭
代
表
取

締
役
専
務
、
校
友
会
代
議
員
）
３
月
４

日
死
去
。
73
歳
。
吹
田
市
。

中
田
　
潔
（
な
か
た
・
き
よ
し
＝
昭
17

専
２
商
、
元
徳
島
銀
行
相
談
役
、
元
校

友
会
代
議
員
、
元
徳
島
支
部
支
部
長
）

３
月
６
日
死
去
。
91
歳
。
徳
島
市
。

寺
浦
英
太
郎
（
て
ら
う
ら
・
え
い
た
ろ

う
＝
昭
26
学
２
法
、
弁
護
士
・
寺
浦
法

律
事
務
所
、
元
大
阪
府
地
労
委
会
長
、

元
校
友
会
代
議
員
、
豊
中
支
部
支
部
長

指
定
顧
問
）
３
月
８
日
死
去
。
87
歳
。

豊
中
市
。

平
原
幹
夫
（
ひ
ら
は
ら
・
み
き
お
＝
昭

50
学
工
、
山
本
設
計
勤
務
）
３
月
８
日

死
去
。
62
歳
。
大
阪
市
。

石
坂
　
恒
（
い
し
ざ
か
・
こ
う
＝
文
学

部
教
授
、
専
門
は
英
語
学
）
３
月
11
日

死
去
。
63
歳
。
吹
田
市
。

勝
田
勝
太
郎
（
か
つ
た
・
か
つ
た
ろ

う
＝
名
誉
教
授
・
元
工
学
部
教
授
、
専

門
は
熱
工
学
）
３
月
16
日
死
去
。
92

歳
。
神
戸
市
。

井
上
　
清
（
い
の
う
え
・
き
よ
し
＝
昭

15
専
１
商
・
17
大
経
）
３
月
17
日
死

去
。
93
歳
。
西
宮
市
。

宮
谷
義
六
（
み
や
た
に
・
ぎ
ろ
く
＝
名

誉
教
授
・
元
工
学
部
教
授
、
専
門
は
非

鉄
冶
金
）
３
月
31
日
死
去
。
96
歳
。
長

岡
京
市
。

小
寺
太
郎
（
こ
て
ら
・
た
ろ
う
＝
昭
39

学
文
）
４
月
４
日
死
去
。
72
歳
。
生
駒

市
。

和
泉
　
久
（
い
ず
み
・
ひ
さ
し
＝
昭
53

学
法
）
４
月
20
日
死
去
。
60
歳
。
北
広

島
市
。

◇
中
央
選
挙
管
理
会
委
員
に
中
野

寛
成
氏
が
就
任

４
月
１
日
付
。

中
野
寛
成
氏
（
な
か
の
・
か
ん
せ

い
＝
昭
38
学
法
）
は
、
豊
中
市
議
会

議
員
を
経
て
昭
和
51
年
12
月
衆
議

院
議
員
に
初
当
選
。
衆
議
院
外
務

委
員
長
、
民
主
党
幹
事
長
、
第
62

代
衆
議
院
副
議
長
な
ど
を
歴
任
。
東

日
本
大
震
災
当
時
は
国
務
大
臣
・

国
家
公
安
委
員
長
を
務
め
て
い
た
。

平
成
24
年
12
月
に
引
退
。
72
歳
。

中
央
選
挙
管
理
会
は
委
員
５
人

で
構
成
さ
れ
、
国
会
の
議
決
に
よ
る

指
名
に
基
づ
い
て
内
閣
総
理
大
臣
が

任
命
す
る
。
任
期
は
３
年
。

◇
岡
山
県
備
前

市
長
に
吉
村
武

司
氏
が
初
当
選

任
期
満
了
に

伴
う
備
前
市
長
選
挙
は
、
４
月
14

日
投
開
票
さ
れ
、
無
所
属
新
人
で
自

民
・
民
主
・
公
明
３
党
の
推
薦
を

受
け
た
吉
村
武
司
氏
（
よ
し
む
ら
・

た
け
し
＝
昭
44
学
文
）
が
初
当
選
を

果
た
し
た
。

吉
村
氏
は
、
現
在
、
複
数
の
自

動
車
教
習
所
を
運
営
す
る
勝
英
自

動
車
学
校
の
代
表
取
締
役
相
談
役

で
、
備
前
市
観
光
協
会
会
長
。
こ

れ
ま
で
に
備
前
商
工
会
議
所
会
頭
や

備
前
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
等
を

歴
任
し
て
い
る
。
66
歳
。

◇
兵
庫
県
淡
路

市
長
に
門
康
彦

氏
が
3
選
果
た

す

任
期
満
了

に
伴
う
淡
路
市
長
選
挙
は
、
４
月
21

日
投
開
票
さ
れ
、
無
所
属
現
職
で
自

民
・
民
主
・
公
明
３
党
の
推
薦
を

受
け
た
門
康
彦
氏
（
か
ど
・
や
す
ひ

こ
＝
昭
43
学
文
）
が
３
選
を
果
た
し

た
。門

氏
は
、
兵
庫
県
淡
路
県
民
局

長
、
企
業
庁
管
理
局
長
、
代
表
監

査
委
員
な
ど
を
歴
任
。
平
成
17
年
に

誕
生
し
た
淡
路
市
の
初
代
市
長
に
当

選
し
、
21
年
に
再
選
を
果
た
し
て
い

た
。
67
歳
。

な
お
、
今
回
の
選
挙
は
、
告
示
日

前
日
の
13
日
に
淡
路
島
地
震
が
発

生
、
復
旧
作
業
が
進
む
中
で
の
選
挙

戦
と
な
っ
た
。

◇
奈
良
県
副
知
事
に
松
谷
幸
和
氏

が
就
任

４
月
１
日
付
。
松
谷
幸

和
氏
（
ま
つ
た
に
・
ゆ
き
か
ず
＝
昭

51
学
法
）
は
、
昭
和
52
年
奈
良
県
に

入
庁
。
財
政
課
長
や
総
務
部
次
長

等
を
経
て
平
成
20
年
４
月
か
ら
知
事

公
室
長
。
60
歳
。

◇
神
戸
地
検
姫
路
支
部
長
に
小
畑

勝
義
氏
が
就
任

４
月
10
日
付
。

小
畑
勝
義
氏
（
こ
ば
た
・
か
つ
よ

し
＝
昭
54
学
法
）
は
、
昭
和
62
年
検

事
。
大
阪
高
検
検
事
な
ど
を
経
て
平

成
24
年
８
月
か
ら
札
幌
高
検
刑
事

部
長
。
56
歳
。

◇
近
畿
大
阪
銀
行
代
表
取
締
役
社

長
に
中
前
公
志
氏
が
就
任

４
月

１
日
付
。
中
前
公
志
氏
（
な
か
ま

え
・
こ
う
じ
＝
昭
59
学
経
済
）
は
、

昭
和
59
年
近
畿
相
互
銀
行
（
現
近
畿

大
阪
銀
行
）
に
入
行
。
経
営
企
画
部

長
な
ど
経
営
戦
略
を
練
る
企
画
部
門

を
長
く
務
め
、
平
成
24
年
４
月
か
ら

代
表
取
締
役
兼
専
務
執
行
役
員
。

52
歳
。

◇
オ
ー
ビ
ッ
ク
代
表
取
締
役
社
長
に

橘
昇
一
氏
が
就
任

４
月
１
日
付
。

橘
昇
一
氏
（
た
ち
ば
な
・
し
ょ
う
い

ち
＝
昭
60
学
商
）
は
、
昭
和
60
年
オ

ー
ビ
ッ
ク
に
入
り
、
営
業
担
当
常

務
、
専
務
等
を
経
て
平
成
20
年
４

月
か
ら
副
社
長
。
51
歳
。

な
お
、
会
長
兼
社
長
の
野
田
順
弘

氏
（
の
だ
・
ま
さ
ひ
ろ
＝
昭
36
学
２

経
済
）
は
、
代
表
権
の
あ
る
会
長
兼

最
高
経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
に
就

任
。
74
歳
。

ー
ク
の
具
体
例
が
満
載
で
あ
る
。

第
５
章
の
笑
い
の
出
前
編
で
は
、

人
に
優
し
い
笑
い
の
大
切
さ
が
語

ら
れ
て
い
る
。

私
は
、
矢
野
氏
の
生
き
方
に
共

感
し
て
、
自
分
も
会
社
経
営
を
辞

め
、「
表
現
舎
乱
坊
」
と
名
乗
っ

て
、
人
に
話
す
こ
と
で
生
き
て
い

こ
う
と
決
め
た
人
間
で
あ
る
。
だ

か
ら
、
矢
野
氏
が
こ
の
本
に
込
め

た
気
持
ち
が
よ
く
わ
か
る
の
だ
。

で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
の
人
々
に

読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て

い
る
。

（
高
野
隆
宏
＝
平
2
学
法
）






